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1. はじめに



ᵈΥ⁯χ∕ ᵰ⁯ ʺ τᵰ⁯ ψựיּ ᴥΰοΣϤʺӾ χ τϢϤʺ
₈ῇʺᵰ⁯ יּ ψԁ ᴥΰοΜΨάρΥ ήϦϥʻ 6 Τϣ☼“ήϦθˮ
῎ễӾχ Τνᶎםσם☼Ϭ ϥθϛχ ῎ễӾṐḩχ τḩβϥ ˯ˢ 5

41‹ˣτṁξΦʺ ᴬᶘ χ Ϭ Ϊθ ῎ễӾṐḩΥʺ ᴥʾ ᴟβϥּזᵓ
χ ῎ễӾИ˔Їτ ᴂΰʺלχ‰Μ ῎ễӾϬ ằβϥ Ϭ ΠϥάρΥʺᵈΥ⁯χ
Ὂↄχ ρẶ ᾝχθϛχṹừχᴿםᵓχזּ πΚϥʻάΞΰθ χ‰Μלʺ ῎ễӾϬ
ằβϥ Ϭ Πϥθϛʺᵰ⁯ τ βϥ ῎ễӾΤϣ βϥ▀Ộᵦ׃ Τϣʺ ῎ễ
ӾṐḩτ βϥễӾ ⱢϬ ΰʺễӾχלΰ τνσΫϥῨ ḕχ ʺζχЯДиϬ ⁯
τ ẉβϥάρϬ ρΰθⱧỘΥʺ ⱧỘˮ ῎ễӾṐḩᶨ ⱧỘ˯πΚϥʻ
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本事業の概要



ⱧỘτΣΜοʺ13 χ︡ Ϟ ᴮ ψӟᴞχ2νχⱢ π῝ ΰοΣϤϘβʻ
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当資料について

ṁ σ ψ Ӄ
ΰθχπʺϢϤ ⇔
Υ ϤθΜσʾʾʾ

広報資料（概要版）

広報資料（詳細版）

本資料

実際に好循環モデルの組成に取り組むこと
を検討されている方に向けた資料です。

まずは当事業の取組や成果の概要を把握さ
れたい方に向けた、読みやすさ・分かりや
すさを重視した資料です。

˻︠σἿ∏ ˼

Å︡ χ ᴮχᵵ ϬṜ∏

Åᶆ χ︡ ʾ ᴮχᵵ Ϭ2Ч˔Ѕγ

ντϘρϛοṜ∏

˻︠σἿ∏ ˼

Åῲ Ɫ ˢᵵ ˣτṜ∏ήϦοΜϥᶆ

χ︡ ʾ ᴮχ ⇔ϬṜ∏

Å ⱧỘχם☼︠ Ϟ ὀ χ ⇔ Ϟʺ

ⱧỘχ ІϾЅв˔и ϜṜ∏

広報資料（詳細版）の想定される利用シーン（例）

ÅῨ ḕЯДиτ︡Ϥ Ϛὓ
ᵊϬ οϥ╥―ρΰθΜ

Å ὀβϥᵰ χἇ σ
И˔ЇϬ ӃΰθΜ

Åם∑χϸзϺвжЭϬ╥―
ρΰθΜ

本事業における“2つ”の資料

日本語教育機関 企業/ 業界団体 自治体/ 大学等

ÅꜛּזϞꜛϣχỘᵦτΣΪϥ
῎ ΰ τΰΪοʺ

ςχϢΞσḩ χ∕Ϥ Υ
ΚϥχΤ ϤθΜ

Åם∑χᵰ⁯ ϞḼỘיּ
χ Ϭ ϤθΜ

ÅꜛⱵ Υ ӽχᵰ⁯ χ
῎ ΰ τΰΪοʺς
χϢΞσḩ χ∕Ϥ ΥΚ
ϥχΤ ϤθΜ

Åם∑χᵰ⁯ ᶨּיϞꜛⱵ
χ Ϭ ϤθΜ
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2. 採択団体別 事例紹介
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学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園

実施主体名 ：学校法人アリス国際学園 専門学校アリス学園

代表者 ：竹澤 敦子

所在地 ：石川県金沢市円光寺本町8-50

職員・従業員数 ：49名（2026年2月現在）

主な事業 ：学校法人として専門学校アリス学園、専門学校アリス学園加賀校、アリス
日本語学校横浜校の運営。3校ともに日本語教育機関を設置。専門学校アリ
ス学園では日本語教育機関としての日本語学科だけでなく国際ビジネス学科、
介護福祉学科、そして研修センターを運営

本事業での役割 ：インド人エンジニアの澁谷工業等への就職者に対して、入国前後の日本語
教育プログラムを実施し、研修前後の成果を評価

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：澁谷工業株式会社

所在地 ： ᾉỲ ◕  58

連携先の主な事業：ЩЕзрϽṐṀʺ ṐṀ χ

本取組への期待 ：ᾝ π►Πϥ ῎ễӾ τϢϥЀЬвИϾ˔Єдрχדᶪᴟρ
χΰ

本事業での役割 ： ῎ễӾФкϽжЭם☼τ βϥ  ϒχ Ɫ

連携先２ ：株式会社カイジョー

所在地 ： Ằ ֕ ◕ֵ 3-1-5

連携先の主な事業： ᴝ ṐṀʺ ṐṀ χ

本取組への期待 ：ᾝ π►Πϥ ῎ễӾ τϢϥЀЬвИϾ˔Єдрχדᶪᴟρ
χΰ

本事業での役割 ： ῎ễӾФкϽжЭם☼τ βϥ  ϒχ Ɫ

連携先３ ：NITTE 大学

所在地 ：ϱрЖϸиЗ˔Ќϸ ЫрϹи˔и◕

連携先の主な事業： ᶘχְ֫ʺᾆẕᶨ ʺ⁯∑ ὀʾῖ

本取組への期待 ： Ộ χ⁯∑ ᶨ Ϭ αθ ᶘχṪ ρ χ ῲΜ

本事業での役割 ʿ χ ḧḼỘτ βϥᶘ χ Ϥ ΰ

プログラム開発就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル
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体制の全体像

背景・目的

取組概要

学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園

日

NITTE 大学（インド）

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

渋谷工業㈱

投
連携

ˮϱрЖ τיּ βϥ ⁯ ʾ ⁯ῇχ ῎ễӾ˯ρΰοʺӟᴞχ5ν
χ︡ Ϭ“Ξʻ

ニーズ調査・現地視察ˢ ⇔ψP.9Ϭ╥ ˣ1

¸連携先企業の現場のニーズを調査ΰʺϘθʺ ∙ Ϥ ΰṐḩπΚϥϱрЖχNITTE ᶘτᴁ
ΰʺ現地学生の日本語能力及び学習環境を確認

入国前オンライン教育の実証ˢ ⇔ψP.12Ϭ╥ ˣ3

¸ϱрЖ τיּ ΰοʺ τ ⁯βϥ τオンライン教育を実施

入国前・入国後の日本語教育カリキュラム及び評価シートの作成ˢ ⇔ψP.9˙P.11Ϭ╥ ˣ2

¸ ₰ΰθИ˔ЇϬ ϘΠθἇ σカリキュラムを開発

¸ ῎Υ ρ ήϦϥԁ Ộ ρΰοχ14の評価項目ʺ最大74のCan-Do項目を用意

4 入国後対面教育の実証ˢ ⇔ψP.13Ϭ╥ ˣ

¸ϱрЖ τיּ ΰοʺ ⁯ῇτ τ対面での日本語教育を実施

学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園

全体を通したカリキュラムの見直しˢ ⇔ψP.14Ϭ╥ ˣ5

¸₈ῇχ ᵫϬᾋ Πʺ ⁯ ễӾ˙ ⁯ῇễӾχ Ϭ αο ϣϦθ ᴮϬ ϘΠʺ
カリキュラム全体を見直し

卒業生（就職予定者）

インド人就労者

㈱カイジョー

対価

Åニーズの確認
Å入国後対面教育の提供
Å評価シートの活用 入国/ 就職

Å視察
Å入国前オンライン教育

の提供
Å評価シートの活用

プログラム
開発

︠τ ᶘ Ϭ τễӾϬ“Ξ ῎ễӾṐḩτνΜοʺ Ϝיּ τ ⁯ ῇτễӾϬ“
Ξάρπʺ ῎ễӾṐḩχ ΰΜ ᾛχᶎ ẉόễ Ԍχ Ἆᵠ τνσΥϥάρΥṍ π
Φϥʻ
ⱧỘπψʺ ῎ễӾṐḩΥ ΰΪχϸзϺвжЭẉόζχיּ ᴣ Ϭ  ʻ τʺ
χיּ πϜʺ∕ ⱢᶊˮṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ ˯χϱрЖ Ϭיּ τ ῎ễӾϬ
ʻ☼ם

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～A2

4
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学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園

＜澁谷工業へのニーズ/ ヒアリング調査の結果＞

V ⁯ χϷржϱрễӾẉό ⁯ῇχ ễӾτνΜοʺḼỘϞϵрЅИϯρΜμθ
χ‰ΜϸзϺвжЭπψσΨʺ日常コミュニケーションや漢字の読み・書きを学ぶことが企
業のニーズπΚϤʺζϦϬϸзϺвжЭτ ֳβϦωϢΜάρΥ

V ῬỘχΚϥ ʺΤϣψיּ ⁯ ῇχ ῎ễӾιΪπψσΨʺ ῇ2זּ ˙3 χ
ṍ τ ῎ᶘ Ϭ“Ξ ΥΚϤʺᾆ ϬṆ βϥ Ԍτ ♥Ϭ ӪΰθΜρΜΞЀЮ
рЕϬ Ϊθ

＜NITTE 大学への往訪（レディネス調査）の結果＞

VϷржϱрᶘ ḕẽτνΜοʺデバイスやアプリの接続は問題ないάρϬᶎ

VⱧ ᶘ ệτνΜοʺ ᶘχ ᴬ ρΰοχ40Ⱳḧχ ῎ễӾχᾝ Ϭ♪╔ʻ15 χ
Ξκ14 ρχ ϬΰθὫᴮʺコミュニケーション能力を上げるため、オンラインでの日本
語教育の必要性及び使用教材レベルを確認

【実施事項/ 成果】

¸  ψ ῬỘτ ΰοʺᵰ⁯ ∙Ϭᾼ βϥḼỘΥם☼βϥ入社時日本語研修の構築・改
善に関するニーズ調査及びヒアリング調査Ϭם☼

¸Ϙθʺ  ẉό ῬỘΥNITTE ᶘτᴁ ˢйДϰКІ ₰Ϭם☼ˣΰʺ現地学生の日本
語能力及び現地のオンライン学習環境を確認

ニーズ調査・現地視察1

「インド人就職予定者に対する入国前・入国後の日本語教育」
プログラム

開発

取組の詳細

入国前・入国後の日本語教育カリキュラム及び評価シートの作成2

【実施事項/ 成果】

¸И˔Ї ₰ẉόПϯзрϽ ₰ϢϤʺϵрЅИϯτ ᴟΰθ σ ῎ễӾπψσΨʺ
生活者として日本での生活におけるコミュニケーションẉό社内における同僚とのコミュニ
ケーションが取れることを目標ρΰοʺ ῎ễӾϬם☼ΰοϕΰΜρΜΞИ˔ЇϬᶎ

¸ζχὫᴮʺ ⁯ ʾ ⁯ῇχ ῎ễӾᾆ πψˮΜϧςϤ ᶨ ῎˯Ϭ► βϥάρπ
σΜρᶎ πΦθθϛʺ文字教育＋「いろどり 生活日本語（入門、初級1、初級2）」に

よるA1～A2レベルのコミュニケーション能力の獲得を目標としたカリキュラムを作成ʻἇ
σ ῎ễӾϸзϺвжЭψⱳ χ Ϥ

¸Ϙθʺ ῎Υ ρ ήϦϥ一般業務内容として14の評価項目ʺ最大74のCan-Do項目を用意

¸ᴥΠοʺᾆ ῇϜὋ Τνꜛ σᶘόχḕẽχ τνσΫϥθϛτʺˮΜϧςϤ
ᶨχ ῎ˢ ʺ ẘ1ʺ ẘ2ˣ˯τᴥΠοʺ「eTRY N4」を活用した授業ẉό「プロ

ジェクトワーク」を実施

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～A2
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学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園 プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～A2

＜入国前のオンライン教育カリキュラム＞

Vṍḧ ʿ2025 8Ὦ˙9Ὦˢ2Ⱳḧ/ ˷40 ˹80Ⱳḧˣ

V ʿ יּ ῬỘʺϸϱЅд˔ϒχ ˢNITTEיּ ᶘχ Ộ ˣ

Vᶘ  ʿ╥ A1йЦиϒχ

Vᶘ  ʿ ᶘ ϯзІᶘהχ ῎ễԌτϢϥϷржϱр„ṰἹ꜠πχם☼

VϸзϺвжЭʿӟᴞχ Ϥπʺễ∙ψˮΜϧςϤ ᶨχ ῎ˢ ˣ˯Ϭᶨ

＜入国後の対面教育カリキュラム＞

Vṍḧ ʿ2025 10Ὦ˙2026 3Ὦˢ3Ⱳḧ/ ˷100 ˹300Ⱳḧˣ

̞ ⱧỘρΰοψⱧỘṍḧπΚϥ2026 1Ὦ Ϙπם☼

V ʿ יּ ῬỘχ יּ

Vᶘ  ʿ╥ A2йЦиϒχ

Vᶘ  ʿ ᶘ ϯзІᶘהχ ῎ễԌτϢϥ „ṰἹ꜠πχם☼

VϸзϺвжЭʿӟᴞχ Ϥπʺễ∙ψˮΜϧςϤ ᶨχ ῎ˢ ẘ1,2ˣ˯Ϭᶨ
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学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園 プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～A2

【ポイント】

＜現地視察及び入国前のオンライン教育カリキュラム作成のポイント＞

¸ ⁯ χϷржϱрễӾψʺᾝ ₰πχᶘ χйЦиϬיּ ϘΠοʺ ⱫễӾ˴ˮΜϧς
Ϥ ᶨχ ῎ˢ ˣ˯τϢϥA1レベルのコミュニケーション能力の獲得を目標τ Πθ

¸ⱳ ӟ‭χ ⁯ ϷржϱрễӾχḕẽ ρΰοʺ ⁯ Ϸржϱрᾆ τם☼ΰθ
ϷзϵрГ˔ЄдрˢGoogleϼжІи˔Эχ ►ʾע ˣẉόϷржϱр Ộτʺ
NITTE ᶘπ ΜοΜϥϱрЖ χ τϜ╥ᴥΰοϜϣΞάρπʺ次年度以降は現地でオ
リエンテーションやオンライン教育時のサポートを実施できるノウハウや体制を構築ΰθʻ
ζϦτϢϤʺϷзϵрГ˔ЄдрχθϛιΪτ ΤϣϱрЖτ Ϭ ᾏδγτ ᴂβ
ϥάρẉόϷржϱрễӾⱲχᶘ τ βϥᾝ ЂЪ˔ЕΥᴦ

＜入国後の対面教育カリキュラム作成のポイント＞

¸ ⁯ ῇψʺ ⁯ ễӾ χᶎםσ ᵔχθϛτ教育内容を復習βϥʻϘθʺ ⁯ χϷ
ржϱрễӾπψ π ΰθϤʺϽи˔Фм˔ϼΥπΦσΤμθθϛʺ双方向のコミュ
ニケーション機会を増やした

＜入国後の対面教育｜「いろどり 生活の日本語」以外の活用・実施＞

オンデマンド授業 プロジェクトワーク

יּ ῬỘχ 16יּ ₮

╥ A2йЦи ₮

ᶘ
╥ A2йЦиϒχ ῎ᾆ πᶘ ΰθ ῎Ϭ►Μʺ

Г˔ЫτṁξΜθ Ϭ“ΠϥйЦиϒχ

ễ∙ eTRY! ῎JLPT N4 ῎ФкЅϴϼЕм˔ϼ Unit5

ᶘ
ʾ

Ϸржϱр

Åם∑χЀЬвИϾ˔Єдрχ π ΥςχϢΞτ
►ϩϦοΜϥΤϬ ϥ

Åṁ σ π►ΜḈϦϥ

Å ЖзиϬᶨ ΰʺ֫ Ϭβϥ

ˢḼỘχּז ˣ

Åễ∙Ϭ Μθᴿᵰᶨ

ÅⱢ ϞД˔ЌϬ₢Ấρΰοʺ ῎πꜛ χ
ӪᾋϬ ϓʺϽи˔Ф πӪᾋῖḊϬ“Ξ

Å Ɫ ⌠ ẉό

Ῥ

ÅeTRYχ τʺṁ σ ˢN5 ˣϬ
ΰθ

Å ᵕχ Ộπ χθϛτꜛ⌠χІжϱЖϬ►
ΰʺ ΤϤϞβΨ πΦϥϢΞ ᶝΪθ

ÅϷржϱрễ∙Ϭ►μθ ỘϬ“ΜʺⱧ τ
ΰθ ϬᾕτϯϳЕФАЕЮϱрχ ỘϬם☼

ÅϽи˔Фм˔ϼϬ τᶨ Ϭ“Ξάρπʺ
ᶘ ԁיּ ϋρϤΥ ῎π βϥṐᵓϬ
ᶎ ΰʺ ῎֫ χΰ Ϭ μθ

Å˰ ῎ФкЅϴϼЕм˔ϼ Unit5˱Ϭ►
ΰʺˮ―Πϥʾ βʾϘρϛϥʾ Πϥ˯ρ
ΜΞԁ χᾠ῎ᶨ Ϭ ᵬ τם ήδθ
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学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園 プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～A2

＜入国前のオンライン教育に対する評価方法＞

VCan-DoЎϴАϼзІЕτṁξΦʺˮ˓˹πΦθ˯ʺˮ̚˹ϘΚϘΚ˯ʺˮ˷˹πΦσΤμ
θ˯χ3 ᵬπ ᴣ

V ễӾם☼ ῇˢ Ộᵕˣʺ ễӾם☼Τϣ1 ḧῇˢ ᵕˣχὓ2ᵕם☼ʻ
ζχ∑ʺễԌτϢϥ ỘйЪ˔Еρ ᾋЀЮрЕϬ Ṝ

＜クラス別のCan-Doの達成状況＞

【実施事項/ 成果】

¸ ῬỘϒχ 16יּ ̞1̋ ϸϱЅд˔ϒχ 5יּ τ ΰοʺϷржϱрπχ
῎ễӾϬם☼ ̞1x 1 ψṌτỠ ΰοΜϥ πΚϤʺ™ᾆיּ ρσϥ

¸ ⁯ ϷржϱрễӾχᶘ ῟ᴮϬᶎ βϥθϛʺ ᴣЄ˔ЕτṁξΦם☼ ῇχ ᴟϬᶎ
ΰθὫᴮʺCan-Do項目の達成数が4%～6%向上

¸ ⁯ ϷржϱрễӾχם☼τϢϤʺ入国後の研修の質を向上ήδʺᾆ ῇχ σϥ継
続的かつ自律的な学習環境を醸成

区分 平均達成率 備考

○の割合 △の割合 ṋの割合

Ộᵕ 83% 14% 3% ‮ χ ᵔ Υ‰Μ

ᵕ 88% 10% 2% ΰ χἱΰΚϤ

区分 平均達成率 備考

○の割合 △の割合 ṋの割合

Ộᵕ 85% 12% 3% ם ЌІϼϒχᴂ ΚϤ

ᵕ 89% 9% 2% ῏ ῇχ™ᾝ Υ‰Μ

区分 平均達成率 備考

○の割合 △の割合 ṋの割合

Ộᵕ 78% 17% 5% ὧ ʾ Υֲố

ᵕ 82% 15% 3% ὧ Ϭ Ψρ ἱΰ

VAϼжІˢ ῬỘˣ

VBϼжІˢ ῬỘˣ

VCϼжІˢϸϱЅд˔ˣ

入国前オンライン教育の実証3
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学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園

入国後対面教育の実証4

【実施事項/ 成果】

¸ ῬỘϒχ 16יּ τ ΰοʺӟᴞ3 χ ῎ễӾϬ πם☼

ü˰ΜϧςϤ ᶨχ ῎ ẘ͍˱(L1˙L18)˴˰ΜϧςϤ ᶨχ ῎ ẘ͎˱(L1˙L10)

ü˰eTRY N4˱ˢ 11ᴿ 1˙6ᴿϬ ˣ

üФкЅϴϼЕм˔ϼˢ 7ᵕ 2ᵕם☼ˣ

̞ΜγϦϜ2026 1Ὦ22 Ⱳ χ

¸ ⁯ῇ ễӾχᶘ ῟ᴮϬᶎ βϥθϛʺ ᴣЄ˔ЕτṁξΦם☼ ῇχ ᴟϬᶎ ΰθ
Ὣᴮψӟᴞχ Ϥ

ü βʾ Ψʿ

- ẘ͍ˢL1˙L18ˣψ約95%ʺ ẘ͎ˢL1˙L10ˣψ Ӥ τΣΜο約90%以上χ
ệʻᵓ ʾ ᵔ ӽϬ τʺӗ ΰθCan-Do Ϭᶎ

ü Ϛʾ Ψʿ

- ˮ Ψ˯τḩΰοʺ ỘπψʺФзрЕ Ϭ Μθ Ⱬᶨ Ϭ ΰοʺ῏Ⱬʾ Ⱬ
Ϟ Ṝ χ⇔Τσ῏ϤϬζχ π◙ ʾ βϥάρΥᴦ ρσϤʺᶘ χ τ
῟ᴮϬ ΫοΜϥ

- Ϙθʺ ⁯ ψʺϯиТϮЦАЕϬ Μο Ϭ ΜοΜθᶘ Ϝיּ ᾋϣϦθΥʺ
῎χ Ϭ ϚάρϞ Ψάρτ βϥ ΌḇΥ ΦΨὖᾚήϦοΜϥ

- ᴥΠοʺ πΚϦω ῎ Ṝπ Ϭ Ӄΰʺꜛ π Ϭ ΨάρϜ ˑτπΦ
οΣϤʺ ϙχṁ Υ τΰם ΰθ

- ˮ Ϛ˯τḩΰοψʺ ἷ σ ϞἿꜘ ˢḘ ʺЎжЄʺϱЦрЕχΣ ϣδ ˣ
πΚϦω ϛϥϢΞτσμθ

¸扱ったCan-Do項目のほぼ全てを達成ΰοΜϥθϛʺA1～A2レベルのコミュニケーション能
力を獲得ΰοΜϥρ πΦϥ

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～A2

＜研修中の様子及び本校の所感＞

VễԌṜ τψʺˮ τІЭ˔Ї˯ʺˮꜛ τCan-DoϬ ˯ʺˮꜛᾪ ΥπΦθ˯ρ
Μμθ肯定的な評価Υ ΨᾋϣϦθ

V τʺ χ π῏ τṓξΦʺꜛ πᾠΜ β Ϟʺ ︣χ ᴂϬᶎ ΰσΥϣ ᾝ
Ϭ βϥ ◓Υ ᵕᶎ ήϦοΣϤʺ σϥӚṜπψσΨʺ ᵔτṁξΜθ ῎֫
Υ“ϩϦοΜθ

V ẘ͍π μθṁ Ϭ τʺ ẘ͎τΣΜοϜˮ◙ꜘ ᵔ˯ʺˮ ệτᴂαθᴂ ˯ʺ
ˮ Ⱳχꜛᾪ ˯Υӗ ΰο“ΠϥϢΞτσμοΣϤʺ学習内容を実際の会話場面に結
び付ける力が着実に伸長ΰοΜϥ

VϘθʺ πψʺ τᴂ βϥιΪπσΨʺꜛϣל ϬΰθϤʺӪᾋϬ ϓθϤβ
ϥ◒ Ϝ ΨᾋϣϦʺ「聞く → 理解する → 自分で言う」という学習循環がクラス全体とし
て定着ΰοΜϥ

＜今後見込まれる成果・到達日本語レベル＞

Vᾆ Ⱳˢ2026 3Ὦˣτψʺ יּ„ ρΰοA2йЦиˢԁ B1йЦиˣχ ῎
Ϭᶍ ΰʺ ựσ ϞỘ τḩϩϥṁ σϞϤ︡ϤτνΜοʺꜛ τЀЬвИϾ˔
ЄдрϬ“ΞάρΥᴦ σ ᵬτ βϥᾋ₅ϙ
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学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園

＜入国前オンライン教育に関するアンケート及び研修実施企業へのインタビュー＞

＜考察＞

VϱрЌРв˔ϞϯрϾ˔ЕχὫᴮΤϣʺ入国前のオンライン教育の進度の見直しが必要

V「いろどり 生活日本語 入門（A1）」のみを用いた今回の入国前オンライン教育だけでは、イ
ンプットが多く、アウトプットが定型的なものに限定ήϦϥʻ ῎ễ◖ρΰοχ Μψ
πΦοΜϥΥʺḼỘχṍ Τϣψ ΨσμοΰϘΜʺ ϦⱲχ τ ֳήϦτΨ

Μ

＜入国前オンライン教育のカリキュラム見直し案＞

V ΥπΦϥϷржϱрЀ˔Іχ Ϭ ρΰʺ反転授業Ϭם☼βϥάρπʺアウトプッ
ト中心ρΰθ Ộχếᴟ

V 8Ὦ˙9Ὦχ2ΤὮḧπ ỘϬם☼βϥχπψσΨʺ6月～9月の4か月で週3回 ỘϬם☼

VˮΜϧςϤ ˢA1ˣ˯τᴥΠοʺ「いろどり初級１（A2）」まで ϩϣδϥ

全体を通したカリキュラムの見直し5

【実施事項/ 成果】

¸ ⁯ χϷржϱрễӾῇʺ ῎ễӾτϢϥ Ϭ Ӄβϥθϛτʺ ῬỘẉόϸ
ϱЅд˔χ τアンケートיּ ψインタビューを実施

¸ζχὫᴮʺ入国前オンライン教育の進度の見直しが必要ρ

カテゴリー アンケート インタビュー

Å ῬỘẉόϸϱЅд˔χᾝ τיּ
῎ χӸΜ Ϭᵕ ΰοϜϣΞά

ρπʺ ⁯ ῎Ϸржϱрᾆ χᵠ
ϬᾋνΪϥ

ÅϸϱЅд˔χ τיּ ⁯ ῎Ϸржϱ
рᾆ Ϭ Ϊθ2ṍ Ϭ Ϊ Ϧθ ḇϬ
Φʺ ᵺᾆ χם☼ӪṰϞᵠ ϬᾋνΪϥ

̞ 2023 τ1ṍ Ϭ Ϊ ϦθΥʺ ⁯ ῇχ
῎ᾆ ψ ☼ם

Å ⁯ Ϸржϱр ῎ᾆ Ϭ Ϊθϱр
Ж ϵрЅИϯ ԌΥ ήϦθ χ
◄ˢ ῬỘ14 ʺϸϱЅд˔1 ˣ

Åᶴ꜠ᵓּזϸϱЅд˔χ Ⱨ יּ 2

Ⱳṍ☼ם Å 2025 11Ὦᴞ Å 2025 11Ὦ28

Ὣᴮ/

χ∑ם

Åˮ ᵕχ⅜ ϢϤϜיּ ︣ιρḇαθ˯ρ
ΜΞᵕ ψ1 χϙʺζϦӟᵰψˮϕϖ
α˯Υ2 ʺˮςκϣρϜᾠΠσΜ˯Υ5

Å ⁯Ⱳχ ῎χйЦиτνΜοψˮ
τᴿ ΥΚϤ ΥṞΦοΜϥ˯Υ1 ʺ
ˮϞϞᴿ ψΚϥΥᵵφ ψσΜ˯Υ10
ʺˮςκϣρϜᾠΠσΜ˯Υ4 πΚμθ

Å ʺ1ṍ ρ2ṍ χӸΜψϘιΚϘϤḇ
αοΜσΜʻθιʺⱧ Ϸржϱрᾆ Ϭ
Πθ2ṍ ˢ5 ˣχ ῇʺ„◖Ϭ Μθ

Ộχם☼Ⱳʺ ԌΥ ᴠ ʾ ᴠ Ϭ
ᵔπΦθ

Å ρΰοʺ τӪ◗ ꜘ ʺ ῎π
χḛ σЀЬвИϾ˔ЄдрΥ︡ϦϥϢΞτ
σμοϕΰΜ

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～A2
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スケジュール

ニーズ調査
・現地視察

入国前・入国後の
日本語教育カリ

キュラム及び評価
シートの作成

入国前
オンライン教育

の実証

入国後
対面教育の

実証

3

2

4

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

学校法人アリス国際学園
専門学校アリス学園

全体を通した
カリキュラムの

見直し
5

現地
調査

カリキュラム
及び

評価シート作成

入国前オンライン教育

入国後対面教育

企業へのヒアリング
企業へのニーズ調査、

ヒアリング調査
カリキュラム見直し

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

評価

評価

参照枠A1～A2

＜その他の取組：次年度以降の連携先の拡大に向けたチラシの作成＞

V ⱧỘπψʺ ῬỘẉόϸϱЅд˔τ ῎ễ
ӾϬ ằΰθΥʺ₈ῇχ σϥᶈ τΰΪοʺ
ˮ Ⱳ ῎ᾆ χέӛ ˯ρΜΞЎжЄϬ⌠

V ︡ πϜ ὀΰθϱрЖNITTE ᶘχМзễ
χẸ Ϭ οʺ2026 4˙6Ὦπ30ּז τ Ў
жЄϬ
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実施主体名 ：Ibis 株式会社

代表者 ：政田 盛拓

所在地 ：愛知県名古屋市中村区佐古前町1-15 ダイブスクエア2,3階

職員・従業員数 ：8名（2026年2月現在）

主な事業 ：特定技能ビザ及び技術・人文知識・国際業務ビザを中心とした外国籍人材の
企業向け紹介、採用後の伴走サポート（生活サポート等）、外国籍人材の職
場定着のための実践型日本語教育/ 日本人向け異文化理解研修、外国籍人材
活用コンサル事業、外国籍人材が母国で責任者として活躍するための人材育
成等を提供

本事業での役割 ：全体統括・管理、企業開拓・パートナーシップ組成

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：YAMASA 言語文化学院

所在地 ：һ ᾉᴎ≤◕֕₢ 1-2-1

連携先の主な事業： ῎ᶘ χְ֫ʺϸзϺвжЭχᵫ

本取組への期待 ：ᵰ⁯ ϒχיּ ῎ễӾ

本事業での役割 ： ῎ễӾϸзϺвжЭχᵫ

連携先２ ：槌屋ティスコ株式会社

所在地 ：һ ᾉ ◕ẞ 43-1

連携先の主な事業：Оϱи ʺ ϙУжЄ χ

本取組への期待 ： π Ψᵰ⁯ ∙ΥḼỘχЀϯ ∙τσμο ΰΜʺ
ᵰ⁯ ∙ΥḼỘʾּזᵓτ πΦϥϢΞτΰοϜϣΜθΜ

本事業での役割 ： ῎ễӾˢ ῎ᾆ ˣχם☼τ βϥ ϒχזּ Ɫʺ
῎ᾆ χᶎיּ„ ʾṐᵓ ằ

連携先３ ：三研工業株式会社

所在地 ：һ ᾉӗ ◕ 197-3

連携先の主な事業：ЮАϺᴥῬʺỲ χ ᴥῬ

本取組への期待 ： π Ψᵰ⁯ ∙ΥḼỘχЀϯ ∙τσμο ΰΜʺ
ᵰ⁯ ∙ΥḼỘτ ΰοϜϣΜθΜ

本事業での役割 ： ῎ễӾˢ ῎ᾆ ˣχם☼τ βϥ ϒχזּ Ɫʺ
῎ᾆ χᶎיּ„ ʾṐᵓ ằ

Ibis 株式会社
プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～C1
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体制の全体像

取組概要

背景

ᾼ βϥᵰ⁯ χיּ ῎ ΰ ρʺ ῎χϙσϣγ ṍ τ ΨθϛχϺазϯ
ʺכ◦ χ τνΜο ḧḼỘΥ ΠοΜϥᴿ ϬᵔὨβϓΨʺḼỘИ˔Їτ ΰθἹτ
σϥϢΞם ἷ ῎ễӾФкϽжЭχ Ϭ‰ϛϥρ Ⱳτʺᵰ⁯ ∙ΥᶨΦᶨΦρ Φʺ

Υΰ βϥ ӡФкϽжЭϬ ằβϥʻάϦτϢϤʺḼỘρΰο ᴣϬ μοπϜ
ΰθΜρ◘Πϥᴣ ΚϥЂ˔РІϬ  βϥʻ

ˮḼỘИ˔ЇϬ ϘΠθ ῎ễӾФкϽжЭẉόЯЛξΨϤ ОАϾ˔Ѕ˯ρ
ΰοʺӟᴞχ3νχ︡ Ϭ“Ξʻ

モノづくり伴走パッケージの設計ˢ ⇔ψP.18Ϭ╥ ˣ1

¸ ῎ễӾρ Ϭכ◦ δο ằΰοϕΰΜρΜΞḼỘИ˔ЇϬ ϘΠʺ Ṑḩρכ◦
ΰοᵰ⁯ ∙χ τ︡Ϥ ϭπΦθIbisρ ῎ễӾτὀϩϥYAMASAᾠ῎ ᴟᶘԚ
Υ ὀΰʺ外国人就労者に向けたパッケージとして設計

¸ОАϾ˔Ѕψʺ日本語教育プログラムρ定着支援プログラムπ 

モノづくり伴走パッケージの実証ˢ ⇔ψP.20Ϭ╥ ˣ3

¸ᵫ ΰθЯЛξΨϤ ОАϾ˔ЅϬʺ連携企業（モノづくり企業）で実証

モノづくり伴走パッケージの開発ˢ ⇔ψP.18˙P.19Ϭ╥ ˣ2

¸ḼỘИ˔ЇϬ ϘΠθ πʺ Ṑḩρΰοχכ◦ ᾋ Ϭᶨ ΰʺ「モノづくり現場で働
く外国人材」の定着支援に特化したパッケージを開発

¸ Ṑḩρΰοχכ◦ ᾋ Ϭᶨ ΰʺЯЛξΨϤᾝ π Ψᵰ⁯ ∙χ τכ◦ ᴟΰ
θОАϾ˔ЅϬᵫ

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

Ibis 株式会社

YAMASA
言語文化

学院

民間企業

Ibis
株式会社

外国人
就労者

日本語
プログラムの

共同開発

対価

対価

日

投

槌屋
ティスコ㈱

三研工業㈱

プログラム
開発

製造業界における就労者定着のための伴走支援プログラム
（モノづくり伴走パッケージ（日本語プログラムを含む））の提供

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～C1

企業・受講者
ニーズを

踏まえた助言

企業・受講者
ニーズの
把握/ 確認

提供
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モノづくり伴走パッケージの開発2

【実施事項/ 成果】

¸ ṐḩρΰοʺϜχξΨϤḼỘϬכ◦ τ◦כΰοΦθIbisχ ᾋ Ϭᶨ βϥάρϬ
Μʺ「モノづくり現場で働く外国人材」の日本語教育及び定着支援に特化ΰθḼỘΰΪОА
Ͼ˔ЅϬᵫ

Ibis 株式会社

【実施事項/ 成果】

¸ ῎ễӾρ Ϭכ◦ δο ằΰοϕΰΜρΜΞḼỘИ˔ЇϬ ϘΠʺ Ṑḩρכ◦
ΰοᵰ⁯ ∙χ τ︡Ϥ ϭπΦθIbisρ ῎ễӾτὀϩϥYAMASAᾠ῎ ᴟᶘԚΥ
ὀΰʺ外国人就労者に向けたパッケージとして設計

¸ОАϾ˔Ѕψʺ日本語教育プログラムと定着支援プログラムで構成ΰʺᴞṜχϢΞσ ᶤ
π ОАϾ˔ЅϬᵫ ΰθ

＜登録支援機関と日本語教育機関との連携（役割分担）＞

モノづくり伴走パッケージの設計1

「企業ニーズを踏まえた日本語教育プログラム及びモノづ
くり伴走パッケージ」

プログラム
開発

取組の詳細

Ibis YAMASA 言語文化学院

ᶤ
Å ФкϽжЭχכ◦ ὓ
ÅḼỘρχ

Å ῎ễӾФкϽжЭχ ὓ

ᶤ χ Μ
Å χכ◦ ᾋϬᶨΤΰʺḼỘχם Ϟ
И˔ЇϬ ᶎτ Ӄΰʺם τ ΰθễӾ

ϒ ֳβϥάρ

Å ῎ễӾχ ᴪρΰοχ ᾋϬ ṉβ
ϥάρ

ϣϦθ῟ᴮ

ÅḼỘΥẐϛϥ τלμθ ϒχ
 Υדᶪτ ϙʺḼỘʾễӾṐḩ ρχ
Ӫ◘ Ϭ῟ᴮ τ ϥάρΥπΦθ

ÅḼỘρχЀЬвИϾ˔ЄдрϬIbisτԁ β
ϥάρπʺ ϬὖᾚβϥάρΥπΦθ
ˢ˹ ῎ễӾФкϽжЭχ ὓτ β
ϥάρΥπΦθˣ

【ポイント】

〈意見相違時の意思決定のポイント 〉

¸ ῎ễӾṐḩρ ⌠ʺṐḩψʺ︠τכ◦ βϥϸзϺвжЭ/ФкϽжЭχ ằᴣᶊπӪ
ᾋΥӰσμθʻζάπʺӪᾋχ ӸϬβϤ›ϩδϥθϛʺ企業が重視する点ˢᴣᶊʺễӾχ
Ἱ꜠ˢ☼םʺל ʾϷржϱрˣ ˣを聴きʺ Υזּ ΰθФкϽжЭʾᴣᶊϬḼỘτ
ꜘΰθ

＜日本語教育・職場定着の質を向上するための工夫＞

V₈ᵕ ρΰθḼỘπψʺ2ῖ πῬ τỠ βϥᵰ⁯ ỘԌϬ τᾆ Ϭם☼βϥθ
ϛτʺ Ỡ τψỠיּ ˢ11ʿ00-11ʿ50ˣτʺ Ỡ τψỠיּ ῇˢ16ʿ00-16ʿ50ˣτ
ᾆ Ϭם☼βϥάρπʺ多くの方が参加できる仕組みを構築

VϘθʺ▪Ộ π╥ᴥπΦσΜ ΰΪτψʺϷрДЫрЖ ᵊ ằʺ τϢϤ学習量を確
保βϥάρπʺễӾχלϬ

V τʺ₈ᵕ ρΰθḼỘχ τṁξΦʺ ρᵰ⁯ ρχ双方が文化を理解βϥʺ
ӗ χΚϥ相談窓口を設置βϥ τϢϤʺ χΰ Ϭ ◙ΰθ

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～C1
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Ibis 株式会社

＜定着支援プログラム＞

定着支援プログラム

ϺазϯФжр 
Å ṍ Ϻазϯʺ ṍ σ︡ ʺⱢᶊ︡ ʺ ṍτϩθϤ ΜοΜΨάρϬ ρΰθ
ὓᵊϬ ʾḼỘʾIbisΥԁ ρσμο├ ˢ ṍ τ χ ʺНДϰρϜᶎ ΰʺ

τᴂαοṟ ˣ

ᴟ ᵔᾆ

Å ΰΪӰ ᴟ ᵔᾆ ʿ
ü ᴟ ὂϬ ᵔʺ Ӫ꜡χ ᾋϬσΨβ
ü ⁯έρχ Ⱨ ϬйϼЎа˔
Åᵰ⁯ ΰΪ χ ᴟᾆ
ü Ҽ╕ʾ Ц˔Іρσϥ ΤϣᶘϓϥṐᵓϬ

ṄϤ Μˢ ᶨˣ
ЂЪ˔Е

ÅIbis ῢϬ ʻ₉μθάρϞЕжУи ⱲτψʺṄϤ ΜЂЪ˔ЕϬם☼

ϵрϿ˔ЅЮрЕ
ΰ ☼├

ÅϱЦрЕϞйϼзϵ˔ЄдрϬӛ ʻṌ ЀЬвИГϰӟᵰτϜ♪ ϬῲΫϥθϛχЂ
Ъ˔ЕϬם☼
Å⁯∑ ΤσІЪ˔Б ᵓ τ ϬΚΫο╥ᴥΰοʺ ᶨ ᴟτϜ‟ᾅ

НДϰ
ÅṮ Ϟ ϙϬṓὖτ πΦϥḕẽ⌠Ϥʺ ᴟϞᾠ῎χ τϢϥᾩ Ϭ ΩρΜΞˮ
σӗ ḇ˯ρˮỘ ˯χ Ϭ ◙ΰʺᵰ⁯ 1 τ ΰʺ 1 ΥНДϰϬ
Ϛ ˢ НДϰψʺ ᴟ ʺṓϬ ΪϥϓΦ ϬⱧ „ˣ

＜企業ニーズを踏まえた日本語教育プログラム＞

ベース型プログラム 実践型プログラム

Ộ χṁ σϞϤ︡ϤΥπΦϥάρ Ộ Ϭ τ ⁮ʾ πΦϥάρ

╥ A1˙A2йЦи B2˙C1йЦи

꜠Ἱ☼ם

Ϸржϱр

Å▫Ⱨχ πχᵓ ˢΩựχỘ ʺ₉Ϥ
έρʺ ΥṞΦθάρ Ϭ βˣ

Å1 ḧτ1ᵕψ ỘԌτל βϥρΜΞ
Ϭ ˢ ỘԌρχ ΰϞβΜḩ

ἰ  ˣ

ˢḼỘχּז ˣ

Å ᴝЕй˔ИрϽˢЄаЖ˔ϱрϽ ˣ

Å σ ⁮χθϛχЪϱрЕ

Åᾝ∕χם∑χỘ τνΜοχ ⁮

ᾆ ╣ᾆῬỘ(ᶴ) ᴒГϰІЀ(ᶴ)

יּ„ 10 6

χיּ„

РЃ

Ṫ Ṫ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ

ḼỘ ˔Ї ᴣᶊΤν χ ΨⱲḧπχ ῎ễӾ πχ‰ ᴥᴣ χ ῎ễӾ

ם χὫᴮ
ϣϦθꜘ€

ṍπ Ộ╥ᴥΥ₉ τσϥ ›πϜʺῬ
ˢ ʿ ὓ˷ϷрДЫрЖ Ộ˷Т϶к˔
MTG χ›ϩδṪˣτϢϤʺ ῎ᶘ ϬὋ
ήδϣϦϥᴦ

Υḧτיּ╣ ϥΤϣάζʺḼỘʾ χИ˔Ї
ρχϻаАФϬ ṍτ ϛοΜΨάρΥᴦ ʻϘ
θʺϵрϿ˔ЅЮрЕ☼├ψ ᵰχ ᴂ῟
ᴮϬ Ϛᴦ

プログラム開発就労者

取組分類対象者

参照枠A1～C1

日本語レベル
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＜第三者が授業の課題に気付く＞

Vם∑τYAMASAᾠ῎ ᴟᶘԚΥḼỘϒᾆ Ϭם☼ΰθᾝ τ κᵓμθIbisψʺḼỘψ
σ ⁮ΥπΦϥρΜμθB2йЦиϬẐϛοΜϥԁ ʺ ῎ễӾṐḩΥA1˙A2йЦиχễӾ
ˢ ʿ1νχϯЅϴрЍρΰο ᴝЕй˔ИрϽϬם☼βϥ ˣϬ ằΰοΜϥάρτṓ Μ
θθϛʺ翌授業からレベルを修正できるように迅速に伝達・改善

＜受講者の声＞

VϽжТ Ϭ“ΜσΥϣχФйЉрГ˔ЄдрϞ▫Ⱨπ►Ξᾠ χ ΥπΦθάρΥΦμ
ΤΪτσϤʺ実際の会議で自信を持って話せるようになったʻϘθʺ Ϟ▫Ⱨχ ϛ
σςϜᶘϐάρΥπΦθχπʺ日本語能力だけでなく実際の仕事でもたくさん活かせるよ

うになったʻ

V ỘπχЎ˔Э ΪϞ χ σςϬ αοʺάϦϘπ βάρΥΚϘϤσΤμθ外国人
同士の仲を深めることもできたʻ

Ibis 株式会社

体制構築

モノづくり伴走
パッケージの
設計・開発

モノづくり伴走
パッケージの

実証

モノづくり伴走
パッケージの

効果検証

3

2

4

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

関係者間の
役割分担等

整理

企業ニーズヒアリング

モノづくり伴走パッケージを試用した
企業向け研修等の提供

インタ
ビュー
調査

モノづくり伴走パッケージの実証3

【実施事項/ 成果】

¸ ᴒГϰІЀ ẉό╣ᾆῬỘ χᵰ⁯ ỘԌτ ΰοʺ開発したモノづくり伴走パッケー
ジを試行的に提供

¸ ằ ῇʺЯЛξΨϤ ОАϾ˔Ѕτ βϥ Ϭ Ӄβϥθϛχアンケート調査
を実施

ם¸ τẸ ΰθḼỘΤϣψʺˮṍḧϬἋΪγτ ḧσΨ ΪϣϦϥρ Ϥ Μʻ長期的にサ
ポートしてほしい˯ʺˮ₈ᵕם☼ΰθχᴣᶊπʺ 1ᵕ˷3ΤὮπ ԌΥ╥ᴥπΦϥρ Μʻ

ϞГІЕϬ τ ϞΰοΜθιΪϥρ Μ˯ρΜΞӪᾋϬ ϥάρΥπΦθ

カリキュラム/ プログラム作成

協力
企業
確保

スケジュール

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～C1
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一般社団法人
国際パートナーシップセンター（IPC）

実施主体名 ：一般社団法人国際パートナーシップセンター（IPC）

代表者 ：土屋 武志

所在地 ：愛知県名古屋市東区矢田1-3-11

職員・従業員数 ：3名（2026年2月現在）

主な事業 ：海外人材に関する「中小企業支援」「アジアへの技術支援」「在日外国人
支援」の3つの領域で世界に貢献し、共に成長できる真の国際人を育む活動
を実施。これまで外国人材との共生を目指して複数の多文化共生事業、公開
セミナー、マッチングフェア等を開催

本事業での役割 ：日本語学校と外国人材の教育に意欲を持つ企業とをつなぎ、日本語学校によ
る教育カリキュラムの作成を支援  

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：日本語学校（2校）

所在地 ：һ ᾉ ᾥᴒ◕ Ỹỉḧ 3-6ʺ ᾥᴒ◕ Ỹֵ4-16-29

連携先の主な事業： ῎ᶘ χְ֫ʺϸзϺвжЭχᵫ

本取組への期待 ：ᾝ π►Πϥ ῎ễӾ τϢϥЀЬвИϾ˔Єдрχדᶪᴟρ ΰ

本事業での役割 ： ῎ễӾϸзϺвжЭχᵫ ʺ ῎ễӾχ ằ

連携先３ ：愛知商工連盟協同組合

所在地 ：һ ᾉ ᾥᴒ◕ Ỹ 1-3-11һ ᵓḬ

連携先の主な事業：һ ᾉχḼỘχ ›ЀрЂиЌрЕρΰο ⇔ḼỘχ ρΰοχ
ὊְЂЪ˔Е

本取組への期待 ： ᵒϬ Ϊθ ›ԌˢḼỘˣΥᵰ⁯ χיּ ΰ ρΜμθḼỘ
τνσΥϥ׃ ›ʺ ›χ ΰ τṄ

本事業での役割 ：ᵰ⁯ ∙χễӾϒχ︡ τӪ ϬⱱμοΜϥ ›ԌˢḼỘˣχ ᵒ

連携先４ ：日本語教育の研修を実施する民間企業（3社）

所在地 ：һ ᾉ ᾥᴒ◕ Ỹʺ ᾥᴒ◕ Ỹʺ ӻ◕

連携先の主な事業：ωφ ʾ ʺẚ ־ ῬⱧʺ ▫ ῬⱧ

本取組への期待 ： ῎χ χ Ϋʺ χΰ ʺ χḅ Ῑ χӾ

本事業での役割 ʿ ῎ễӾχם☼τ βϥ ϒχזּ Ɫʺ ῎ᾆ χᶎיּ„ ʾṐᵓ ằ

連携先２ ：有限会社織笠工業

所在地 ：һ ᾉ ᾥᴒ◕ Ỹ 3-17-22

連携先の主な事業：ὺ ⱧỘʾꜛ כּ ⱧỘ

本取組への期待 ：ᵰ⁯ ∙ΥḼỘτ ΰοϕΰΜʺһ ᾉϬ ωϦϥ ӽτΰθΜ

本事業での役割 ʿ ῎ễӾϸзϺвжЭχ⌠ πχזּꜛʺכ◦ ῎ễӾЛϳМϳχ ằ

プログラム開発就労者

取組分類対象者

参照枠A1～B2

日本語レベル
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体制の全体像

背景・目的

取組概要

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

ḼỘ◦כτ︡Ϥ ϭπΦθ⁯∑О˔ЕЗ˔ЄАФЈрЌ˔ˢIPCˣπΚϥΥʺᵰ⁯ Ϭ⅜ β

ϥḼỘ τ σ ῎ễӾχ ᾋΥσΨʺԁ ʺ ῎ễӾṐḩτψḼỘϞỘ χИ˔Їτ

›ϩδοϸзϺвжЭϬϸІЌЫϱЇβϥὊᾓʾ ᾋΥσΜάρΥᴿ πΚϥρ Ӄʻ

ζάπʺIPCΥḼỘρ ῎ễӾṐḩϬνσΩάρπʺḼỘΰΪχ ῎ễӾФкϽжЭϬᵫ

βϥЯДиϾ˔І Ϭ ◙ΰθʻ

ˮ ӽὊↄ ρ ῎ễӾṐḩρχ ὀτϢϥḼỘϒχ ῎ễӾФкϽжЭχ
ᵫ ˯ρΰοʺӟᴞχ4νχ︡ Ϭ“Ξʻ

関係機関との連携体制構築及び企業ターゲットの設計ˢ ⇔ψP.23Ϭ╥ ˣ1

¸һ Ῥ Ẹ ›ẉόһ ᾉὊְּיẸᵓρχ連携体制を構築

¸ἇ σḼỘЌ˔ϿАЕϬ ὓΰʺḼỘИ˔ЇϬᶎ

実証授業の実施ˢ ⇔ψP.25Ϭ╥ ˣ3

¸3νχФкϽжЭϬ実証するための授業を実施ΰʺζχ ᴮϬᶎ

プログラム作成ˢ ⇔ψP.23˙P.24Ϭ╥ ˣ2

¸ḼỘЌ˔ϿАЕϬ ὓβϥᵃ πʺ ϷржϱрễӾϬᶨ βϥḼỘʺ ϺазϯễӾϬ
♪βϥḼỘʺ ᾤ ᴂἷπễӾβϥṛ χḼỘʺχ3ОЌ˔рΥ πΦϥάρΥ

¸3νχОЌ˔рτ ᴂΰθ3つのプログラムを作成

プログラム
開発

一般社団法人
国際パートナーシップセンター（IPC）

(一社)
国際

パートナー
シップ

センター
（IPC）

(有)アスガール

投

外国人
就労者

(有)アクアワークス

愛知発条(株)

民間企業(3社)
日

名古屋国際
日本語学校

上山学院
日本語学校

愛知商工連盟協同組合

愛知県経営者協会

①相談 ②打診

③紹介

④企業ニーズ
の確認

⑤プログラム
開発

⑥日本語教育プログラムの実施

企業・団体向けセミナーの開催（ ⇔ψP.26Ϭ╥ ˣ4

¸ᵫ ʾם☼ΰθФкϽжЭχῲ ʾ Ϭέφθセミナーを開催

（有）織笠工業

⑤プログラム開発

対価対価

プログラム開発就労者

取組分類対象者

参照枠A1～B2

日本語レベル
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プログラム作成2

【実施事項/ 成果】

¸ḼỘЌ˔ϿАЕϬ ὓβϥᵃ πʺ ϷржϱрễӾϬᶨ βϥḼỘʺ ϺазϯễӾϬ ♪
βϥḼỘʺ ᾤ ᴂἷπễӾβϥṛ χḼỘʺχ3ОЌ˔рΥ πΦϥάρΥ

¸3νχОЌ˔рτ ᴂΰθ3つのプログラムを作成ˢ ⇔ψⱳ χ Ϥˣ

＜ 愛知商工連盟協同組合との連携の背景＞

Vһ Ῥ Ẹ ›ψʺḼỘχ ›ЀрЂиЌрЕρΰοʺ ḼỘχⱧỘ︠χ ︣
ρΰο ʻḗ ρΰοᵰ⁯ Ṫ ם χ ϦϬЂЪ˔ЕΰοΜϥ

Vᵰ⁯ ϒχᴿיּ Ӫ꜡Ϭⱱν市民活動団体からの紹介πνσΥϤϬⱱμθ

Vһ Ῥ Ẹ ›ψʺ雇う側や監理団体が責任を持った取組を行うべきρΜΞ―ΠΥ
ΚμθθϛʺIPCρһ Ῥ Ẹ ›ρπ ῀Ẹ βϥάρπԁ

＜ 愛知県経営者協会との連携の背景＞

Vһ ᾉὊְּיẸᵓψʺὊ Ϭ  βϥ Ὂְּי χԁԌρΰοʺ Ⱨʾ τḩϩϥ
ᴿ τ► ˣיˢὊְּיּ χ π︡Ϥ Ϛ

V▀Ộᵦ χ県会議員からの紹介πνσΥϤϬⱱμθ

Vһ ᾉὊְּיẸᵓψʺ▀ỘᵦχếΜһ ᾉπψЯЛξΨϤ ∙Υ ᴦὧιΥʺάχϘϘ外国
人への取組（例：日本語教育）が行われないと選ばれない地域になってしまうという危機感
ϬⱱμοΜϥάρΥ ὂτΚϤʺ ⱧỘτẸ ΰοϜϣΠθ

【実施事項/ 成果】

¸ḼỘϬ ᵒΰοϜϣΞθϛτʺһ Ῥ Ẹ ›ˢ 600ᵓԌˣẉόһ ᾉὊְּיẸᵓ
ˢ 850ᵓԌˣρχ連携体制を構築

¸һ Ῥ Ẹ ›ẉόһ ᾉὊְּיẸᵓρ ὀΰʺ具体的なターゲット企業を設計

¸愛知商工連盟協同組合及び愛知県経営者協会との連携により、日本語教育に課題を抱える企
業をよりスムーズに選出βϥάρΥπΦθʻϘθʺ ῎ễӾṐḩ χϺаОЄГϰ˔Ϟ
ϜꜘΰσΥϣχЫАЎрϽϬ“μθάρτϢϤʺ χσΜễӾΥᴦ τσϥϢΞσ

ϙ›ϩδϬםᾝβϥάρΥπΦθ

¸ᾮτʺ ῎ễӾṐḩΥḼỘϬ βʺḼỘΥ ῎ễӾṐḩϬ βρΜΞάρχ
М˔ЖиϬᴞΫϥ χԁνϬꜘβάρΥπΦθ

関係機関との連携体制構築及び企業ターゲットの設計1

「地域経済団体と日本語教育機関との連携による
企業への日本語教育プログラムの開発」

プログラム
開発

取組の詳細

一般社団法人
国際パートナーシップセンター（IPC） プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～B2
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一般社団法人
国際パートナーシップセンター（IPC）

コース オンライン日本語学習コース 個別対応型教育コース キャリア教育重視コース

ʾ
Μ

῎ễӾϬ χḼỘΥᾼ☼ם
βϥᵰ⁯ χיּ ῎ χ
Ϋ

῎ễӾϬ χḼỘΥᾼ☼ם
βϥᵰ⁯ χיּ ῎ χ
Ϋ

ᵰ⁯ χיּ ˴ χḅ
Ῑ χӾ ˴ χễӾ

Ќ˔
ϿАЕ
ḼỘ

ḼỘχ ʾ Ϭὖᾚΰθ
ΜḼỘ

ḼỘχ ʾ ẉό῟ᴮΥ
ḧ χḼỘ

ḼỘχ ʾ ψԁ
ΚϥϜχχʺ ∙Ӿ Ϭ ♪βϥ
ḼỘ

ФкϽ
жЭ
ᵫ יּ

ᾥᴒ⁯∑ ῎ᶘ  ╦ᶘԚ ῎ᶘ 
( ) ᶞῬỘ
˴ ╦ᶘԚ ῎ᶘ 

Ἱ꜠ ϷрДЫрЖ˴Ϸржϱр

Ὦ1ᵕ ˴Ϸржϱр Ộ 1ᵕ 1ᵕ

ם
( )ϯІϹ˔и
ˢһ ᾉ ᾥᴒ◕ Ỹˣ

( )ϯϼϯм˔ϼІ

ˢһ ᾉ ӻ◕ˣ

һ (ᶴ)
ˢһ ᾉ ᾥᴒ◕ Ỹˣ

יּ Ṫ ם 11 ˢA1˙A2йЦиˣ Ṫ ם 4 ˢA2˙B1йЦиˣ Ṫ ם 5 ˢA1˙B2йЦиˣ

ᶘ

Å ᾥᴒ⁯∑Υᾕˑ βϥˮϷ
ржϱр ῎ᶘ Ѐ˔І˯
χФжАЕТ϶˔ЭϬᶨ

Å ꜛ ᶘ Ϭ◦כβϥФкϽж
ЭϬ֫

Å ᶘ χӰσϥ4 χᵰ⁯
τיּ ΰοʺᾤ χ

῎ χ ρ ᶊ Ϭṁ
τΰθᾤ ễӾϬḗ ρ
Ặ ΰοם☼

Å ԌχϺазϯễӾϞזּ ḧễӾ
Ϭ ♪ΰʺᶘ τיּ ṜϬ
βϥ ʺ ꜛχễӾϬם☼

Å ᶞῬỘχễӾ ϬЦ˔І
τʺ ╦ ῎ᶘ ẉόIPCΥ
УжАЄвϯАФ

ᴮ

Å ḼỘψ „ χ ῎ Υ
ιμθΥʺᾆ τ

῎ᶘ τϢϥ „ ρχ
ʺτο☼ם ῎ Ϭᶎ

Å ζχῇʺ „ χ ῎ τ
ᴂαθϷржϱрễӾϬ ằ

Å „ τϢμοЯЎЦ˔Єдр
χ₯Υ ΦΜάρΥ

Å Фй˔ІЮрЕГІЕϬם☼
ΰʺ Ϭᴦ♪ᴟΰθ πᾤ
ễӾϬם☼βϥάρΥ῟ᴮ
πΚϥάρΥ

Å άϦϘπψ τễᴬ πχ
ếϬΰοΜθΥʺ χᴦ♪
ᴟϬ αοϞϥϓΦάρΥ
ᶎᴟτσμθ

Å ʺԌϬ᷊Φ₅ϙזּ
῎ễӾχṐ֫Ϭ ΰʺ
῎πᵓ βϥḕẽϬ Πθ

Å JLPT♯ᾓ ├ ếπψσΨʺ
ᵰ⁯ Υיּ ṜϬ Φʺ
⌡ʾТϰ˔ЖНАϼΰοϜϣΞ
άρπʺ  ΠΥ ϩμθ

【ポイント】

＜3つのプログラム開発のポイント＞

¸ϸзϺвжЭ τ実施形式ˢ ʺϷржϱрˣʺ頻度ʺ金額ʺ学習内容 τ₯Ϭ Ϊοʺ複
数のカリキュラムを用意βϥάρπʺḼỘρΰοςχйЦиϬẐϛοΜϥχΤʺςχ χỲ
ᶛπΚϦωẨ πΦϥχΤ ʺ具体的なコースを分類し、企業の取り組みやすさを重視ΰθ

¸個別対応型教育コースτνΜοʺ ᵕ Ộẉό ḧⱲτʺᾝ ᶎ χθϛχプレースメントテ
ストとパーソナリティ診断Ϭ“Ξάρπʺ♯ᾓψ ϦσΜ ῎ ρ Ӫʾ ӪϬ ϓʺ
より個人にあった教育を提供βϥ ὓτΰθ

¸キャリア教育重視コースτνΜοʺᵃẠτ ᶞῬỘπ ῎ễӾʾּזԌễӾϬם☼ΰθ∑ψʺ
ꜛԌזּ χ › ˢ῎ ʺ ᾝ ʺ ʾיּ ᶨּיρΰοχӪ꜡χΰ ˣϬ ♪ΰθḼ
Ộ ꜛχễӾΥ︠ιμθʻ ʺ ⱧỘπψʺּזԌχ ẉό τ›ϩδʺ ῎ᶘ ρẶ
ΰθ ῎ễӾϬ ᴥם☼βϥάρπʺ τ῎ᶘᶘ Ϭ“ΞϢϤʺ技能実習制度等の変化に

対応するための日本語能力や職場での表現力の向上等を目指すϢΞτΰθ

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～B2
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実証授業の実施3

【実施事項/ 成果】

¸3νχФкϽжЭϬם βϥθϛχ ỘϬם☼ΰʺζχ ᴮϬᶎ

¸ζχὫᴮʺӟᴞχϢΞσάρΥ

üḼỘέρτʺ Πϥᴿ Ϟ ệʺᶤΪϥзЊ˔ІΥӰσϥθϛʺḼỘχם Ϭ Φ ΰʺ
外国人就労者の個別能力や企業ニーズ、企業のやる気に応じて、それぞれに合う日本語教
育を行うための事前コンサルティングが重要

üJLPT χⱢᶊ︡ Ϭ ρβϥᶘ ιΪπσΨʺ実習生や企業が現場で本当に必要として
いる「会話力」や「実践的な日本語力」を重視した教育が効果的πΚϥ

ü ᵕ Ộẉό ḧⱲτʺ ᶎ χθϛχФй˔ІЮрЕГІЕρО˔ЊЗзГϰ Ϭ
“Ξάρπʺ必要な日本語レベルやスキルを明確にして目標を設定βϥάρπʺϢϤ῟ᴮ
σễӾΥםᾝπΦϥχπψσΜΤ

üᵰ⁯ Ϭᾼ βϥḼỘχὊְ Υ ῎ễӾτ πΚμοϜʺᵰ⁯ Υיּ Ⱨβϥ
ᾝ χ χ ᵔΥσΜρʺςάϘπΜμοϜὊְ Υᵒ βϥ ΥΚϤʺꜛ σ
ЯДиτβϥθϛτψ現場の理解Υ πψσΜΤ

一般社団法人
国際パートナーシップセンター（IPC）

＜日本語学校の声＞

V ῎ễӾϒχЯЎЦ˔ЄдрΥΚϥם ˢᵰ⁯ ꜛˣψʺˮיּ ᶘ Ϭ αοϜμ
ρᶘ ΰθΜ˯ʺˮ ῎ΥΞϘΨσϤθΜ˯ρΜΞӪ Υ ΜοΨϥϢΞτσμθʻ τ
ϢϥΥʺᾠ῎ ꜡ϢϤϜᵓ Ϭ ωΰθΜρΜΞИ˔ЇϜΚϥάρΥϩΤμθʻ

V ᶘ ρӰσϤʺζϜζϜ ῎ χΰ Ϭ ◙βνϜϤΥσΜם ϜΜϥρΜΞάρ
ΥϩΤμθʻ ᵬπ ῎ϒχЯЎЦ˔ЄдрΥ Μ ∙χ ›ʺễӾψ ΰΜάρΥ
ᶎᴟτσμθʻ

VN4ˢ╥ A2 ˣʺN3ˢ╥ B1 ˣρΜΞⱢᶊπ―ΠϥάρΥʺẀμο ῎χ
Ϭ ΫοΜϥχπψσΜΤʻ ⱧỘπχᾆ Ϭ αοʺᾝםτ σ ῎ϒχϯФк˔

Ўψ♯ᾓ ├ρψӰσϥρḇαθʻ

V ῎ễӾϬם☼βϥ τʺˮḼỘτρμο˰ ῎ΥπΦϥ˱ρψςΞΜΞάρσχΤ˯ʺ
ˮᴡϬ ◙βχΤ˯ϬḼỘέρτ Φ ΰʺ Ϭ⌠ βϥ ΥΚϥάρΥϩΤμθʻ

＜企業の声＞

Vԏμ₅ϙ◘ӛπΚμθם Υ Φσ πҼ╕ϬβϥϢΞτσϥʺσςχ ᴟΥᾋϣϦθʻ
άϦϘπψ ῎τꜛ ΥσΨʺṓᶝΤϤσάρΥΚμοϜˮ πβ˯ρᾠμοΜθם

Υʺ₉μθάρΥΚϥρˮΣ ΰΜράϧβϙϘδϭ˯ρ Φτ θϤʺ Ϭ
τễΠοΨϦϥϢΞτσμθʻ

VּזԌϜʺάϦϘπψGoogle ϬϞЦЕЗЭ ІЌАТχ Ϭ αοЀЬвИϾ˔Єдр
Ϭ︡μοΜθΥʺᵰ⁯ Υיּ ῎π βχϬ μοЀЬвИϾ˔ЄдрϬ︡ϥσςʺ

῎ Ϭΰ ήδϥθϛχІЌрІϬ τ Ϊθʻ

Vԁ όθχψӪ πΚϤʺˮ Ψ π▫ⱧϬΰθΜ˯ʺˮᾠ Ϭ ếΰθΜ˯ρΜΞṓ
ⱱκϬ ΠοΨϦϥϢΞτσμθʻ

＜監理団体の声＞

V ῎ᶘ Ϭ βϥάρπʺᵓ χ ϣϘδ Υ τ╥―τσμθʻ

VJLPT♯ᾓ ├ρ ῎ễӾρχӸΜΥϢΨϩΤμθʻ

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A1～B2
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一般社団法人
国際パートナーシップセンター（IPC）

スケジュール

企業ニーズの把握
及び

企業ターゲットの
設計

プログラム作成

実証授業の実施3

2

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

関係機関との
連携体制の構築

日本語教育機関との
プログラム作成

実証
成果
振り
返り

実証先の
選定・確定

企業・団体向け
セミナーの開催

4 セミナー企画 周知
実
施

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

企業・団体向けセミナーの開催4

【実施事項/ 成果】

¸ᵰ⁯ ∙ϬᶨΤΰθḼỘξΨϤτḩ χΚϥḼỘʾ τʺ ⱧỘπᵫ ΰθФкϽжЭχם
ᴮ Ϭ ΰʺˮּזԌễӾτ►ΜθΜ˯ρ―ΠϥḼỘρνσΥϥάρʺˮ ῎ễӾϬם
ΰθΜ˯ρ―ΠϥḼỘϬ ϞβάρϬ τʺ企業・団体向けセミナーを開発・実施ΰθ

¸ᴞṜχϢΞσЈЬЗ˔Ϭᵫ ΰʺᵫ℗ΰθὫᴮʺ50 χράϧ70 Υ╥ᴥΰθ

¸╥ᴥּיΤϣψˮ θσᴿ ϬᾋνΪ ΰʺ▫ ϙϬ⌠μοΜΨ◒τḇ Ϭ Ϊθ˯ʺˮ1νχ
Ⱨ π ϩϣδϥχπψσΨʺ ᴡτῲϛοΜΨΤΥ₈ῇχ ᴿ ˯ρΜμθ Υ ΥϤʺ
ЈЬЗ˔ῇϜ ⇔σ Υ ΦθΜρΜΞ Μ›ϩδϜΚμθ

＜セミナー概要＞

יּ
Åᵰ⁯ ∙χ⅜ ʾӾ τḩ χΚϥḼỘ

ÅṪ ם ḗ ʾ“ Ṑḩ χὊְּיʾ יּ

Åһ ᾉ πχᵰ⁯ ᾼ ʾ ῎ễӾṐ֫Ϭ ʾΰ ήδϥ

Å ⱧỘπᵫ ΰθФкϽжЭχם ᴮρΰοʺ ῎ễӾτὀϩμθ ᶞῬỘ
ΤϣḼỘ ῎ễӾχם Ϭʺ ῎ễӾτὀϩμθ ╦ᶘԚ ῎ᶘ Τϣ
῎ᶘ χ θσ ᶤϬ ʾ ᵒβϥ

Å ῎῎ᶘ Υ“μοΜϥ ῎ễӾχᾝ ρζχᴿ Ϭ ꜘΰʺ πχᵰ⁯
∙ρχẶ χᾝ Ϟ τνΜοϜʺ ϬẶ βϥ

参照枠A1～B2
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学校法人香川学園
メロス言語学院

実施主体名 ：学校法人香川学園 メロス言語学院

代表者 ：香川 順子

所在地 ：東京都豊島区東池袋2-45-7

職員・従業員数 ：79名（2026年2月現在）

主な事業 ：1984年に設立。2013年に学校法人化。法務省告示校（適正校クラスⅠ）、
文部科学省準備教育課程指定校、東京都認可各種学校。留学生等を対象とす
る学生定員1,160名の日本語教育機関

本事業での役割 ：全体設計、事業企画案の策定、自治体との連携に向けた各種調整及び日本
語指導、コーディネート業務

主な連携先の団体概要

取組主体（採択団体）の概要

就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル

体制構築
生活者

連携先１ ：東京都

所在地 ： Ằ Ỹ 2-8-1

連携先の主な事業： “

本取組への期待 ：Ṍ ⱧỘρχ ῀῟ᴮˢᵰ⁯ ᵒῐ Ⱨּי Ϧḕẽ ⱧỘʾᵰ⁯ ᵒ
ῐ Ⱨּיᶨ ⱧỘכ◦ ˣ

本事業での役割 ：Ṍ ⱧỘρχ χᾁ ʺ ▄ᴟᴦ χᾁ ʺ ⱧỘ ϒχᾦόΤΪ

連携先２ ：東京都豊島区

所在地 ： Ằ Ỹ 2-45-1

連携先の主な事業：Ỹ“

本取組への期待 ：Ỹ ᵰ⁯ ˢ Ƌ◓ςϜˣτḩϩϥᴿ χᵔὨ

本事業での役割 ： ▄ᴟτΰΪθᾁ Ƌ ʺꜛⱵ χ ὀ

連携先３ ：地域NPO法人（日本語教室や外国人支援、福祉支援を主催する3団体他）

所在地 ：˔

連携先の主な事業：ễӾ ᴟ◦כʺừẍ ᶘʺכ◦ ʺכ◦ ⱧỘ

本取組への期待 ： Μ︣ χᵔ ʺЩжрГϰϯӢ χᾝ χᵠ ʺᶆ◦כⱧỘχᶨ

本事業での役割 ： ᴟϺАЇЂкр/ ᴟϺАЇЀ˔ДϰК˔Ќ˔ⱧỘϬ ʺ3 ῇχ
Ỹꜛ τΰΪθ /ְ֫ʺ ӽ◦יּכχ︡ϤϘρϛ

プレA1

連携先４ ：豊島区内の大学

所在地 ：˔

連携先の主な事業： ᶘְ֫ˢם ᾆ Ƌ ῎ễԌ Ṑḩˣʺ ῎ễעχְ֫

本取組への期待 ： ӽ‟ᾅᶨ ʾ ᶨ ῎ ṍ◙ χӗ ʾᶘ☼ם (Ԛ) χם ᾆ Ṑᵓ

本事業での役割 ： ᶨ ῎◙ ḕẽ χθϛχ םʺ
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学校法人香川学園
メロス言語学院

就労者

取組分類対象者

体制構築
生活者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プレA1

体制の全体像 凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

学校法人香川学園メロス言語学院

日

介護事業所で
働く外国人就労者

自治体Ａ
ˢᵒῐ ♅ὉⱧỘχ ộˣ

人材系会社
(既存事業を受託）

新任教員

集合研修
の提供

授業機会/
研修を提供

事業所や
受講者情報の
共有等

自治体Ｂ
( ΰΪʿ ᴟẶ Ϟ ӽ ῎ễעϬ βϥᴿ)

(◓ςϜΰΪʿ◓ςϜϞᴪ ϒχ◦כϬ βϥᴿ)

交
渉

大学

豊島区在住のプレ
A1レベルの大人

大学
院生

使用教材
を提供

授業機会/
研修を提供

日本語講習
を実施

投 投

再委託、
または
自治体から
の委託
（実証後）

委託（実証後）

交
渉

兼務
教員

日本語講習
を実施

授業機会/
研修を提供

委託（実証後）

豊島区在住のプレ
A1レベルの子ども

地域NPO
法人

多文化キッズ事業
(コーディネーター/ サロン)

運営

再委託
（実証後）

日本語教育に関
する専門相談、
運営サポート、
講師派遣

転入学前や生活サポート、
家庭への伴走支援、
日本語学習の提供

委託

̞ ᶘⱪ Ϟ18⅞Ϙπχ ϜḯϚ

背景・目的

ЀкЗᴴӟ‭χˮỘᵦ τẉϐ σễԌ ˯ˮ‰ „◖χ ˯ˮ „◖χ⅜
ᴥ˯Υ Ϛԁ ʺ /РЃ ˑσ∕ τΰΪθיּ ῎◙ χ ψ Π ΪοΜϥʻ

Ṍτᵰ⁯ ∙Ϭᾼ ΰοΜϥⱧỘ πϜ∕ χיּ ῎ τᴿ ϬḇαʺꜛⱵ Υ Ϊϥ
ˑσ Ϧ ⱧỘϞ ⱧỘχ Υ ϘσΜỘ ϜΚϥʻϘθ ᶨּיτΣΜοψʺ
ᴟẶ ЈрЌ˔Ϟ⁯∑ῖ ЈрЌ˔ χ“ ︠ χⱧỘẤ χ π ӽ ῎◙ χ
χ ψ ΦΨӰσϤʺ τФйA1йЦиϒχ ᴂψʺζχϕρϭςϬЩжрГϰϯΥ◦Π
οΜϥθϛʺ ӽ◦כχᾝ Ϭϋμ ήδʺ ◙ τϢϥיּ ӽ  χכ◦῎ ᴟϬẐϛ
ϥ Ϝ Μʻ
ԁ π ῎ễӾṐḩπψʺ /έ ễԌχӾ Ϟ χθϛχϺазϯ◦כχḢ Τϣʺ
ᶘ ӟᵰχ ỘṐᵓχⱱ σ ằϬ―Πϥ Υ ϘϦοΜϥʻ
︡ πψʺᵰ⁯ χЛϳМϳϬⱱνכ◦ ῎ễӾṐḩχ◙ зЊ˔ІϬ῟ τᶨ ΰʺ

ꜛⱵ Ϟ ӽNPO ʾ ӽ ῎ễעϞ◦יּכ ρ ὀΰʺ ӽᴿ χᵔὨϬ ◙βṁ
Ϭ  βϥʻ ῎ễӾṐᵓχ ρẶτễԌӾם ϞϺазϯἹ Ϭέφθᾆ Ṑ Ϭ β
άρπʺⱱ ᴦ σ Ϭ ◙βʻ



学校法人香川学園
メロス言語学院

就労者

取組分類対象者

体制構築
生活者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プレA1

取組概要

体制構築
（1）

ˮễԌOJTᾆ Ϭέφθʺᵰ⁯ ΰΪיּ ῎ᴿ χ ʾᵠ χθϛχꜛⱵ
ρχ ὀ χ  ˯ρΰοʺӟᴞχ6νχ︡ Ϭ“Ξʻ

事業所（介護）へニーズ調査ˢ ⇔ψP.30Ϭ╥ ˣ1

¸ ᵒῐⱧỘ τ ΰʺ ῎ЀЬвИϾ˔Єдрτḩ βϥᴿ ḇϞᾆ И˔ЇτνΜοʺ
ᴠ τṁξΜθϯрϾ˔Е ₰Ϭם☼

オンライン集合研修の設計ˢ ⇔ψP.30˙P.31Ϭ╥ ˣ2

¸И˔Ї ₰ϬṁτⱧỘ τẶ βϥ ῎ᴿ ρᾆ И˔ЇϬ ΰʺᾆ ρ∕ ╥Υיּ
ᴥΰϞβΜᾆ Ἱ Ϭᾁ ʾὓᵊ

自治体既存事業※1との棲み分けˢ ⇔ψP.31Ϭ╥ ˣ3

¸Ṍ ⱧỘϬ ḁβϥ ⱧỘχ ᶤρ τνΜοꜛⱵ ρẸṳ

新任教員向けの事前研修ˢ ⇔ψP.32Ϭ╥ ˣ4

¸ ᴿ χ ˢṆיּ ˣτיּ ΰʺ◙ ễԌΥⱧ ᾆ Ϭם☼

オンライン集合研修の実証ˢ ⇔ψP.32Ϭ╥ ˣ5

¸10ὮΤϣ12ὮτΤΪο ›ᾆ Ϭם ΰʺζχ ᴮϬᶎ

今後の具体的な実施に向けた協議ˢ ⇔ψP.33Ϭ╥ ˣ6

ם¸ ὫᴮϬṁτʺṌ ⱧỘϬ βϥⱧỘּיρẶτꜛⱵ ρ₈ῇχם☼τḩΰοẸṳ

̞1x ᵰ⁯ ᵒῐ Ⱨּי Ϧḕẽ ⱧỘΣϢόᵰ⁯ ᵒῐ Ⱨּיᶨ ⱧỘכ◦

体制構築
（2）

ˮꜛⱵ ʾ ӽNPO ϞṌ ρיּכ◦ ὀΰθʺ ӽχ ʾ◓ςϜϒχ ῎
ṍễӾ◦כ χ  ˯ρΰοʺӟᴞχ3νχ︡ Ϭ“Ξʻ

連携先となる地域ステークホルダーへの声がけと役割分担ˢ ⇔ψP.34,P.37Ϭ╥ ˣ1

˻ ΰΪ˼ ם ᾆ ʾ ῎ễԌ ṐḩΤν ῎ễעϬ ְ֫ΰοΜϥỸ ᶘτ
ΰο ὀϬ

˻◓ςϜΰΪ˼Ỹ ᶆ πᵤᵰи˔Бχ◓ςϜϒχᶘ Ϟᴪכ◦ ϒχЂЪ˔ЕϬ“Ξ ӽNPO
Ϟ ⱪ ӦԌτ ΰο ὀϬ

施策の検討ˢ ⇔ψP.35,P.38Ϭ╥ ˣ2

˻ ΰΪ˼ Ṍ ᶨ ῎ễ∙Ϭ Μʺ ῎ễӾχ ϬὀΠθ[ễΠ︣]τϢϤ[ ][
Ⱳ]Ϭ Πʺ π χלχФйA1 ῎„℅ϬỸ ᶆ π ᵕ ằβϥ
ϙϬᾁ

˻◓ςϜΰΪ˼ χNPO Ϟ ⱪ ӦԌ ρẸṳΰʺ Ϟᴪכ◦῎ ЂЪ˔ЕϬỸΥ︠
βϥṁ ρΰοˮ ᴟϺАЇЂкр/Ѐ˔ДϰК˔Ќ˔˯χ ʾ Ϭᾁ

自治体との交渉ˢ ⇔ψP.36,P.39Ϭ╥ ˣ3

˻ ΰΪ˼ 3ᵕχם ᴮρ ᶘẉό ῎ễӾṐḩχάϦϘπχ ӽ ὀם τṁξΦʺꜛ
 Ⱶ πχⱧỘ ▄ᴟτνΜοὋ Ẹṳ

˻◓ςϜΰΪ˼︠ḅNPO Ϭ ῢτʺ ᴟϺАЇЀ˔ДϰК˔Ќ˔χ ʺЂкрṐ /ְ֫
χ ▄ᴟτνΜοꜛⱵ ρὋ Ẹṳ

29
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学校法人香川学園
メロス言語学院 就労者

取組分類対象者

体制構築

「教員OJT研修を兼ねた、外国人就労者向け日本語課題の
集約・改善のための地方自治体との連携体制の構築」

体制構築
（1）

事業所（介護）へニーズ調査1

取組の詳細

＜外国人就労者の日本語力に関するニーズ例＞

V◙ꜘΥ ΰΨ ϩμοΜϥΤϩΤϣσΜχπʺ◙ꜘχᶎ ΥπΦϥϢΞτσμοϕΰΜ

V業務指示を正しく理解していないことがあるχπʺꜛϣᶎ πΦϥϢΞτσμοϕΰΜ

V ΰ ϤϞϾϯṜ Υ ΪσΜ ΥΜϥχπʺ χ ᴟϬ ΰΨ ᵔΰʺꜛϣπΦϥ
ϢΞτσμοϕΰΜ

＜研修形態に関するニーズ例＞

V勤務シフトの調整や研修手配や予約・補助申請や報告の書類作業等のタスクが発生して負担
τσϥθϛʺπΦϥιΪⱧỘ χ Υ ΠσΜρΜΜ

参照枠A1～A2

日本語レベル

オンライン集合研修の設計2

【実施事項/ 成果】

¸ˮ ʿⱧỘ ˢᵒῐˣϒИ˔Ї ₰˯τṁξΦʺⱧỘ τẶ βϥ ῎ᴿ ρᾆ И˔Ї
Ϭ ΰʺᾆ ρᾆ Ἱ Ϭᾁ ΰὓᵊ

¸ ›ᾆ χГ˔ЫψʺỘ χӪ◘ τᴿ ḇχΚϥⱧỘ Υ ΤμθάρΤϣʺˮ介護
事業所利用者とのコミュニケーション」「同僚上司との報連相コミュニケーション」の2大項
目について全10テーマを設定ʻ「日本語力が足りない」と日本人が総じ易い課題感を細分化
し、表現や確認方法や復唱習慣等を学習することで、課題感の解消を目指した

¸ ›ᾆ χἹ ψʺ事業所の手間なく受講者（外国人就労者）自ら受講スケジュールを組め
るように講座全体で200枠を用意（平日毎日4つの時間帯、同一週内は同じ内容）ʻ1 ḧπ
ӌΞГ˔Ыψ ΠσΜ֫ ρβϥάρπʺἂ︣σ ψ ᵕ „ᴦ ρΰʺ τ „π
ΦϥϢΞτ

¸ ›ᾆ χễӾχל χθϛʺ ỘϬ βϥ ễԌτ ΰο◙ ễԌτϢϥⱧ ᾆ
Ϭם☼βϥ֫ τ ὓ

¸ἇ τψʺ Ṝ Ϭ ϘΠοʺⱳ χϢΞσ ›ᾆ Ϭ 

【実施事項/ 成果】

¸Ϸржϱр ›ᾆ χ  τΰΪʺ ᵒῐⱧỘ Υ Πϥᵰ⁯ χיּ ῎ЀЬвИ
Ͼ˔Єдрτḩ βϥᴿ ḇϞᾆ И˔Їτḩβϥᴠ Ϭ οϥ

¸仮説に基づき、自治体を通じて都内介護事業所向けにアンケート調査を実施

¸ ᵒῐⱧỘ Τϣψ︠τˮᵰ⁯ χיּ ῎ ˯τḩβϥИ˔Їρʺˮᾆ Ἱ ˯τ
ḩβϥИ˔ЇϬ



31

学校法人香川学園
メロス言語学院

＜オンライン集合研修＞

Vᶘ ṍḧ ʿ2025 10Ὦ20 ˙12Ὦ26Ὦχ 10 ḧχΞκʺ Ӫχ Ⱳʾᵕ

V ʿꜛⱵ יּ χᵒῐⱧỘ τỠ ΰʺỘ ῎ЀЬвИϾ˔Єдр τᴿ
ΥΚϥᵰ⁯ ╥ˢיּ A1˙A2йЦиˣ

V  ʿϷржϱрБ˔иˢРДϷᵓṳБ˔иˣ

Vᶘ  ʿỘ χЀЬвИϾ˔Єдр ΰ ʾꜛᶘ χ Ṑ Ϊ

Vᶘ  ʿ1ᵕ90 ḧχ Ͻи˔ФϷржϱрйАІрἹ꜠ˢΩ 5 ˣ

Vᶘ        ʿễ∙τלΜʺṓⱱκχ ˢϷЛЫЕЧ ˣϞ◙ꜘχᶎ χ Ϭם☼ʻ
 ЬІЀЬвИϾ˔ЄдрϬ βϥ ᶎ χ Ḉ Ϭ τ Ϊϥ

【第1～4週】
Ộᾝ π☼ χיּ / ệϬ Φ︡Ϥʺ ᶎτ ʾ ◄ϒ Πϥ

 Ей˔ИрϽρΰοʺˮ ˯ˮ ◓˯ˮṓⱱκ˯ˮ ›˯χ4νϬӌΞ
【第5～10週】
ʾ ◄Τϣχ◙ꜘϬ ᶎτ ᵔΰʺ τ Ϊ ΠϬβϥθϛχ ᾝϞ

῏ Ϭ Ϊϥ ᶎ χ ḈᴟϬ ◙ΰʺם∑χỘ πᶘ ΰθ
ᾝϞ Ḉᴟχθϛχם Ϭ βϢΞτГ˔ЫϬ ʻ τϯрϾ˔Еπ
ΨχⱧỘּיΤϣᵕ χΚμθˮ◙ꜘΥ μοΜϥΤ ˯ρχᴿ ḇϬ
♪

V Ỳ ʿ Ằ ρὋ Ẹṳ πψΚϥΥʺꜛⱵ χ ▄π ›ᾆ Ϭם☼βϥ π
ΚϤʺᵰ⁯ ϞᵒῐⱧỘיּ ψ „ πד0 „ᴦ τ

【ポイント】

＜講座設計におけるポイント＞

¸ ⱧỘψ ễԌχOJTᾆ Ϭέφϥ ὓϬЪϱрЕρΰοΜϥʻГ˔Ы Ϟṁ ϸзϺв
жЭʾễ∙⌠ ψ◙ ễԌϕΤ ễԌΥ“Μʺ ễԌψ Ṩ Ϟ◙ ϬỔΧσΥϣ
ỘϬ“Ξάρρΰʺ◙ χלϬ ʻϘθʺⱧỘּי χ Ϭ βϥθϛ „ χ
τḩϩϣγ Ộ Ϭ Ϊʺ発生した空き枠は授業準備や教材作り、振り返り等に充てるこ

とでʺ ễԌϜ χ ỘṐᵓϬ αο自らPDCAを回すάρΥπΦʺ ṐᵓτνσΫ
ϥάρΥπΦθ

¸ᵒῐⱧỘּי χ︣ ΦϬΩ ᾢρβϥθϛʺ ꜛיּ„ Υ /  /ϺарЈи χ οχ
Ḛ ϬΰʺⱧỘ Υ Ⱳ ệϬ ӃπΦϥἹ꜠Ϭ⅜ ʻσΣʺ受講の予約管理や各種

問合せは事業所担当者を介さず事務局（人材会社）が一元的に取りまとめることで、介護事
業所及び日本語教育機関の負担を軽減βϥάρΥπΦθ

¸Ϙθʺ„℅ / ρ „Ḛ ϬʺⱧỘ χЂЪ˔ЕσΨ Υ“ΠϥϢΞτʺϷржϱיּ„
рБ˔иˢ ЄІГЭʺРДϷᵓṳБ˔иˣϬᶨ

¸受講者の継続学習の意欲を高めることができるよう、小規模グループレッスンの形態Ϭ⅜

自治体既存事業との棲み分け3

【実施事項/ 成果】

¸ꜛⱵ πψṌτⱧỘ ˢᵒῐˣχ ︣ ᵔ Ϭ τʺᵤᵰΤϣχᵰ⁯ ∙χ ⅜ Ϭ
βϥῲ ⱧỘϞʺᵰ⁯ ∙ΰΪχᾆ Ϭ ΪοΜϥϜχχʺ τ中小の事業

所は人手不足や申請手続きの煩雑さ等を理由に外部研修の活用に消極的

¸ Ṝ ὂϬ ϘΠʺˮϷржϱр ›ᾆ ⱧỘ˯χ ϬꜛⱵ τ ᵔΜθιΨθϛτ
Ϝʺ本事業が既存事業の課題解決や利用促進につながる示唆を提示

就労者

取組分類対象者

体制構築 参照枠A1～A2

日本語レベル



＜新任教員のOJT研修としての効果＞

V平日毎日の4つの時間帯に授業枠を設けたことで、通常授業と組み合わせて ễԌΥ῟ Τνӗ
τ βϥάρΥπΦʺ ∙ Ϭ ◙β︡ ρσμθ

V αГ˔Ыπ ᵕ ỘϬ“ΞάρΤϣ授業担当者はPDCAを回しやすく、オンライン集合研修が新
任教員のOJT研修としても有効πΚϥάρΥ Τμθ

Vם∑τם τ╥ᴥΰθ ễԌΤϣψʺӟᴞχϢΞσ Ϭ
Å少人数で準備もほぼしなくてよいθϛʺροϜ ΜḕẽʻϷржϱр ỘϬ“μθρΜΞṝ
σὊᾓʻйЦиΥӸΞ Υ α τ ϥρʺオンラインだと特に扱いが難しく感じたʻπΦϥ
τψςϭσЄЎвϵ˔ЄдрϬ►ΞΤϞʺם∑τὊᾓΰθάρϬ ΰοϜϣΜʺζχⱲψά

Ξᾠμθ ΥΜΜΤϜφ ʺϙϭσπ―ΠθϤΰο ϛθ

Å通常クラスよりも人数が少なく、個々の理解度を把握しながら進められた

Å ΥβΩ ϩμοΰϘΞ ᵔ χ‰Μ τיּ„ ΰοʺФжІϯиТϮχ Ϭ―Πϥ
ΥΚμθʻ１対１のことが多く、受講者のペースに合わせて授業ができた。通常クラスで

も平等に均等に目を配れるようにしたい

Å ꜡ρΰο ᵔΰοΜθϜχχʺ実際に教えてみることで、学習者にとってどれほど理解が難
しいかを体感することができたʻᶘ ḕẽτϢμοʺ χ Ϟζχ ϙ ʺ ᴟ ὂ
σςʺễϩμοΜσΜ ꜡ΥΚϥάρτϜṓξΪθʻ₈ῇχ ỘπψʺάΞΰθ ᴟ ʾ ᶨ
σ ꜡Ϝ ΰοΜΦθΜ
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学校法人香川学園
メロス言語学院

オンライン集合研修の実証5

【実施事項/ 成果】

¸2025 10Ὦ20 ˙12Ὦ26ὮτΤΪοʺ10 ḧχᵫ„ṍḧ 12事業所延べ216名の在職者が
オンライン集合研修を受講ʻ Ộψ ễԌ6 ˴◙ ễԌ1 χὓ7 π ᴂ

¸集合研修受講者の「日本語力向上に取り組む意識」を醸成でき、また介護事業所側には「事
業所単体で個別に手配しない手軽さ」「受講者の態度変容等の研修効果」を感じてもらえた
ことから、オンライン集合研修のニーズを立証

＜受講者の声＞

V ⁮βϥρΦτ►Ξ ῎Ϟ ᾝΥϩΤϤϘΰθʻḒⱫϬ ϚιΪπψϩΤϣσΜϜχϜʺ Υ
ΰοΨϦοϩΤϤϞβΤμθπβ

V◙ꜘϞ ⁮χ τνΜοᶘϭιάρΥם∑τ μθʻ先生から学んだことを実践したい

V τ報告するときの言い方を正しく伝える方法を改善するのに役立った

新任教員向けの事前研修4

【実施事項/ 成果】

¸Ϸржϱр ›ᾆ χễӾχלϬ βϥ πʺ ᴿ χ χΞκʺϷржϱрיּ
›ᾆ χם τ╥ᴥϬṆ βϥ ễԌ6 τ ΰʺ◙ ễԌΥⱧ ᾆ Ϭם☼

＜介護事業所の声＞

V講習受講後にさっそく学んだことを実践しておりʺˮάΞΜμθϣϜμρϩΤϤϞβΜΤϜ˯ρΜΞ
ϢΞσᵓ Υ יּ„ ●πσήϦοΜϥʻ今後、事業所内でも、習ったことを臆さず実践できる雰囲
気を醸成したい

V ₇χỘ Υ ΰΨ社内の指導担当も素人のため、日本語学校の先生に教われる機会はありがたいʻ
Ϙθʺ͍ ḧ χ ḧⱲḧπ θκΥ /╥ᴥπΦϥάρπ指導職員の負担も減り、大変助かった。
是非継続して欲しい

就労者

取組分類対象者

体制構築 参照枠A1～A2

日本語レベル
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学校法人香川学園
メロス言語学院

今後の具体的な実施に向けた協議6

【実施事項/ 成果】

¸ˮ ʿϷржϱр ›ᾆ χם ˯χὫᴮʺ ᶊ σם☼τΰΪο定量的シミュレーション
（予算シミュレーションや参加人数等）を既存事業を受託する事業者（人材会社）と共にと
りまとめた

¸ρϤϘρϛθⱢ τṁξΦ Ằ ρẸṳϬ“μθὫᴮʺ ᵺϷржϱр ›ᾆ χ τ
νΜο ᵔϬ θʻϷржϱр ›ᾆ τἰϥἇ σ ▄ᴟτνΜοψԏΦ Φ ṳβϥ

【ポイント】

＜行政との連携におけるポイント＞

¸₈ᵕψꜛⱵ τˮṌ ⱧỘχᾆ ˯χ τᴿ ḇΥΚμθθϛʺϷржϱр
›ᾆ ΥṌ ⱧỘχᶨ τνσΥϥάρϬ ᶎτΰʺ ῎ễӾṐḩ ΤϣʺꜛⱵ

τⱧỘϬ ӛ

事業所（介護）
へニーズ調査

オンライン集合
研修の設計

自治体既存事業
との棲み分け

新任教員向けの
事前研修

事前研修の
実施

3

2

4

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

研修内容構築

オンライン集合
研修の実証

5

アン
ケート
実施

スケジュール

実証後
アンケート

アン
ケート
分析

振り返り

今後の具体的な
実施に向けた

協議
6

集合研修の実施

自治体との協議

就労者

取組分類対象者

体制構築 参照枠A1～A2

日本語レベル
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学校法人香川学園
メロス言語学院

「自治体・地域NPO法人や既存支援者と連携した、地域の
大人・子どもへの日本語初期指導支援体制の構築」【大人】

体制構築
（2）-1

連携先となる地域ステークホルダーへの声がけと役割分担を実施1

取組の詳細

＜ステークホルダーと役割分担＞

区分 役割

ꜛⱵ
ˢ ᴟẶ Ϟ ӽχ
῎ễעϬ βϥᴿˣ

Ỹ ᴿ χ Ӄʾ ʾ ʾ ▄ᴟχᾁ

ᶘ
῎◙ ʺЀ˔ДϰК˔ЕỘ ʺԚ ʾᶘ χḗ ◙ ʺ
ӽ ῎ᶘ χКАЕм˔ϼᵓṳכ◦ χ︠℗

ӽχᶘ עễכ◦ ᶘ ϒχיּ ῎„ χ ӛ ʺ ῎ᶘ ЂЪ˔Е

῎ễӾṐḩ ῎◙ ʺЀ˔ДϰК˔ЕỘ

【ポイント】

＜日本語教室との連携におけるポイント＞

¸ ӽχᶘ Ϝעễכ◦ τʺ ζϦηϦτᶨ τ βϥ ӪϞᴛ ΥӰσϥάρϬ ᵔ
ΰʺ日頃から交流や意見交換を行い関係を築くことが大事

【実施事項/ 成果】

¸ ӽτΣΪϥ ˢ ᶨּיˣΰΪχ ῎◙ ψϕρϭςϬЩжрГϰϯΥ◦ΠοΣϤʺ
ӽᶆ πễעϞ◦כϽи˔ФΥ ꜛχᶨ Ϭ ᵫΰοΜϥΥʺ特に対応が難しいプレA1レベ
ルへは専門指導者を含む自治体主導の地域支援の構造化Υ ẐϛϣϦοΜϥʻ ӽ χ各
支援者の実績と強みを損なうことなくʺꜛⱵ τϢϥ◦כ Ϭ  βϥθϛτψʺṌ χ
כ◦ Ϟ◦יּכρχ ὀΥ ԁ πΚϥθϛʺם ᾆ ʾ ῎ễԌ ṐḩΤνʺ
῎ễעϬ ְ֫ΜοΜϥ区内大学や、ボランティアとして運営されている地域の学習

支援教室の参画を得るρρϜτʺꜛⱵ ρϜẸṳχ ʺᴞṜχϢΞσ ᶤ Τϣσϥ
Ϭ 

生活者

取組分類対象者

体制構築 プレA1

日本語レベル
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学校法人香川学園
メロス言語学院

施策の検討2

【実施事項/ 成果】

¸Ỹ ᶘρẶτʺ ΰΪˮ ῎ ṍ „℅˯χם☼Ϭᾁ ʻ Ằ Ỹχ ᶨּיΰ
Ϊχ ῎◙ ψϕρϭςϬЩжрГϰϯΥ◦ΠοΣϤʺ ӽᶆ πễעϞ◦כϽи˔ФΥ
ꜛχᶨ Ϭ ᵫΰοΜϥΥʺ τ ᴂΥ ΰΜФйA1йЦиϒψ ◙ ϬḯϚꜛⱵיּ
︠ χ ӽ◦כχ  ᴟΥ ẐϛϣϦοΜϥʻζχθϛʺ既存生活日本語教材を用いて、
日本語教育の専門性を携えた[教え手]により[場所][ 日時]の条件を変え、通年で同程度の質の
プレA1日本語講座を区内各所で複数回提供する枠組みの検討Ϭ“μθʻ ם ⱧỘχ πψʺ
3ᵕˢ3Τ ˣπχ„ Ϭם☼

¸3ᵕχם χΞκʺ2ᵕψ ᶘʺ1ᵕϬέ ễԌΥ

¸自治体の課題を鑑み、学習テーマの中に生活ルール（ごみ捨てや納税等）を盛り込んでいる

¸ ρΰο1ᵕ χם ψᴞṜχ Ϥ

＜大人向け生活日本語初期集中講座：第1回実証内容＞

Vṍḧ ʿ2025 8Ὦ18 ˙9Ὦ5 ˢ15 ḧˣ

V ʿ יּ Ỹτ∕ βϥФйA1йЦиχ ӽᵰ⁯ ˢ ˣ

V  ʿỸ ᶘ

Vᶘ  ʿ ῎πχ σᵓ Υᴦ ρσϤʺϘθṁ σ ᴟˢи˔иˣτ
νΜοϜ ᵔπΦϥϢΞτσϥ

Vᶘ  ʿ Ộ

Vᶘ        ʿϷзЅЗиễ∙╒◓Ϭ ΜθʺЂНϱНи ῎ Ộ

V Ộ ʿ

¸ ᴮτνΜοψʺӟᴞχ Ϥˮ ῎ễӾχלχ ˯ρˮ ῎ễԌχϺазϯἹ ˯χ
2νχḢ Τϣ ϓϥ

＜日本語教育の質の担保＞

V3ᵕχם Ϭ αοʺ一定の質を担保した日本語教育を実施可能πΚϥάρϬᶎ

＜日本語教員のキャリア形成＞

V ὀβϥ ӽ ᶘϞ ῎ễӾṐḩχ教員の専門性を、地域生活者への日本語初期指導へ活
かす授業機会を創出βϥάρΥπΦθ

V ᶨ ῎χ ӽτọ χΚϥέ ễԌΥ ỘϬ βϥάρπʺ ῎ễӾṐḩτ ΰ
σΥϣϺазϯχ ϬῲΫϥάρτϜṄ πΦθ

＜自治体を巻き込んだ日本語講座の構成におけるポイント＞

¸ꜛⱵ Υ︡ χ ϬϢϤԁ ḇαϥάρΥπΦϥϢΞʺ自治体として外国人住民に伝え
たい生活ルール（ゴミ出し、騒音・近隣トラブル、健康保険制度の理解、防災や救急等）を
学べる生活オリエンテーションも兼ねた設計ρΰθ

¸₈ῇψʺˮέϙ χְ֫χ∞ᾛρσϥ ˯ˮ ԚτΤΤϥ∑τꜛᾪ ΥὖᾚήϦ
ϥὲῴ ᾑ ˯ χ ᶨи˔иϜ δοᶘ πΦϥϢΞσ ὓρβϥάρϬ ◙β

生活者

取組分類対象者

体制構築 プレA1

日本語レベル



学校法人香川学園
メロス言語学院

【実施事項/ 成果】

¸3ᵕχם ὫᴮτṁξΜοʺ ῎◙ χ Ϭ βϥ ῎ễӾṐḩϞ ᶘ ΥЀ˔Дϰ
К˔ЕỘ ẉόФйA1йЦиΰΪχ ῎◙ Ϭ Μʺᶘ ϬṌיּ χ ӽ ῎ễעϒ
βϥˮ ΰΪ ᶨ ῎ ṍ „℅˯χ ӛχ︡ϤϘρϛρʺם τ σᵵ▄

χ▄ Ϭם☼

自治体との交渉3

連携先ステーク
ホルダーへの声
がけ/ 役割分担

施策の検討

自治体との交渉3

2

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

声がけ

スケジュール

講座内容の
検討

実証①
大学の自己負担 実証② 実証③

区の事業化に向けた協議

＜自治体との交渉のポイント＞

¸ ӽρ“ χᴿ ρзЊ˔ІϬ Πʺ日本語教育機関単独ではなく、地域課題に対して共通
認識を持つ地域大学や既存の支援団体等と連携するάρπʺ ←/ /ЁЬּגο/ ᶘ χꜛ
Ⱶ χᶆᴿΥ Πϥᴿ τ ΰο ᶨϷзϵрГ˔ЄдрϬέφθ ῎ ṍ◙ „℅χ
῟ Ϭ῟ᴮ τ ӛ

声がけ 声がけ

36

生活者

取組分類対象者

体制構築 プレA1

日本語レベル
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学校法人香川学園
メロス言語学院

体制構築
（2）-2

連携先となる地域ステークホルダーへの声がけと役割分担を実施1

【実施事項/ 成果】

¸ ӽ χ ᶘ ˙‰  Ϭ︠σ ρβϥᶘ ψᵤᵰи˔Бχ◓ςϜπעễכ◦ Ϧʺ︣ԁ
σθϛτ θσ╥ᴥΥ Ϊ ΪϣϦσΜⱲṍϜ Ψʺ本来の活動目的である宿題サポート

から支援範囲が広がり、サバイバル日本語の指導・小学校の校長先生から連絡を受けての転
入学準備サポート等、多岐にわたる伴走支援ϬᶆЩжрГϰϯ Υ τ ΪοΜϥʻ
ΰθ ΰΪχ︡ ρ ʺ ӽᶆ πễעϞ◦כϽи˔ФΥ ꜛχᶨ Ϭ ᵫΰοΜ

ϥΥʺ特に対応が難しいプレA1レベルの転入学者や未就学者ϒψ ◙ ϬḯϚꜛⱵיּ ︠
χ ӽ◦כχ  ᴟΥ ẐϛϣϦοΜϥʻϘθʺ◓ςϜϞᴪ χ◦כτνΜοψ ῎
◙ ӟᵰτϜᴪ ϒχ כ◦ ʺῲ Ӥτẉϐθϛʺ ΨχṌ Фй˔б˔ρχ ὀΥ
ᴦὧπΚϤʺ区内各所で海外ルーツの子どもへ学習支援や家庭サポートを行う地域NPO

法人や民生児童委員の参画を得るρρϜτʺꜛⱵ ρϜẸṳχ ʺᴞṜχϢΞσ ᶤ Τ
ϣσϥ Ϭ 

取組の詳細

＜ステークホルダーと役割分担＞

「自治体/ 地域NPO法人や既存支援者と連携した、地域の大
人/ 子どもへの日本語初期指導支援体制の構築」【子ども】

【ポイント】

＜NPO団体等との連携におけるポイント＞

¸ ְ πΚϥNPO ̞2Ϟ ӽχ◦יּכρ ῎ễӾṐḩψὨΰο ʺπψσΨל
ζϦηϦτᶨ ϒχ ӪϞᴛ ˢϠϥϞΤσᶨ χ Ϝ ΜϥˣΥΚϥάρϬΰμΤ

Ϥρ ᵔ/ ΰʺ「日本語教育機関も地域構成の一員」としての日頃からの交流が基盤とな
る

¸地域住人とのネットワーク会議に積極的に参加し交流を深め、「日本語指導家」として知見
やノウハウを地域還元していく姿勢Υḩἰ  τνσΥμθ

̞2x ӽχ ᶘ /עễכ◦ ⱪ ӦԌʾ︠ ⱪ ӦԌ/PTAӦԌ/NPO χ7

区分 役割

ꜛⱵ
ˢ◓ςϜϞᴪ ϒχ◦כ
Ϭ βϥᴿˣ

῎ễӾ◦כΥ σ χם ӃʺỸ“ χ
ᴿτᾺϥᴿ χ Ӄʺ ᴟϺАЇЂкр/Ѐ˔ДϰК˔Ќ˔
ⱧỘ̞1χḚᶭ

NPO
ᴟϺАЇЂкр/Ѐ˔ДϰК˔Ќ˔ⱧỘχ ˢ ὓᵊ

χ⌠ ʺẉόᶆ ˣ

ӽ◦יּכ
ˢ ⱪ ӦԌ ˣ

ϞỸכ◦ ᶆ χṌ χ◦כ Ϟᶘ עễכ◦ ρχ
ὀ

῎ễӾṐḩ
ⱧỘ/ְ֫ὓᵊχ ὓʺ Ṑḩρΰο◙ ∙χ ằʾӾ
ʾῖ „℅χὓᵊ

̞1x ⇔ψῇ

生活者

取組分類対象者

体制構築 プレA1

日本語レベル
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学校法人香川学園
メロス言語学院

施策の検討2

【実施事項/ 成果】

¸ꜛⱵ τψ τᶨ Ϭβϥ ῎ễע/NPO Υ ΚϥΥʺ個々での活動が主体と
なり支援の力が分散・非効率な状況τΚϤʺЩжрГϰϯχ‰ ᴟϞ Μ︣ χᴿ Ϝ

Ψԁ ʺᵰ⁯ ᴪ Ϟ◓ςϜχ χ ᴥτ ᴂΰΦϦοΜσΜ ệΥΚϥ

¸ỸχễӾӦԌᵓϞ“ ԌρẶτ Ỹχ ῎ ṍễӾ χῨⱧ Ϭ♪╔βϥάρπʺ
ρΰθΜϱЮ˔ЅϬẶ ΰʺꜛ θκχ ӽσϤχ◦כ ⌠ϤϬ ◙ΰθʻ子ども向け

の日本語教育支援体制においては、日本語指導だけでなく子どもを取り巻く様々な伴走支援
体制が必要であり、限られた地域と教育機関の人的リソースを有機的に組み合わせることで、
日本語教育機関の専門性を効果的に生かす体制Ϭ ӛ

¸ Ṑ σ︡ ρΰοʺ◦כχẤ ρσϥˮ ᴟϺАЇЂкр˯Ϟˮ ᴟϺАЇЀ˔Дϰ
К˔Ќ˔˯χ Ϭ ӛΰʺζχ֫ τΰΪοʺІГ˔ϼШиЍ˔ḧχ›ӪἹ Ϭ

¸ἇ τψʺ ᴟϺАЇЀ˔ДϰК˔Ќ˔χ τḩϩμθϤʺⱧỘΥṟ τ ϥϘπ֫
ְᵓṳχԁԌρΰο︠ḅNPOχ ︣χ ᶤϬ μθϤΰθ

＜多文化キッズサロンとは※1＞

V ῎Ϭ ῎ρΰσΜ◓ςϜΥ Μʺῖ βϥ ӽχạ ρΰοʺˮᶘ ˯ˮ ˯ˮῖ
˯ χṐ Ϭԁ τ Πθ χάρ

＜多文化キッズコーディネーターとは※1＞

V₉ϤέρϬ Πϥ◓ςϜϞζχ ῐּיτṄϤ Μʺᶘ Ϟ“ ʾNPO ρϜ ὀΰʺᴿ τ
︡Ϥ Ϛ θκχάρ

╥ ˛̞1ˣ Ằ άςϜ ϯϼЄдр-2024-ˢάςϜ ϯϼЄдр2024ˣτṁξΦ⌠

生活者

取組分類対象者

体制構築 プレA1

日本語レベル

https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/kodomo-mirai-action2024/index.html#page=1
https://www.spt.metro.tokyo.lg.jp/kodomoseisaku/book/kodomo-mirai-action2024/index.html#page=1
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学校法人香川学園
メロス言語学院

自治体との交渉3

【実施事項/ 成果】

¸ ӽ χКАЕм˔ϼϽи˔Ф̞1ẉόꜛⱵ ʺρẶτיּ Ὁ σ◙ χ μοΜϥ
ꜛⱵ χІГАФϯАФễעϬ♪╔

¸ˮ ʿ☼├χᾁ ˯Ϟ♪╔Ϭ ϘΠοʺ主幹NPO法人を窓口に、多文化キッズコーディネー
ターの配置、サロンの機能/ 運営費の予算化について自治体と継続協議

¸2026 1Ὦӟ‭ʺ自治体から委託を受ける形で、主幹NPOが「多文化キッズコーディネー
ター事業（2026年1月～）」と「多文化キッズサロン事業（2026年4月～予定）」を開始ʻ
︠ḅNPOρẶτְ֫ᵓṳχЮрН˔ρΰοʺṌ ῎ễעϞ ⱪ ӦԌϣρẸ

¸「豊島区（福祉系の担当課）が主管し、区の委託事業としてNPO法人が多文化キッズコー
ディネーター/ サロンを運営し、そこから再委託される形で日本語教育機関が子ども向けの日
本語講座を担当する体制」χṁ Ϭ  ʻ NPO ρẸṳϬΰσΥϣʺ ӽχṌ ◓ς
ϜΰΪ◦כ ρם☼τΣΪϥ ᶤϬ ᶎᴟ

【ポイント】

＜自治体との連携におけるポイント＞

¸ꜛⱵ χ ḇϬ ϥθϛτʺΜκⱧỘּיϞ ῎ễӾṐḩΤϣχ ӛπψσΨʺ地域の現
場プレーヤーと連携し、「地域の（多くの）声」として現場目線の現状と改善案を提示ΰθ

¸ꜛⱵ ρχῖ Ϭדᶪτ ϛϥθϛτψʺ日ごろから地域活動に取り組み、信頼関係を構築
していることが重要πΚϥρ―Πϥʻ ︡ ιΪπσΨʺ ΰΪ ᶨ ῎„℅Ϟᶆ
ὀᵓṳʺ ӽχ ῎ễӾ◦כτḩβϥКАЕм˔ϼᵓṳσςτ╥ᵊβϥ ʺ ӽᶨ χם
Ϭ ϭπΦθ

¸ϘθʺꜛⱵ ρ ◙βϱЮ˔ЅϬβϤ›ϩδʺꜛⱵ ΥβϓΦˢΰσΜˣάρϬԁ τ―Π
ϥθϛτϜʺ具体的な共通認識を持つことが重要πΚϥρ―Πϥʻζχθϛτ ӽ◦כ
Ϟ◦יּכρẶτ他区の好事例を見つけʺꜛⱵ ԌϜῖΠο χꜛⱵ χ ῎ễӾ◦כ
χם ϬⱧ τ♪╔βϥάρΤϣ◐ϛθ

̞1x ◓ςϜΰΪᶘ ʺעễכ◦ ӽ ӦԌ︠ ⱪ ӦԌ

連携先ステーク
ホルダーへの声
がけ/ 役割分担

施策の検討

自治体との交渉3

2

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

声がけ

スケジュール

役割分担

多文化キッズサロン/ 多文化キッズコーディネーター
の機能検討

自治体との予算や初年度の動きについての検討

生活者

取組分類対象者

体制構築 プレA1

日本語レベル
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一般財団法人
日本国際協力センター

実施主体名 ：一般財団法人日本国際協力センター

代表者 ：吉田 耕三

所在地 ：東京都新宿区西新宿2-7-1 新宿第一生命ビルディング16階

職員・従業員数 ：職員322名、コーディネータ約1,000名、日本語講師704名

（2025年10月現在）

主な事業 ：多文化共生・日本語教育、留学生受入支援、国際研修、国際交流

本事業での役割 ：全体統括・管理、各業界調査・分析、日本語教育モデルカリキュラム開発、
外国人材受入企業向けセミナー開発・実施

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先３ ：公益社団法人国際日本語普及協会（AJALT）

所在地 ： Ằ  ỸᾸЛ 3-25-2 ᾸЛ ESРи2ᵬ

連携先の主な事業： ῎ễӾϞễ◖ ФкϽжЭχḼᵊρם☼ʺᾆẕ ₰ᶨ ʺ
ӽ∕ χᵰ⁯ τ βϥ◦כ/Ẹ /ῲ ᶨ /ễ∙ᵫ ρ ᶨ

本取組への期待 ：Ộᵦ ᴟἷ ῎ễӾЯДиϸзϺвжЭχᵫ Ϭ αθʺ῟ ʺ
ᶮνⱱ σ ῎ễӾ χ 

本事業での役割 ： ΰΜϸзϺвжЭʾФкϽжЭχᵫ

連携先１ ：公益社団法人全日本トラック協会

所在地 ： Ằ Ỹ◌ 3-2-5

連携先の主な事業：ЕжАϼⱧỘχ ᴟʺּזᵓ ӡχΰ ʺᵓԌ ῀χ Ẹ ʺῖ ӗ
├ʺḕẽ ├ʺṪ ΰ כ◦

本取組への期待 ：ᶆᵓԌḼỘΥᾼ βϥʺᵰ⁯ χיּ ῎ ΰ Ϭ αθʺ֫ Ộ
ᵦ χЂ˔РІằẚ χӗ

本事業での役割 ： ὀ ᾤ ḼỘχ ἕʾ Ộᵦʺכ◦ כ◦₰

連携先２ ：全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会

所在地 ： Ằ Ỹ ᴱ 2-5-5

連携先の主な事業：Ộᵦχ ӡΰ ʾḕẽ

本取組への期待 ：ᶆᵓԌḼỘΥᾼ βϥʺᵰ⁯ χיּ ῎ ΰ Ϭ αθʺ Ộ
ᵦ χЂ˔РІ χΰ

本事業での役割 ： ὀ ᾤ ḼỘχ ἕʾ Ộᵦʺכ◦ כ◦₰

プログラム開発就労者

取組分類対象者

参照枠A2

日本語レベル
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一般財団法人
日本国際協力センター

体制の全体像

背景・目的

τΣΜοψʺ Ϭ ρβϥᵰ⁯ χ ϦΥ ϚτνϦʺỘᵦ χ Ϭ Ϙ
Πθ ῎ễӾΥẐϛϣϦοΜϥʻԁ πʺᵰ⁯ ᾼ ϒχ ῎ễӾχ ʾ χ
ᵔ Ϝ σ ệπΚϥʻ
ζχϢΞσ ὂϬ ϘΠοʺ χ ῎ễӾṐḩπΚϥJICE ΥʺỘ И˔Ї
τᴂαθ ῎ễӾЯДиϸзϺвжЭᵫ ẉόḼỘ ᵔ χθϛχЈЬЗ˔ᵫ℗τ︡Ϥ
ϙʺỘᵦ ρχ ὀ Ϭ  βϥʻ

取組概要

ˮ Ộẉόꜛ ֫כּ ỘχИ˔Їτᴂαθ ῎ễӾЯДиϸзϺвжЭχᵫ ˯
ρΰοʺӟᴞχ4νχ︡ Ϭ“Ξʻ

協業先となる業界団体の発掘ˢ ⇔ψP.42Ϭ╥ ˣ1

¸ꜛ ֫כּ Ộˢ ЕжАϼẸᵓˣẉό Ộˢ ⁯ ḬШГи ᶨ־ Ộ › ›ᵓˣ
χ業界団体に対して連携のアプローチϬם☼βϥ

¸ ψᵓԌḼỘϒχϯрϾ˔Е ₰χ ẉόḼỘ ᵒτẸ βϥ

業種別日本語教育モデルカリキュラムの作成ˢ ⇔ψP.43˙P.44Ϭ╥ ˣ3

¸ χ ῎ễӾṐḩπΚϥAJALTや各業種に精通する専門家等と連携し、業種別ニーズ
に応じた魅力的なカリキュラムを開発βϥ

業種別の日本語教育ニーズを調査ˢ ⇔ψP.42˙P.43Ϭ╥ ˣ2

¸ ᾝ τΣΪϥ ῎ễӾИ˔ЇϬ ӃΰϸзϺвжЭϬᵫ βϥθϛʺỘ τ “βϥ
観察調査ʺḼỘ χᶆйЦиχỘ ⱧּיϒχПϯзрϽ ₰Ϭם☼βϥ

事業者及び日本語教育関係者を対象としたセミナーの開催ˢ ⇔ψP.44˙P.45Ϭ╥ ˣ4

¸Ộᵦ τʺᵰ⁯ ∙ΰΪễӾФкϽжЭχ ẉʾ χθϛʺセミナーを開催βϥ

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

プログラム
開発

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2

日本国際協力
センター(JICE)

民間企業
国際日本語普及
協会(AJALT) 外国人材

調査依頼

プログラム
開発協力

全日本トラック協会

全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会

就労

プログラム開発/ セミナー開催

業種別日本語教育カリキュラム提供
/ 実際の業務調査

日本語教育機関

日

日
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一般財団法人
日本国際協力センター

【実施事項/ 成果】

¸ χ ῎ễӾṐḩπΚϥJICEΥʺ ЕжАϼẸᵓˢ ЕẸˣẉό ⁯ Ḭ
ШГи ᶨ־ Ộ › ›ᵓˢ ˣτ ΰοʺ ὀχϯФк˔ЎϬם☼ʻ
ᵓԌḼỘ ϒχアンケート調査の展開/ ₰Ẹ ᴦ σ企業の紹介/ ῎ϸзϺвжЭϒχ
ᾠ/ᵰ⁯ ∙ΰΪễӾФкϽжЭϬ βϥセミナー共催 χẸ Ϭ θ

¸ḼỘχ ῎ễӾτ βϥ理解促進・投資意欲Ϭ᷾ṞΰʺỘᵦ ρχ連携モデルを構築ΰθ

業種別の日本語教育ニーズを調査2

【実施事項/ 成果】

¸ϸзϺвжЭ⌠ τΚθϤʺЕжАϼ֫ Ộρ ỘτΣΪϥʺᵰ⁯ ∙χỘ “ χᴿ
ʺṍ ήϦϥ ῎χ► ʺйЦи Ϭ Ӄβϥθϛτʺ文献調査ʺḼỘτ βϥヒ

アリング調査ʺ1日の業務に随行する観察調査ʺWEBアンケートϬם☼ΰθ

¸֫ ỘᵦτΣΪϥḢ╔ ₰πψʺトラックの助手席にワーキングメンバーが横乗りΰʺỘ
χ ◓Ϟ► ήϦοΜϥ ῎χḢ╔Ϭ“μθʻ Ộᵦπψʺ ☼ χフロント・レス
トランサービス・食事の提供準備 χᾝ Ḣ╔Ϭ“μθʻ

¸ ₰χὫᴮʺӟᴞχϢΞσ ῎ễӾχИ˔ЇϬ ᾋΰθ

＜トラックドライバー＞

VỘ ῇχ ᾦʺ֫“◙ꜘ χ ᵔʺ τΣΪϥᴻ ʾᴻᴞϧΰʺ᾽ẁρχϞϤρϤ
χи˔ГϰрỘ πʺ ῎ χΰ Υṍ ήϦϥ

V ψ ΜΥʺ ⱧᾮϞᴻ Ϧ χЕжУиΥ ΰθ∑ʺЖжϱН˔ψ ΰ
οΜϥθϛʺԁⱳ ᴂρΰοʺⱧᾮ ︣ϒχᶎ Ϟʺᵓּזϒχ ⁮τʺⱧ χ Ϟּך√
Υ πΚϥ

V Ộ χʺᴅ Ϥᾆ τΣΪϥ ЖжϱН˔ρχЀЬвИϾ˔ЄдрχדᶪᴟΥʺ
Ộ ᵔχθϛτ πΚϥ

協業先となる業界団体の発掘1

「宿泊業及び自動車運送業のニーズに応じた日本語教育モ
デルカリキュラムの開発」

プログラム
開発

取組の詳細

＜宿泊業スタッフ＞

V◙ꜘ ᵔϞШϳʾйрʾЊϳ זּʺ ЀЬвИϾ˔ЄдрτᴥΠοʺТкрЕʾйІЕжр
Ђ˔РІ ʺΣẁ ϒχ ᴂ τΣΪϥ ῎ χΰ Υ πΚϥ

V∕ Ɫᶊẉό ῎йЦиτᴂαοỘ Ϝ ῎► Ϝ πΚϥ

VA1˙A2 χ ῎йЦиχӾ ᵰ⁯ τṍ ήϦϥỘ χԁνπΚϥʺ☼ χйІ
ЕжрЂ˔РІτνΜοʺНАϼб˔ЖỘ ẉό ẁỘ τ Ϭ οθФкϽжЭχᵫ
ΥẐϛϣϦϥ

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2
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一般財団法人
日本国際協力センター

【ポイント】

¸Ộᵦ χẸ Ϭ ϥάρπʺ ₰τẸ ΰοϜϣΠϥḼỘχ ᾋϞ ₰Ϙπχ ϬІ
Э˔Їτ“ΞάρΥπΦθʻϘθʺỘᵦ ϒχ ằϞϸзϺвжЭᵫ χ ⁮Ϟ
῎ễӾχ Ϭ丁寧に共有するάρπ ḩἰϬ ΨάρΥπΦθ

¸ПϯзрϽ ₰πψʺ Ⱨ ᾝʺיּ ◙ ⁯ᵰʺיּ ỘԌ ʺ ˑσ τיּ ₰Ϭ“
Μʺ多角的に課題やニーズを把握するάρΥπΦθ

¸ПϯзрϽ ₰ιΪπσΨʺם∑τᾝ τ ΦḢ╔ ₰Ϭ“Ξάρπʺ調査先企業や業務従事
者が実際に使用している日本語Υ τ ӃπΦθ

業種別日本語教育モデルカリキュラムの作成3

【実施事項/ 成果】

¸ЕжАϼ֫ Ộπψʺ⁯∑ ῎ ẉẸᵓˢAJALTʼ ῎ễӾṐḩ[ ]ˣρẸ πʺ
トラックドライバー新人従業員向け日本語カリキュラム（50時間）Ϭ⌠ ΰθ

¸∕ ⱢᶊϞ ῎ χйЦиτᴂαθ[ ]レストランサービス業務日本語研修カリキュラム
（25時間、100時間）Ϭ⌠ ΰθ

¸ЕжАϼʾ ⱧỘּיʺ ῎ễӾṐḩʾ ῎ễ◖ϒʺWEB π ῝ᵫβϥάρπʺỘ
῎ễӾЯДиϸзϺвжЭχ作成プロセスと具体例のサンプルϬ ằπΦθ

¸ χ ῎ễӾ機関同士の連携と、知見・ノウハウの共有・展開ΥπΦθ

¸ᴞṜχϢΞσϸзϺвжЭϬ⌠ ΰθ

＜運送業界向けモデルカリキュラム＞
̞ϸзϺвжЭᵵ ψʺ ⱧỘῲ Ɫ ˢᵵ ˣϬέᶎ ΨιήΜʻ
ᴞṜψʺᶘ χ ԁ ˢЈЬЗ˔Ɫ Τϣ ˣ

ϸзϺвжЭ῝ᵫˢ ằˣψάκϣχзрϼΤϣέ ΜθιΪϘβʻ
https://jice.org/news/2026/03/truck.html

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2

https://jice.org/news/2026/03/truck.html
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一般財団法人
日本国際協力センター

【ポイント】

¸ ᾅ ₰ʺᾝ ₰ˢПϯзрϽʾḢ╔ˣτϢμο χỘ Ϟ ῎► χם Ϭ
ӃβϥρρϜτʺ日本語熟達度の段階（A1～B1）ごとに業務遂行力のステップを整理ΰʺᴦ♪
ᴟβϥ

¸Ộ τ Ὣβϥם σ ῎ễӾϬДЃϱрβϥʻ課題遂行型のシラバスϬʺ ₰τṁξΜ
θם∑χЀЬвИϾ˔Єдр Ϟ ῎ʾ ᾝϬ︡Ϥ Ϧο ὓβϥ

¸ ᾝ πχOJTρễעᶨ χᴁḥϬ ΰθ ῎χ ʾ ẉό自律学習能力の醸成Ϭ
◙β

¸ḼỘ ρ ᴣṁ ϬẶ ΰʺḼỘ ϜϩΤϤϞβΜʺ業務判断にも使用できる評価ツールϬᾁ
βϥ

事業者及び日本語教育関係者を対象としたセミナーの開催4

【実施事項/ 成果】

¸ᶆỘᵦ πχᵰ⁯ ᾼ ệϞϯрϾ˔Е ₰χ ⁮ρẶτʺ˰ ῎ễӾχ╥ ˱τ
μθל χỘ ᴿ “ἷ ῎ễӾϒχ ⱢӪ Ϭ᷾ṞβϥάρϬ τʺ事業
者及び日本語教育関係者を対象としたセミナーを開催ΰθ

¸ⱳʺᴮὫθΰ℗ᵫϬ˔ЗЬЈσΞϢχ‮ ỘЈЬЗ˔ʿ290 ʺ֫ ỘЈЬЗ˔ʿ310 Υ
♪ ╥ᴥΰθʻϘθʺζϦηϦ70%以上の事業者から開発したカリキュラムは役に立つρΜΞ
ᵕ ϬԏΦ ΰʺ ῎ễӾṐḩʾ ῎ễԌτϢϥ ῎ễӾχ Ϭ᷾Ṟΰθ

＜宿泊業界向けモデルカリキュラム＞
̞ϸзϺвжЭᵵ ψʺ ⱧỘῲ Ɫ ˢᵵ ˣϬέᶎ ΨιήΜʻ
ᴞṜψʺᶘ χ ԁ ˢЈЬЗ˔Ɫ Τϣ ˣ

ϸзϺвжЭ῝ᵫˢ ằˣψάκϣχзрϼΤϣέ ΜθιΪϘβʻ
https://jice.org/news/2026/03/shukuhaku.html

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2

https://jice.org/news/2026/03/shukuhaku.html
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一般財団法人
日本国際協力センター

スケジュール

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

協業先となる
業界団体の発掘

業界別に使用
する日本語調査

業界別プログ
ラム案の作成

業界別
セミナーの開催

会議体
構築

企業へア
プローチ

企業への調査/
ヒアリング/ 見学

カリキュラム開発3

2

4

1

セミナー企画 セミナー
周知

セミナー
実施

カリキュ
ラム完成

既存資料
分析

プログラム開発就労者

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2

＜業界別セミナー概要＞

ЈЬЗ˔ᵫ℗ӛ Ч˔Ѕτʺϯ˔ϸϱУˢ ᵊˣΥέίΜϘβʻ
Ộ https://www.jice.org/info/2025/12/post -346.html

֫ Ộ https://www.jice.org/info/2025/12/ -12-1.html

Å Ộχᵰ⁯ ІЌАТ ῎χ ΰ ЈЬЗ˔˙ḼỘΥπΦϥάρ˙

Åᵰ⁯ ЕжАϼЖжϱН˔χ Ϧˢ ˣḼỘΰΪ Ộ χ ῎ςΞ◦כβ
ϥˁ˙ḼỘΥπΦϥάρ˙

יּ

Åᵰ⁯ Ϭᾼיּ βϥ/ᾼ χḼỘτ βϥḚ יּ

Åᾼ ΰοΜϥᵰ⁯ ∙χ ῎ЀЬвИϾ˔Єдрτᴿ ϬḇαοΜϥⱧỘḩἰ
יּ

Å ῎ễӾḩἰּי

ÅᶆỘᵦ πχᵰ⁯ ᾼ ʾ ῎ễӾτ βϥ ᵔϬ βϥάρ

Åԁ σ ῎ễӾЀрГрБϢϤϜʺỘᵦ ᴟἷ ῎ễӾЯДиϸзϺвж
ЭϬ► ΰοּזԌễӾΰθΜρ―ΠϥỘᵦ ẉόᾤ ḼỘϬ ᴥήδϥ

Åᵰ⁯ ᾼ τḩβϥԁ σ ˢᵰ⁯ ᾼ ΥẐϛϣϦϥ ὂʺᵰ⁯ ᾼ χ
ᴿ ʺ ῎ ρỘ “ ˣϬễꜘβϥ

ÅᶆỘᵦΰΪ ῎ễӾЯДиϸзϺвжЭχᵵ ˢ χ ῎ễӾʺ₈ῇ
ẐϛϣϦϥᾆ ʺζχםᾝχθϛχ ῎ễӾṐḩρ ὀΰθễӾ ʺᵫ ΰ
θϸзϺвжЭˣϬễꜘβϥ

https://www.jice.org/info/2025/12/post-346.html
https://www.jice.org/info/2025/12/post-346.html
https://www.jice.org/info/2025/12/post-346.html
https://www.jice.org/info/2025/12/-12-1.html
https://www.jice.org/info/2025/12/-12-1.html
https://www.jice.org/info/2025/12/-12-1.html
https://www.jice.org/info/2025/12/-12-1.html
https://www.jice.org/info/2025/12/-12-1.html
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実施主体名 ：学校法人アジアの風 岡山外語学院

代表者 ：片山 浩子

所在地 ：岡山県岡山市北区舟橋町2-10

職員・従業員数 ：62名（2026年2月現在）

主な事業 ：留学生向け日本語教育を主に手掛ける認定日本語教育機関。夏休みを利用
した短期講座や、企業への日本語教師派遣も実施。また、登録日本語教員養
成機関・登録実践研修機関として、日本語教員の養成も行う他、自治体や企
業を対象にやさしい日本語講座等を提供し、受入れ側の教育にも携わる。出
版やアプリ開発も実施

本事業での役割 ：岡山県中小企業団体中央会と連携したセミナー開催及び育成就労制度を見
据えたA1～A2相当カリキュラムの作成

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：岡山県中小企業団体中央会（以下「岡山県中央会」）

所在地 ：ᴎ╦ᾉᴎ╦◕

連携先の主な事業： ḼỘʾḗ χ◦כʺКАЕм˔ϼ  ʺ ʾ ∙ ᴂχ

本取組への期待 ：ᵓԌḼỘʾ Υדᶪτ ᴂΰʺᵰ⁯ ∙χ ρ ӽᶨ ᴟϬ ϥ

本事業での役割 ：ḗ ʾḼỘχ ʺ ᵓᵫ℗ʺ ӽЯДиχ ʾ ẉϬ Ξ

連携先２ ：監理団体

所在地 ：︠τᴎ╦ᾉ

連携先の主な事業：ᵰ⁯ Ṫ ם ˢ2027 ΤϣӾ ∙ϜˣχḚ ʺᴥ ḼỘχ
ʾễӾכ◦∙

本取組への期待 ：ᾝ τ›μθ ῎ễӾ ρʺ  ϒχἇ σ ᴂ├χᶍ

本事業での役割 ：ᾝ И˔Ї ằʺễ∙ Ẹ ʺḼỘρ  ϬνσΩם σМУρσϥ

連携先３ ：企業

所在地 ：ᴎ╦ᾉ

連携先の主な事業：ᵰ⁯ ∙ᾼ ʾᾝ ֫ ʺ πχ ῎ễӾϞ ӗʺכ◦ Ḛ

本取組への期待 ：ᾝ π►Πϥ ῎ễӾ τϢϥЀЬвИϾ˔Єдрדᶪᴟρ ΰ

本事業での役割 ：ễ∙♯“ʾ῟ᴮᾁ ϒχẸ ʺᾝ ᴿ ʾ ᴮχТϰ˔ЖНАϼ ằ

学校法人アジアの風
岡山外語学院 就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プログラム開発
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体制の全体像

背景・目的

取組概要

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

2027 Τϣᵫ◐βϥӾ ψʺ ᵫ◐ ϘπτẐϛϣϦϥ Ὧρΰο ῎
A1 ӟ χ♯ᾓτ›ᶊβϥάρ ψάϦτ βϥ ῎ễӾṐḩχˮ ˯ᴿ χA1
χ„ Ϭ100Ⱳḧӟ „βϥάρΥ ʻϘθʺӾ ϘπτʺA2Ϭ ρΰθ
῎ễӾṐḩχˮ ˯ᴿ χ100Ⱳḧӟ χ„ Ϭ ΪϣϦϥϢΞτβϥάρΥ ʻ

῎ễӾṐḩρΰοʺӾ π ρήϦϥ ῎„ Ϭ ΰΜРЅКІṐᵓρΰ
ο Πʺӟ ˮϞήΰΜ ῎„℅˯Ϭ ӛΰθάρπνσΥϤΥπΦθᴎ╦ᾉ ᵓρ״ ὀ
ΰʺ π τσϥρ ήϦϥϸзϺвжЭ⌠ τ︡Ϥ Ϛάρτΰθʻ

ˮӾ χA1-A2χ100Ⱳḧ„ ˯ρΰοʺᴞṜ︡ Ϭם☼

育成就労制度の周知 及び 監理団体等へのヒアリングˢ ⇔ψP.48˙P.50Ϭ╥ ˣ1

¸ᴎ╦ᾉ ᵓρ״ ὀΰʺЈЬЗ˔Ϭᵫ℗

¸ϯрϾ˔ЕʾПϯзрϽϬ αοʺᾉ ḗ χ ῎ễӾИ˔ЇϬ Ӄ

カリキュラム 及び 付属教材の作成ˢ ⇔ψP.51Ϭ╥ ˣ2

¸ᵰ⁯ ΰΪτʺӾיּ χ ὯπΚϥA1˙A2йЦиχ ῎100Ⱳḧ„ χϷрж
ϱрϸзϺвжЭϬ ὓ

日

岡山県中小企業
団体中央会

企業紹介
依頼 監理団体

監理団体

監理団体

企業

企業

企業

企業

企業

企業

育成就労のA1-A2の
100時間講習

講習費用

協
力
・
打
診

投

プログラム
開発

カリキュラムの実証及び見直しˢ ⇔ψP.52Ϭ╥ ˣ

¸ḩ ϬⱱμθḼỘʾḗ πϸзϺвжЭϬם ˢם ψṪיּ ם ˣΰθῇʺם
ὫᴮϬ ϘΠʺϸзϺвжЭϬᾋ ΰ

3

学校法人アジアの風
岡山外語学院 就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プログラム開発
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「育成就労のA1-A2の100時間講習」
プログラム

開発

【実施事項/ 成果】

¸ᴎ╦ᾉ ᵓρẶτʺṪ״ ם ʾ Ṫ Ϭḗ βϥḗ Ϭ τΰθЈЬЗ˔Ϭᵫ
℗ˢ30ḗ ʿ43 Υ╥ᴥˣ

¸ ῖḊᵓχ πϯрϾ˔ЕϬם☼ΰʺζχ Τϣʺ ῎ễӾИ˔ЇϬ ᵬτ Ϊοᾤ
ПϯзрϽβϥ Ϭ ΰʺᾤ ПϯзрϽϬם☼ΰʺϢϤἇ σ Ϭ

¸ЈЬЗ˔ᵫ℗Ϟᴎ╦ᾉ ᵓρχ״ ὀϬ αοʺᾉ ḗ ϒχ Ϭᶍ

【ポイント】

¸ᴎ╦ᾉ ᵓτ״ ΰοʺᾝ ᴿ ϒχἇ σᵔὨ├ˢễ∙ʺᾆ ʺ ᵓ ˣϬ ӛβϥ
ρρϜτʺᴎ╦ᾉ ᵓρ״ ὀϬβϥάρπʺᴎ╦ᾉ ᵓχṌ״ КАЕм˔ϼϬᶨ ΰθ
ϯФк˔ЎϬם☼

取組の詳細

＜岡山県中央会と連携するに至った経緯＞

Vάχ ὀψʺᴎ╦ᾉ ᵓ״ τˮᵰ⁯ ∙ᶨ τᴿ Ӫ꜡ΥΚϤʺ ῎ễӾχ τכ◦
И˔ЇΥΚμθ˯άρΥἸṐ

VᵃẠτᴎ╦ᾉ ᵓτ״ ΰˮϞήΰΜ ῎˯„℅Ϭ  Υ ӛΰθⱲΤϣχνσΥϤΥΚ
Ϥʺ ⱧỘϬᾁ βϥ πᴎ╦ᾉ ᵓρχ״ ὀΥםᾝ

VσΣʺ ⱧỘϬβϥτ θϤʺᴎ╦ᾉ ᵓρχ״ ṳχὫᴮʺϘγ ὀχΩ ρΰοᴎ╦ᾉ
ᵓτ״ βϥḗ τ ΰοӾ χЈЬЗ˔Ϭ“Ξάρτΰθ

VάΞΰθ︡ Ϭ ϘΠʺӾ χᵫ◐Ϭᾋ Πʺ地域内企業の外国人就労者への日本
語教育を広く普及することを目的に、岡山外語学院と岡山県中央会との間で連携協定を締結
ˢӾ Ϭᾋ Πο ῎ễӾṐḩρᶆ ᾉτΚϥ ḼỘ ᵓΥ״ ὀϬ
Ὣβϥάρψ ⁯ χ︡ ˣ

育成就労制度の周知 及び 企業・監理団体へのヒアリング1

学校法人アジアの風
岡山外語学院 就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プログラム開発



＜セミナーの概要＞
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V開催日時

ü ʿ 2025 8Ὦ19 ˢᴲˣ14ʿ00-16ʿ00ˢװᴎ╦⁯∑ῖ ЈрЌ˔ˣ

üϷржϱрʿ2025 8Ὦ25 ˢὮˣ14ʿ00-15ʿ15 

V広報

üЎжЄϬ⌠ ΰʺᴎ╦ᾉ ᵓΤϣᶆḗ״ ϒӛ

üЎжЄχ ψӾ χᵵ τ ΦϬ ΜθϜχ

V内容

üӾ χᵵ ρ ЪϱрЕχ ˢ“ ●Υ ˣ

üӾ τ σ ῎ễӾχ ˢ  Υ ˣ

ü ῎ễӾχˮ╥ ˯τνΜοχ ˢ  Υ ˣ

V参加した監理団体の反応

ü ⁯ῇ„ Ⱳτ ῎ễӾψ“μοΜϥΥʺễӾχ Υל ήϦοΜσΜχΥם

üḗ ρΰοϜ ῎ễӾχ ψḇαοΜϥΥʺ  ꜛ ϒχ ᴂχ ΰή
ϬḇαοΜϥχΥם πΚϥάρϬᶎ

学校法人アジアの風
岡山外語学院 就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プログラム開発



＜岡山県中央会との連携協定締結＞

50

Vᴎ╦ᾉ ᵓρψ₈ῇχ︡״ ếᴟτΰΪοʺ ὀẸ Ϭ Ὣˢ2026 1Ὦ8 Ԋˣ

V日本語教育機関と各都道府県にある中小企業団体中央会が育成就労制度に対応するための連
携協定を結ぶのは日本初のこと

＜監理団体へのアンケート＞

VЈЬЗ˔τ╥ᴥΰθḗ τψӟᴞχ‮ πϯрϾ˔ЕϬם☼

VϯрϾ˔Еπ θ ψA1˙A2ϸзϺвжЭ⌠ τ ֳ

Vᶆ χϯрϾ˔ЕϬ ϘΠʺ ᴥπԁ χḗ ˢ9νˣτПϯзрϽϬם☼

カリキュラムに関する事項
（A1～A2講習作成のため）

⁯ῇ„ Ϭ Ϊϥ χṪ ם χ ῎

⁯ῇ„ χἇ

⁯ῇ„ χϼжІ Ϊם☼ ệ

⁯ῇ„ χ ᴮχ ẉόζχ

τ ♪ΰοΜϥ ῎Ṫ ẉόζχ

ζχ τ ρ―Πϥ ῎Ṫ

ᶘ Ӫ ϬӲⱱβϥθϛχῬ Ϟ▫ᶝΪ

▀Ộ τϢμο σ ῎Ṫ χ₯Ӱ

制度・連携体制・ニーズ
に関する事項

⁯ „ τΣΪϥᴿ ˢ ʾⱲḧʾל ˣ

⁯ῇ„ Ϭם☼ΰοΜϥṐḩ

⁯ῇ„ χ ῎ễ◖ψ⁯ᴪⱢᶊ Τיּ Τ

⁯ῇ„ ῇχ ῎ễӾχם☼ ệẉόᴿ

Ӿ τΣΪϥA1„ ϒχ ᴂ

Ӿ τΣΪϥA2„ ϒχ ᴂ

Ṫ 2‹τΰΪθ ῎ễӾϒχ ᴂ

オンライン授業の実証
への協力

Ṫ ם ˢ3˙5 ˣχϷржϱр Ộχם τ╥ᴥᴦ Τ Τ

ᴦ πΚϦωζχ

学校法人アジアの風
岡山外語学院 就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プログラム開発
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カリキュラム 及び 付属教材の作成2

【実施事項/ 成果】

¸下記の特徴を有するカリキュラムを作成

ü学習内容ʿ ῎ễӾχ╥ τṁξΦʺ βˢϞϤ︡Ϥʾ ˣʺ Ψʺ Ϛʺ Ψ
χ5Ṫ Ϭᾝ πẐϛϣϦϥИ˔Їτ›ϩδο ˢ ʾ ᶨ Ϭ ΰθם σ
ᵓ ʾ◙ꜘ ᵔʾӗ Ḛ ʾ ᶨ ῎ ϬḯϚˣ

ü学習期間ʿ100時間ˢІϾЅв˔иτνΜοψʺḼỘ ›τ›ϩδο τ ˣ

ü付属する教材ʿA1˙A2χЄжНІʺA1 Ộᵵ ЂрФиʾϷзЅЗиễ∙ЂрФиˢ
ʺ ˣʺϯФзˢLearnToWork ˣ

ü料金設定やコストʿ ṛ ʾ τᴂαο Ỳ βϥ ʻ ὀẸ ᴞχḗ
τΰΪοψ Ἆᴣᶊ Ϝᾁ

¸価値を高めるための工夫

üA1йЦиχԁ τνΜοʺṪ ם Ϭ τ♯“ ỘϬם☼ˢЈЬЗ˔τ╥ᴥΰθḗ
ΥẸ ˣ

ü♯“ ῇπχᶎ ГІЕʺꜛᾪ ᴣʾ ◄ ᴣϯрϾ˔Е Ϭם☼βϥρρϜτʺ
χ ῎ễӾ ᴪχЎϴАϼϬ ΪʺЄжНІʺ Ộᵵ ʺễ∙Ϭᾋ ΰ

ü Ϟ ᶨ τΣΪϥם σЀЬвИϾ˔Єдр χΰ ρʺ ῎ ♯ᾓ
ϒχ ᴂϜӪ꜡ΰθ ρΰθάρ

学校法人アジアの風
岡山外語学院

＜取組を進める上で見えてきた課題とその対応＞

V ︡ Ϭ ϛϥτΚθϤʺᴞṜχᴿ Υ

üάϦϘπṪ ם τ ΰο ῎ϬễΠθάρΥσΤμθθϛʺḗ ẉόḼỘ
И˔ЇΥςΞσχΤ πΚμθάρ

üḼỘψᴣᶊτ ΰο ḇπΚϤʺᴣᶊχ ρΰςάϧϬ ϥάρΥ₉

VάΞΰθᴿ τ ᴂβϓΨӟᴞχῬ Ϭם☼ΰθάρΥ ῞

ü岡山県中央会と連携したセミナーの際に監理団体との情報交換会を実施ΰʺᾝ χ χ
Ϭᶎ ΰθ

üϘθʺЈЬЗ˔ῇτϯрϾ˔ЕϬם☼ΰʺζχ Τϣʺ ῎ễӾИ˔ЇϬ ᵬτ Ϊ
οᾤ ПϯзрϽβϥ Ϭ ʻζχῇʺᾤ ПϯзрϽϬם☼βϥάρπʺより具
体的な情報収集を実施

ü ὂʾ ЮзАЕϬЈЬЗ˔π τ ΰθ ʺ ỘψϷржϱрἹ꜠Ϭ⅜
ΰʺ ϞⱲḧχ ϬḜ βϥρρϜτʺ料金は導入規模・内容に応じて柔軟化し、
トライアル導入も提案

就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プログラム開発
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スケジュール

育成就労制度の周
知及び

監理団体等へのヒ
アリング

カリキュラム及び
付属教材の作成

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

チラシ・アン
ケートの

設計

説明会

＜作成したカリキュラムの実証結果＞

ם˻ ᵵ ˼

V4ּ8ʺז Ϭ τʺ2025 11Ὦ18 ˙12Ὦ12 τ♯“ Ộˢ90 /ᵕ˷8ᵕˣϬם☼

ם˻ Ὣᴮᵵ ˼

ˢГІЕ ᴣὫᴮˣ

V♯“ Ộ ῇτꜛᾪ ᴣϯрϾ˔ЕϞйЦиЎϴАϼГІЕϬם☼ΰθράϧʺ ӟ τ╥

ᴥΰθם χ ῎ễӾϒχ︡ Υ ήπΚϤʺйЦиЎϴАϼГІЕὫᴮψ Ῠ

ˢ ◄ ᴣὫᴮˣ

V ◄τϢϥ ᴣψʺ◙ꜘτ βϥ Φ ΰᵕ ʺПбзМАЕχὯ χ◙ Ϭ►Μʺ♯“

Ộ ῇπ ᶓϬΰθ

VᴞṜχ Ϥʺ5 τᵠ ΥᾋϣϦθԁ ʺ ԁⱧỘ χ3 ψ ᴟΥσΤμθʻ ◄ϒχ ᴥᶎ

τϢϤʺ3 Υ πᾧϘμο ῎► ρσϥἱΰΥꜘ€ήϦθΥʺ῎ ʾТй˔Їχ

ᴥψᶎ ήϦθ

VάϦϣϬὫᴮϬ ϘΠʺᶘ Υ πχם τνσΥϥϢΞʺЄжНІʺ Ộᵵ ʺ

  ẉό χᾋ ΰϬ“μθ

アンケート回収

ヒアリング

カリキュラム開発

実証 効果検証
カリキュラム修正

カリキュラムの実証及び見直し3

【実施事項/ 成果】

¸ḗ Ϭ αḼỘτ βϥʺᾝ И˔Їτ ΰθ π♯“ʾ῟ᴮᾁ Ϭם☼ˢṪ ם
Υ ˣ

学校法人アジアの風
岡山外語学院 就労者

取組分類対象者

参照枠A1～A2

日本語レベル

プログラム開発

カリキュラムの実
証及び見直し

2

1

3
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株式会社TCJグローバル

実施主体名 ：株式会社TCJグローバル

代表者 ：中澤 匠

所在地 ：東京都新宿区信濃町34 トーシン信濃町駅前ビル4,5,6階

職員・従業委員数：73名（2026年2月現在）

主な事業 ：これまでに世界80か国を超える国や地域から学生を受け入れている日本語
教育機関。就労者・生活者向けコースを運営している他、日本語教師養成講
座も併設をしており、育成と実践のサイクルを自社で回す事業運営も実施。
人材紹介・登録支援機関のライセンスも有しており、自社で現地教育を実施
し、その外国人材を企業へ紹介する事業も実施

本事業での役割 ：特定技能人材を対象としたクラスの実証及び業界特化カリキュラムの作成

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：株式会社プロントコーポレーション

所在地 ： Ằ  Ỹ  1-8-27

連携先の主な事業：Ԑ Ộ

本取組への期待 πזּꜛ： Ψ Ṫ ∙χ ῎ χΰ

本事業での役割 ם： ϼжІϒχ╥ᵊ

連携先２ ：X社（社名非公表）

所在地 ： Ằ

連携先の主な事業：Ԑ Ộ

本取組への期待 πזּꜛ： Ψ Ṫ ∙χ ῎ χΰ

本事業での役割 ם： ϼжІϒχ╥ᵊ

連携先３ ：Y社（社名非公表）

所在地 ： Ằ

連携先の主な事業： Ộ

本取組への期待 πזּꜛ： Ψ Ṫ ∙χ ῎ χΰ

本事業での役割 ם： ϼжІϒχ╥ᵊ

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発



体制の全体像

背景・目的

取組概要

プログラム
開発

ˮ Ṫ χ ῎ễӾϸзϺвжЭχᵫ ˯ρΰοʺᴞṜ4νχ︡ Ϭם☼ʻ

株式会社
TCJグローバル

日

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

 ψʺ ϢϤᵤᵰχᾝ ῎ễӾṐḩρ ὀϬ“ΜʺḼỘτ βϥᵰ⁯ ∙ ᵒρ
῎ễӾϬ ϙ›ϩδθˮ ›ἷРЅКІ˯Ϭ ᵫʻˮ ›РЅКІ˯Ϭếᴟβϥτ

ΚθϤʺάϦϘπ︡Ϥ ϭπΦθṪ ʾ ꜡ʾ⁯∑Ộ РЃ χ‰ ∙ιΪπψσΨʺ
Ṫ ∙τϜⱧỘᶈ ϬΰοΜΦθΜρ―ΠοΜθράϧʻ

ΰΤΰʺ  ψʺḼỘψ‰ ∙τψễӾ ⱢϬβϥӪ ψΚμοϜʺ Ṫ ∙ϒχễ
Ӿ ⱢτνΜοψ βϥἱΰΥΚϥρḇαοΜθ ʺḼỘτ ΰο Ṫ ∙ϒχ ⱢṐ
֫ Ϭ ϤσΥϣʺ Ṫ ∙Ϭ ρΰθ ῎ϼжІχᵫ ʾם τ︡Ϥ Ϛ
άρρΰθʻ

株式会社TCJグローバル

クラスに
参画した企業

特定技能人材向けの
分野別日本語クラス提供

投

海外の
日本語

教育機関

教材提供及び
教員派遣

提携

外国人材の紹介
（送り出し）

受講したクラスのフィードバック

54

垂直統合型ビジネスの案内

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発

企業開拓ˢ ⇔ψP.55˙P.56Ϭ╥ ˣ

¸  χ︡ Ϭ βϥρρϜτʺ Ψχ ὀ ḼỘϬᶎ βϥάρϬ τʺ ˑσ︣ πχ
╥ᴥḼỘϬ

1

特定技能の分野別日本語クラスの実証ˢ ⇔ψP.57˙P.58Ϭ╥ ˣ

¸ḼỘτϢϥ Ṫ ∙τ βϥễӾ ⱢϬ βϥάρϬ τʺ Ṫ ∙Ϭ ρΰ
θ ῎ϼжІϬם☼βϥρρϜτʺ Ṫ ∙τḩβϥḼỘИ˔ЇϬ Ӄ

2

分野別カリキュラムのブラッシュアップˢ ⇔ψP.59Ϭ╥ ˣ

¸ τΣΜοם☼ΰθ ῎ϼжІχם Ϭ ϘΠοʺỘᵦ ᴟἷχ ϸзϺвжЭϬ⌠

3

垂直統合型ビジネスへの活用ˢ ⇔ψP.60˙P.61Ϭ╥ ˣ

¸ ›ἷРЅКІϬῲΫϥθϛτʺᵤᵰχ ῎ễӾṐḩρχ ὀếᴟʻζχ πʺ ˙
χ︡ Ϭ  Ͻи˔ФΥם☼βϥ ›ἷРЅКІϒᶨ

4
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株式会社TCJグローバル

特定技能の分野別日本語教育カリキュラムの開発
プログラム

開発

企業開拓1

【実施事項/ 成果】

＜多方面での情報発信＞

¸一人でも多くの関係者の「目に留まる」きっかけを創出することを重視

¸ἇ σ︡ ψӟᴞχ Ϥ

üϷржϱр πʺ Ṫ ∙χ⅜ ẉό Ṫ ΰΪϼжІτḩβϥЈЬЗ˔Ϭᵫ℗

ü  ρνσΥϤχΚϥḼỘ τЮиЫϹϬ ˢԁ ЈЬЗ˔τ╥ᵊΰθιΪχḼỘ π
ΚμοϜЮиЫϹϬ ớ ˣ

ü ˑσSNSϬ ớᶨ ΰʺ  χ︡ ϬPR

ü ︡ χϙσϣγʺ  χ χ︡ τνΜοϜʺ τ ︣ФйІзз˔ІЂϱЕπ

＜日本語教育クラスの参加企業の確保＞

¸ Ṫ ΰΪϼжІτḩΰʺ6ּזχ╥ᵊΥᶎ

¸╥ᵊḼỘτψʺ Ṫ ∙ϒχ Ộχϙσϣγʺ ∙ ᵒ χTCJϽк˔НиΥ βϥ χ
Ђ˔РІϜḯϛο ᵒΰʺῇ βϥ  χ ›РЅКІχ τṄ

【ポイント】

＜教員の待遇改善を実現するための「営業」マインドセット＞

¸ễԌχ Ἆᵠ Ϭםᾝβϥτψʺꜛּזχ ׃ Ϭ‰ϛϥ ΥΚϥάρτḦϙϥρʺ ᶘ
χϙσϣγʺḼỘΰΪχ︡ Ϭ ϞβΥ πΚϥ ʺ企業からの認知と関心を高めるため
に、組織として「営業」に関するマインドセットを持つことが肝要

＜「打率」よりも「打席数」＞

¸「どの情報発信がどれだけ効果的か」を考える以上に、まずは多角的な発信をすることが肝要

取組の詳細

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発



＜企業開拓に関する取組（AIDMA で整理）＞

V  ψḼỘᵫ τΚθϤʺΜΦσϤḼỘρχ Ϭ“ΞχπψσΨʺまずは自社及び自社の取

組に対する「注意」を向け、「関心」を持ってもらうことを重視
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株式会社TCJグローバル

Attention( Ӫ)

Interest(ḩ )

Desire( Ẑ)

Memory(Ṝᴓ)

Action(“ )

Å ᾽ẁ Υʺζχ

ϘθψЂ˔РІ

χάρϬˮ ϣσ

Μ˯ ệ

Å ︣ФйІзз˔ІЂ

ϱЕπχзз˔Іʺ

SNSχ ‍ʺЮиЫϹ

ϞFAX χ ʺ多

方面での宣伝を実施

各フェーズ 本校の取組

Å ᾽ẁ Υʺζχ

ϘθψЂ˔РІ

Ϭ μοΜϥϜχ

χˮọ ΥσΜ˯

ệ

Å Attentionπם☼ΰθ

άρϬἣϤ ΰʺ「単

純接触効果」 を創出

Å ᾽ẁ Υʺọ Ϝ

ⱱμοΜϥΥʺ

ˮ ΰΜρϘπψ

◘μοΜσΜ˯ρ

ΜΞ ệ

Å ЈЬЗ˔Ϭ︠℗βϥά

ρπʺḼỘ τρμο

χϼжІ╥ᴥχЮзА

ЕϬϩΤϤϞβΨ

βϥ ʺ企業側のニー

ズを喚起

Å ᾽ẁ Υʺζχ

ϘθψЂ˔РІ

τνΜοˮ ΰΜ

ρ◘μθάρϬ

ϦοΜϥ˯ρΜΞ

ệ

Å ЈЬЗ˔╥ᴥּי τ

ΰʺЮ˔иϞ π

Ⱨῇ σ Ϭ“

Ξ ʺ記憶を呼び起こ

させる︡ Ϭם☼

Å ᾽ẁ Υʺζχ

ϘθψЂ˔РІ

τνΜοˮם∑τ

† βϥϘπτψ

♩μοΜσΜ˯ρ

ΜΞ ệ

Å ḼỘρχ1 1πχ κ

›ϩδχ Ϭ ΰʺ

ḼỘ χ ὯϬᶎ

ΰννʺクラス参加

を確約にまでつなげる

ような交渉Ϭם☼

ü 「 注 意 」 を 向 け 「 関 心 」 を

持ってもらうことを重視

ü 一足飛びに「行動」に至る状

況を目指さない

ü ˮḩ ˯ϬⱱμθḼỘΥᴦ

σᾢϤˮ“ ˯τϘπӱϥϢ

ΞτὋ Т϶к˔

Å ˮTCJᵰ⁯ ∙Times˯ρΜ
Ξ ЂϱЕϬ ΰʺ ṍ
τ

Å ψ ︣PRЂϱЕ
χ ЂϱЕπϜ︡Ϥ Ϋ

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発
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株式会社TCJグローバル

特定技能の分野別日本語クラスの実証2

【実施事項/ 成果】

¸ ḼỘτ Ṫ ᵰ⁯ Ϭ ρΰθ ῎ϼжІϬᵫ 

¸継続的な日本語能力の向上と特定技能2号試験対策のニーズを確認

¸  χṌ Ѐ˔Іρΰοχּזᵓ ΰΪ ῎ễӾϬ ᵫβϥROCⱧỘˢResidents, Overseas, 
Company / ∕ ʾיּ ΰΪЀ˔ІˣχИ˔Їχ‰ϘϤϬᶎיּ

【ポイント】

＜特定産業分野の選定＞

¸ ▀Ộ χ τΣΜοψʺTCJϽк˔Ниχ Ṫ ∙ ᵒⱧỘρχ Ϭ― ΰʺ
ψʺ ḼỘΤϣχẐ И˔ЇΥ ΰοΣϤʺΤνˮ ῎ễӾϬ“ΞάρτϢϥᵒ

∕ᴣ Υ ΦΜ˯ρ―ΠϣϦϥ ρΰοʺᵰ ʺᵒῐʺ τ Ϭ‒μο ὀ χᶎ
ϬḼ

＜多様な連携先の確保＞

¸ χḼỘᵫ τΣΜο ˑσỘ χ ὀ Ϭᶎ ΰθάρΥ ῞

＜特定技能人材向けの日本語教育クラスの概要＞

対象/ 実施形式

ÅḼỘ π Ψ Ṫ ∙ˢ1ּזΚθϤ10 Ϙπˣ

Å ῎йЦиA2˙B1

ÅМϱУзАЕϘθψϷржϱрἹ꜠

Åᵰ Ộʺ ʺРиϼз˔ИрϽʺꜛ כּ ʺԐ
Υ

スケジュール

工夫点

Å 2025 11Ὦ˙2026 1Ὦ ʺ 2ᵕʺ1ᵕ60

参加企業に対する依頼

Å ⱧỘχ ⁮ ⌠ τ Ξ ằ

Å ФкϽжЭᵫ ⌠ Ẹ ˢПϯзрϽ Ϭ ˣ

ÅỘ Ϟ ḕẽτ›ϩδοϸІЌЫϱЇΰθ ῎ϼжІ

ÅϼжІπᶘϭι ᾝϬζχϘϘ π♯ΰοϜϣΞάρπʺᾝ
τ₢ίΰθ ῎ᶘ χἹϬ μοΜΨάρϬḼ

ϼжІχ ◓

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発
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株式会社TCJグローバル

＜特定技能人材向けの日本語クラスを受けた企業からの生の声＞

V ῎ϼжІϬ ΪθḼỘΤϣψᴞṜχӪᾋΚϤ

VᴞṜχӪᾋϬ ϘΠϥρʺ ῎ễӾṐḩΥḼỘ χ Ṫ ∙ϒχ ῎ễӾ ⱢϬ β

τΚθμοψʺּזԌ Ϭΰ ήδθΜӪΰΥếΨʺB to CχỘ χ πχ‰ΜЀЬвИ

Ͼ˔Єдр ΥẐϛϣϦϥḼỘτ ΰʺ日本語教育授業が、従業員の日本語能力が向上する

のみならず、従業員のモチベーション向上や、非言語コミュニケーション能力の向上にも寄与

し得ることを強調することが肝要ρ ╔

Å π Ψ χᵰ⁯ ІЌАТˢ⁯ Ϟ ῎йЦиψ ˑˣΥʺ ῎ễ
ӾϼжІτ╥ᴥβϥάρρσϤʺם∑τ ῎ễӾϼжІϬᾋᶘΰθʻ

Å ῎ϼжІπψʺ χ Ϊ Ϟ ϒχέӛ ʺ ΰΜⱲḧ χ ὀχ Τ
Ϊσςʺ πם∑τṞάϤΞϥ Ϭ Ϥ︡Ϥʺ ΜТй˔ЇπἣϤ ΰ
ΰοΜοΜϥ ◓σςϬᶎ ΰθʻ

Åם∑τ ῎ễӾϼжІϬᶎ ΰθράϧʺᴞṜχάρτṓΥ Μθʻ

ü╥ᴥΰθᵰ⁯ ІЌАТΤϣˮϜμρΣẁ ρᵓ ϬΰθΜ˯ˮ π Ψ
ΦθΜ˯ρΜμθϢΞσ Ϭ ΜθάρΤϣʺ ῎ễӾϼжІΥʺ自社

の従業員のモチベーション向上に寄与していること

üΩ ψ Υ ήΨʺГϺІЕϬᾋσΥϣק Υκτ ϭπΜθ „ ϜʺЧ
ϯм˔ϼϬ φϥΞκτʺ ︣χ ϬᾋοψμΦϤρ ζΞρβϥ ◓Υ
Πϥσςʺ σ ῎ Υΰ ΰθιΪπψσΨʺ接客業を行う上で必
要となる非言語コミュニケーション能力も向上

üГϺІЕτσΜԁᾠϬꜛ σϤτ Ϊ ΰοϙθϤβϥ◒ϜᾋϣϦϥσςʺ
Σẁ χάρϬ―Πʺ主体的に日本語を学ぶ姿勢が身に付いたこと

Ԑ Ộᵦχ
ḼỘ יּ

Å „Ϭ αθ ᴟρΰοʺם∑τ ῎ χΰ ΥᾋϣϦθθϛʺϜΞ ΰ

Ψ „ήδθΜρḇαθʻ

ü ỘԌ ●χЀЬвИϾ˔ЄдрτΣΪϥ ḇϬᾚϣΰʺ現場での意思疎

通をよりスムーズにすることが、日本人・外国人双方のスタッフにとって重

要な課題であり、教育投資がその解決に直結すると実感

ü᾽ẁρχ σЕжУиψ σΜϜχχʺּז ϒχṜ σςˮṐ

σ ῎ ˯ΥẐϛϣϦϥ Ϝ ∕βϥθϛʺᾝ π ρσϥЀЬв

ИϾ˔Єдр Ϭ ΰννϜʺם ᴦὧσ ϙ Φχ ψΣϧζΤ

τπΦσΜ

Å Ṫ 2‹ϒχӱ“Ϭ αθˮ ṍᾼ χᶎ ˯τ βϥṍ ψ ΦΨʺḼỘ

ρΰοϜ ớ τӱ“Ϭ ΰθΜʻ

üם ὊᾓτᴥΠοםṪ♯ᾓ›ᶊϬ◦כβϥФкϽжЭπΚϦωʺ ᾏ ∙Τ

ϣχ Ϥ ΠЀІЕτựΜ χ ⱢπΚμοϜ› ρ πΦϥᴦ

ΥΚϥ

Ộᵦχ
ḼỘ יּ

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発
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株式会社TCJグローバル

分野別カリキュラムのブラッシュアップ3

【実施事項/ 成果】

¸ ῎ϼжІχם Ϭ ϘΠοʺ ϸзϺвжЭχ⌠

¸ἇ τψʺԐ Ộʺ ỘʺРиϼз˔ИрϽỘχϸзϺвжЭχ⌠ Ϭםᾝ

¸₈ᵕ⌠ ΰθϸзϺвжЭẉόϸзϺвжЭ⌠ χᵃ πḼỘΤϣ θ ˕Їψʺ₈ῇʺ
 ΥᵤᵰễӾṐḩρ ὀΰοם☼βϥ ễӾτϜᶨΤΰοΜΨάρϬᾁ

【ポイント】

¸  ψϸзϺвжЭ⌠ ψᴞṜχ ϬὊο⌠

ü

üם ϼжІπ►ΞθϛχϸзϺвжЭӛ⌠

üϼжІπχם

üϼжІτ╥ᴥΰθḼỘϒχПϯзрϽ

üϼжІπχם ẉόḼỘПϯзрϽϬ ϘΠθ πχϸзϺвжЭχУжАЄвϯАФ

¸ ṜχῬ ϬὊθάρΥʺḼỘИ˔ЇϬᶎϤρ ֳΰʺḼỘΥ ῎ễӾṐḩτ ΰο Ɫ
ϬΰθΜρ◘ΠϥϢΞσϸзϺвжЭ⌠ τṄ

＜カリキュラムの概要例：プロント社への提供内容＞

Vᾝ ╥ᴥϬᾖ ρΰθМϱУзАЖἹ꜠πʺN4йЦиϬ ΰθϼжІйАІрϬ ằ

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発

# 日付 曜日 内容 Cando

1 11Ὦ7 Ỳ L1- ꜛᾪ ᵒ ʿϕΤχּזԌχ πꜛᾪ ᵒϬβϥ
̞ФкрЕּזԌϜ╥ᴥ

РЅКІ π χּזԌχ πԊ χϢΜꜛᾪ ᵒχΚΜήνΥ
πΦϥ

2 11Ὦ10 Ὦ L1- ꜛᾪ ᵒ ʿḐὝᵓπ χ ρ β ᵓ χḐὝᵓπ ︣τḛ σꜛᾪ ᵒχΚΜήνΥπΦʺ
πϢΨ ΤϦϥל τ ΰοϞϤ︡ϤΥπΦϥ

3 11Ὦ14 Ỳ L3 ◙ꜘχ σ Ϭᶎ βϥ РЅКІ κ›ϩδσςχ  Ϭ Ϊʺ χθϛχϞ
Ϥ︡ϤΥπΦϥ

4 11Ὦ17 Ὦ L5 ϷТϰІṐṀχЕжУи РЅКІ ṐṀϞṐᵣχЕжУиχ ệϬ τיּ ΰοʺ ᴂ
├Ϭᶎ πΦϥʻ

5 11Ὦ21 Ỳ L6 ӛ Ю˔иτ βϥ РЅКІ ₔ ᵓχӛ Ю˔иΥ ᵔπΦʺ ὧχ ΥπΦϥʻ

6 11Ὦ24 Ὦ ψΣẈϙπβʻ

7 11Ὦ28 Ỳ L7 ˮᾕṓχϜρ˯ψσϭπβΤ ᵓ Σ῀Μτꜛ χῨΦσάρτνΜο βάρτϢμοʺ
︣Ϭ ᵔβϥʻ

8 12Ὦ1 Ὦ L7 ˮᾕṓχϜρ˯ψσϭπβΤ
άάϘπχϘρϛʾ

ᵓ Σ῀Μτꜛ χῨΦσάρτνΜο βάρτϢμοʺ
︣Ϭ ᵔβϥʻ

9 12Ὦ5 Ỳ L8 ︣Υ ϤσΜ˂ РЅКІ ṍᾢϘπτ▫ⱧΥ ϩϣσΜ ệϬ ΰʺ ᴂτνΜ
ο πΦϥʻ

10 12Ὦ8 Ὦ L12 ◓ằχάϧ τσμθϜχ ᵓ ӽϞ τϢμοʺӰσϥ ᴟ τνΜο βάρ
τϢμοʺ ︣Ϭ ᵔβϥ

11 12Ὦ12 Ỳ L12 ◓ằχάϧ τσμθϜχ
̞ІС˔Ўᾖ‍⌠

ᵓ ӽϞ τϢμοʺӰσϥ ᴟ τνΜο βάρ
τϢμοʺ ︣Ϭ ᵔβϥ

12 12Ὦ15 Ὦ ІС˔Ў
ˢ1 3 ל˴ /Тϰ˔ЖНАϼ5 ˣ˷10

ᵓ

13 12Ὦ19 Ỳ ˢЀрРИχ ῎ˣL19 έ ϬΣΤΪΰοβϙϘ
δϭ

Ộ τЬІϬ ⁮ΰʺּך√βϥάρΥπΦϥ

Ẉϙ

14 1Ὦ9 Ỳ ˢЀрРИχ ῎ˣL20 ₈ Τϣ ϬΣḻΜΰϘβỘ χẁ Ϭ Ӄΰʺ χ χ―Π Υ ᵔπΦϥ

1Ὦ12 Ὦ ψΣẈϙπβʻ

15 1Ὦ16 Ỳ βГІЕˢ ṐⱲḧψJLPT ♯ˣ ГІЕ ˔

16 1Ὦ19 Ὦ Ϛʾ Ψʾ ΨГІЕ˴ᵔ ГІЕ ˔

17 1Ὦ23 Ỳ ꜠ Ộ Ϧϥ Ϭ ΰʺ βϥάρΥπΦϥ



＜本校の垂直統合型ビジネス＞

V  ψʺᵤᵰ ῎ễӾṐḩρ ὀΰʺᾝ πχ ∙ ἕʺ ῇễӾχ ằʺ ḼỘϒ

χ ∙ ᵒϘπԁḤΰο ằβϥˮ ›ἷРЅКІ˯Ϭ ᵫ

V11ϸ⁯63ּזˢ2026 1ὮⱲ ˣχᵤᵰχᾝ ῎ễӾṐḩϞ Ϥ ΰṐḩ ρ ὀβϥά

ρπʺ11,500 ṛ χ Ṫ ᵰ⁯ ∙χ ᵒΥᴦ

V ῇχ ῎ễӾτ ∙ ᵒϬ ϙ›ϩδϥρρϜτʺ χיּ Τϣ ῇϘπχ

Тк˔Ϭ  ΥԁḤΰο“ΞάρπʺᶆТк˔ḧχЬІЫАЎϬσΨΰʺḼỘΥẐϛϥ ῎

йЦиϬ βϥ ∙χ ᵒϬםᾝ

60

株式会社TCJグローバル

垂直統合型ビジネスへの活用4

【実施事項/ 成果】

¸ ˙ χ︡ ρ Ⱳ “ τʺᵤᵰχ ῎ễӾṐḩρχ ὀ Ϭếᴟ

¸Ϙθʺ ˙ χ︡ π θ ᾋϞ᾽ẁКАЕм˔ϼϬ₈ῇ  χ ›ἷРЅКІτᶨ

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発
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株式会社TCJグローバル

スケジュール

企業開拓

特定技能の分野
別日本語授業

業界特化カリ
キュラムの作成

垂直統合型ビジ
ネスへの活用

海外機関との連携強化、及び開拓した企業へのアプローチ等

3

2

4

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

方針設計

分野選定
プログラム作成

候補先リスト
作成

企業開拓

クラスの実証

カリキュラム作成
ブラッシュ

アップ

＜海外の日本語教育機関との連携について＞

V χᵤᵰṐḩρχ ὀχЀБψӟᴞχ Ϥ

ü海外現地日本語教育機関のニーズ把握

ī Ψʾ βχễ∙Υ ϤσΨο₉μοΜϥρΜμθӪᾋϬ Τϣᶎזּ

ī χ Ộ ᴟϞЫЗ˔ϬễΠϣϦϥ Υ ϤσΜρΜΞӪᾋϬ Τϣᶎזּ

ü海外現地日本語教育機関の選定

ī Ṫ /Ṫ ם Ϭ τ Ϥ δϥ⁯ʺӔΜψ ϒχ ᶘ Υ Μ⁯Ϭ

īṪ ם χ Ϥ ΰϬ ρΰθṐḩπψσΨʺ ϒχ ᶘ Ϥ ΰϬẛ χ︠
θϥⱧỘρΰθễӾṐḩχ ΥϯФк˔Ў ρΰο ˢễӾṐḩχ Υʺ ῎ễӾ
ϒχḇ Υ‰ΜάρΥ ˣ

VϘθʺ  ψᵤᵰᾝ ῎ễӾṐḩτ βϥ ῎ễӾ◙ ˢᵰ⁯ χיּ ễӾ
χếᴟˣτνΜοʺᴞṜχ︡ Ϭם☼

ü「話す・聞く」能力の向上

ī  ᾝ ṐḩιΪπψ ΰΥκσˮ Φθᵓ ˯χᶘ ṐᵓϬ ằβϥθϛʺ  χДЅ
Ќиễ∙ˮᵫΨ ῎˯ˢ ᵊễ∙ ˣϬᾝ Ṑḩτ ằΰʺễע πᶘϭι ϬϜ
ρρΰθᵓ Ϭ ʺ ᵔτϢϥзІИрϽ ΰ χ ʺẉόꜛ︠ᶘ Ϭ
ᵫˢКО˔иʺϱрЖКЄϯʺЬарЫ˔ ʺ2026 2ὮⱲ π11Τ⁯τ ᵫ ˣ

ü「日本社会への理解」を強化する教育

ī σϥ῎ᶘᶘ τ ϘϣσΜˮ ễӾ˯ρΰοχלΰ χםᾝτΰΪʺ πχ
ם Ϟ ᴟʾЫЗ˔τ ΰθКϱГϰУ ∙ˢễ◖ˣχЛϳМϳ ằχ Ϭ
Ӄΰθ πʺᾝ ễӾχלʾ ∙йЦиχԏΦ ΫχםᾝτΰΪθễ◖/КϱГϰУ
∙ χ ∙Ϭᾝ τ ᾏ

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発
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一般社団法人
全日本教育研究会

実施主体名 ：一般社団法人全日本教育研究会

代表者 ：渡邉 諭

所在地 ：東京都新宿区西新宿1-25-1 新宿センタービル46階

職員・従業委員数：3名（2026年2月現在）

主な事業 ：(株)エイジェックのグループに所属する教育分野の専門法人であり、同グ
ループ法人各社と連携し、試験会場運営事業、高校生進路ガイダンス、吹奏
楽・管打楽器指導者認定協会の運営等の幅広い事業を実施

本事業での役割 ：プロジェクトマネジメント及び教材作成

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：株式会社エイジェック

所在地 ： Ằ Ỹ 1-25-1 ЈрЌ˔Ри46ᵬ

連携先の主な事業： ∙ʾᾼ τḩϩϥỘ

本取組への期待 ： ῎ễӾτḩβϥ ᾋχᶍ

本事業での役割 ： ễӾᾆẕᵓρ ὀΰθФкЅϴϼЕЫКЅЮрЕẉόễ∙⌠

連携先２ ：一般社団法人日本外語教育会 ミッドリーム日本語学校

所在地 ： Ằ Ỹ 2-24-12

連携先の主な事業： ῎ễӾṐḩ

本取組への期待 ：ễ∙χ⌠ ẉόРиЮрГЗрІỘᵦΰΪχ„℅Ṑᵓχᶍ

本事業での役割 ：ễ∙⌠ ẉόḗ

連携先３ ：一般財団法人建築物管理訓練センター

所在地 ： Ằ ‛ Ỹ 5-12-5 РиЮрГЗрІᵓḬ5ᵬ

連携先の主な事業：Риϼз˔ИрϽẉόРи Ḛ τḩβϥ ỘἩ χם☼ρ ∙ ᵒ

本取組への期待 ：Риϼз˔ИрϽτḩβϥᵓ Ϭ ♪ΰθ ῎ᶘ ễ∙χ ẉ

本事業での役割 ：ễ∙χ ⌠ρḗ ẉόРиϼз˔ИрϽḼỘχ ᵒ

就労者

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

プログラム開発



体制の全体像

背景

取組概要

プログラム
開発

ˮAIϬ ΜθРиЮрГЗрІỘᵦτ ᴟΰθ ἷχ ῎ᶘ ễ∙χᵫ ˯ρΰ
οʺӟᴞτ︡Ϥ Ϛʻ

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

Риϼз˔ИрϽψʺ Ṫ ᵰ⁯ Υ ⱧπΦϥ χԁνπΚϥΥʺם∑τ χ
Υיּ βϥὺ χ Ộ ϬΰοΜϥ∑τʺ Τϣχיּ ›δˢ☼ ϞГЗрЕ χ
ᵓˣʺ◘ϩυⱧ ˢ ἇ› χӰ ʺᴲⱧσςχừẍⱧ ˣτ ἎβϥάρϜ ήϦϥθ
ϛʺᵰ⁯ ꜛΥיּ πᾝ χ ệϬ ῎π ΠϣϦϥᵓ ΥẐϛϣϦϥỘ ʻ
ΰΤΰʺᾝ χРиϼз˔ИрϽτΣΪϥ ῎ᶘ ễ∙ψ ϙ Φτψ ᴂπΦοϜʺᵓ
τ ᴂΰθϜχψ ΰοΜϥχΥם ʻάΞΰθם τ ᴂβϓΨʺAIϬᶨ ΰθᵓ
ρỘ ᵔ χΰ ϬḼ ΰθễ∙Ϭ⌠ ʻ

連携体制の構築ˢ ⇔ψP.64Ϭ╥ ˣ1

¸AIϬᶨ ΰθᵓ ễ∙Ϭ⌠ βϥθϛχ Ϭ 

企業へのヒアリングˢ ⇔ψP.65˙P.67Ϭ╥ ˣ2

¸РиЮрГЗрІḼỘχᾝ ♪╔ẉόПϯзрϽϬם☼

教材作成ˢ ⇔ψP.67˙P.69Ϭ╥ ˣ3

¸ḼỘИ˔ЇϬ ϘΠοʺ4ּיḧπ ὀΰσΥϣʺἇ χễ∙Ϭ⌠

63

一般社団法人
全日本教育研究会 就労者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発

ԁ ְ֫

ミッドリーム
日本語学校

ビルメンテナンス
企業

日本語教育機関

投

ỘӢ ʾ Ộ

4社間連携によるコンテンツ開発

Ộ ằ

（事業実施期間後の予定）

全日本教育研究会
ỘӢ ʾ Ộ

ˢ ḧπזψ4ּ׃ ˣ

Ộ ằ

⌠ ễ∙χ
῎ḗ

ễ∙ ằ

(一財)建築物
管理訓練センター

(株)エイジェック

Риϼз˔ИрϽ
τḩβϥ

ᾠ

全日本教育研究会
Ộ

参照枠A2～B1



64

AIを用いたビルメンテナンス業界に特化した対話型の日本
語学習教材の開発

プログラム
開発

連携体制の構築1

【実施事項/ 成果】

¸ (ԁּז) ễӾᾆẕᵓ/(ᶴ)ϵϱЅϴАϼ/ЬАЖз˔Э ῎ᶘ /(ԁ∞)ὺ Ḛ Ἡ Ј
рЌ˔χ4者間で連携する体制を構築

【ポイント】

Å単独で教材開発をせず、関係者の強みを活用ΰθάρ

取組の詳細

＜関係者の役割と強み＞

V ФкЅϴϼЕψʺФкЅϴϼЕЫКЅЮрЕ Ϭ“Ξ ʺ ῎τḩβϥ σ ᾋϬ

ⱱν ῎ᶘ ʺРиЮрГЗрІỘᵦτΣΜο ỘἩ τם Ϭ βϥ Υ互いの強

みを活かして、役割分担をする体制を構築

関係者 役割 強み

(ԁּז) ễӾ
ᾆẕᵓ/ (ᶴ)ϵϱ
ЅϴАϼ

ÅФкЅϴϼЕЫКЅЮрЕẉ
όễ∙⌠

Å ˑσễӾτḩβϥ ṛФк
ЅϴϼЕϬ︣ᶝΪοΦθὊᾓ

ÅAIτḩβϥ ᾋ

ЬАЖз˔Э
῎ᶘ 

Åˮ ῎ᶘ Ϭβϥ π
σ τσμοΜϥΤςΞ
Τ˯ρΜμθḢ πʺễ∙χ
ḗ Ϭ“ΞρρϜτʺꜛ π
Ϝễ∙ᾖ‍χ⌠ Ϝם☼

Å ῎ễӾṐḩρΰοχ
῎ᶘ τḩβϥ σ
ᾋʾὊᾓ

(ԁ∞)ὺ Ḛ
Ἡ ЈрЌ˔

ÅРиϼз˔ИрϽ⌠ỘτΣΪ
ϥם∑χỘ Ϭᶘϐ πʺ
σ τσμοΜϥΤʺρ
ΜΞḢ πʺễ∙χ ⌠ẉό
όḗ Ϭ“ΞρρϜτʺḼỘ
ᵒϬם☼

ÅРиϼз˔ИрϽχ ỘἩ
Ϭ“Ξ ρΰοʺРи
ϼз˔ИрϽỘ τΣΪϥ

σ ᾋʺὊᾓ

一般社団法人
全日本教育研究会 就労者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 参照枠A2～B1
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企業へのヒアリング2

【実施事項/ 成果】

¸РиЮрГЗрІ τ ᴟΰθ ꜘᵓˮРиЮрПв˔ЫрТϴϯ˯ˢ2025 11Ὦ19
ᵫ℗ˣτοʺ ΰθ χРиЮрГЗрІḼỘρ ΰʺḼỘᴿ Ϭᶎ

ḧπי4ּ¸ ὀΰννʺビルメンテナンス企業の現場視察及びヒアリングを実施

【ポイント】

¸Ộᵦ ᴟχ ꜘᵓτʺ⌠ χễ∙τḩβϥ Ϭ“ΜʺḼỘρχ Ϭⱱνάρ

¸認定日本語教育機関が現場を視察すること

¸ᾝ χ ʾᵰ⁯ χ τПϯзрϽϬβϥάρπʺ χḇαοΜϥᴿ ρʺᵰ⁯
ΥḇαοΜϥᴿ χ Ϭ Ӄ

＜ビルメンヒューマンフェアのパネル＞

一般社団法人
全日本教育研究会

＜ビルメンヒューマンフェアにおける企業からの意見＞

VРиЮрПв˔ЫрТϴϯπʺ ΰθРиЮрГЗрІḼỘχ ˢḼỘיּ χḚ

Υיּ Μˣẉό ∙ ᵒᵓּזΤϣʺᴞṜχӪᾋϬ Ϊθράϧ

ü会話力向上のニーズの高さ

Å ṐΥ► πΦσΜᾝ ˢ ʿἋ ˣϜΚϤʺΩ τψᵓ Υ ρχ

ÅJLPTπψ ϦσΜᵓ ΰ τḩβϥИ˔Їψ Τϣᶎזּ

ü対応言語

Åֽ῎ʺ ⁯῎ʺЦЕЗЭ῎ʺϱрЖКЄϯ῎ʺЌϱ῎ʺЬарЫ˔῎ϒχ ᴂИ˔ЇΚϤ

ü人材会社特有のニーズ

Å ∙ ᵒᵓּזρ ὀβϥᵤᵰχ Ϥ ΰṐḩπχᶨ χᴦ ΚϤˢ ʾ χ

τọ ϬⱱνḼỘΥ ∕ˣ

Vζχ ʺễ∙χᴣᶊτνΜοϜ ˑσӪᾋϬᶎ

VРиЮрПв˔ЫрТϴϯχ ꜘᵓπʺ
ὺ Ḛ Ἡ ЈрЌ˔χ ꜘУ˔Іτ
ΰʺ τיּ Ẑβϥθϛτ֒Ṝχ

ОКиϬ ꜘ

V χУ˔ІΥΚϥ ꜘᵓχ πʺԁ
πϜ Ψχ χ τ ϘϥάρϬ ♪β
ϥθϛτʺ⌠ ễ∙χ Ϭ τṜ∏

就労者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 参照枠A2～B1
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＜現場視察・ヒアリング結果（1/2 ）＞

Å⌠Ộ◙ꜘτ μο⌠ỘϬ“ΞᾢϤʺᾝ τ βϥ Ӫ꜡ψΚϘϤḇαοΜσΜʻ

Åꜛ ψ σ ⌠ỘΥπΦοΜϥρ◘μοΜϥʻᵰ⁯ χ
ᾝ יּ

Åˮ τΦϦΜιΤϣ βϥ ψσΜ˯ρ ︣τ ήϦοΰϘμθάρΥ
ΚϤʺ▫Ⱨτ βϥӪ꜡Ϭḯϛοʺ τḩβϥ ᴟ σ ꜡χӸΜϬḇαο
ΰϘΞ ϜΚϥʻ

Å  Ϟ ρΜμθ Ὡήτḩβϥ―Π Ϝ⁯ʾ ӽτϢμοӰσϥʻ

Å ΜӂΜχ πψσΨʺζϜζϜˮᴡΥ ὩρΜΠϥ Τ˯ρΜΞḇᶐΥ
⁯ʾ ӽτϢμοӰσϥʻ

ÅϘθʺ ⱲḧỠ ΤνϯиНϱЕ χ πψʺᵰ⁯ ∙ϒχ σễӾ
ⱲḧΥᶎ πΦοΜσΜʻ ῎ễӾΥ ΜνΤγʺᾝ πψᵰ⁯ ●χ ᾠ
τӢ βϥ ΥᾋϣϦʺ ᵔ Ϟ⌠Ộ τωϣνΦΥל αοΜϥʻ

χ
ᾝ יּ

一般社団法人
全日本教育研究会

Å⌠ỘԌτὧԌΥ θ∑τʺϞϚϬ γ Ⱳ τḛӬσ ϬΣḻΜΰθΥʺζχ

ῇὧԌΥΜσΜ ệπϜʺ Ⱳ σ ᴂΥ ΜοΰϘΞρΜΞЬІЀЬвИϾ˔

ЄдрΥ βϥάρϜΚϥʻ

Å ⁯ ʾ ⁯ ῇτψ ῎Ϭ Ὁ τᶘϐṐᵓΥΚϥԁ ʺ ᵫ◐ῇψὓᵊ

σᶘ ṐᵓΥᾢ πΚϥʻ

Å ῎ᶘ ẘχ ỘԌτΣΜοʺỘ ◙ꜘχ ᵔϞ ỘԌḧχӪ◘ τ

ΰήΥϙϣϦϥ ΥΚϥʻ

Åθιΰʺ ϯФзʾ ʾ χ◦כʾи˔Гϰрᴟ χῬ τϢϤʺỘ Ὃ

ψᵵφ◦ σΨם☼ήϦοΜϥʻ

ÅỠ χ Μ πψ ῎֫ Υӗ ΰοΜϥἱΰʻ Ṫ 2‹ϒχӱ“τ

ΰΪʺ ῎χếᴟИ˔ЇΥ ꜡ήϦοΜϥʻ

χ
ᾝ יּ

V χḼỘχРиϼз˔ИрϽᾝ Ϭᶎ ΰθράϧʺ清掃という行為に関する日本人と外国
人の文化的な違いΥ ΰοΜϥάρϬᶎ

Vζχ ʺ χᾝ χיϞὊְּיּ χ Ϭᶎ

ÅРиϼз˔ИрϽρԁᾠπΜμοϜʺϷТϰІРиʾ ԚʾШГи τϢμοʺ

► ήϦϥᾠ χӸΜˢ ῎ˣϞʺỘ τ Φσ₯ΥΚϥθϛʺ Ộ

τᴂαθễӾϬ―Πϥ ΥΚϥʻ χ
Ὂְּי

就労者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 参照枠A2～B1
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＜現場視察・ヒアリング結果（2/2 ）＞

一般社団法人
全日本教育研究会

VσΣʺễ∙⌠ τᾝ∑םΥיּ Ϭ♪╔βϥρʺễ∙⌠ τᶨΤδϥϢΞσ יּ╣ χ
ṓξΦΥΚμθ

üРиϼз˔ИрϽρΜΞρʺ ΥάϦϘπᶘ ễӾ πם☼ΰοΦ
θ ϬϱЮ˔ЅΰΥκιΥʺם∑χᾝ ⌠ỘψϱЮ˔ЅρӰσϥ

ü Τϣβϥρʺ⌠Ộ︣יּ ϞЪϱрЕʺ Ӫ ʺ ἇχ ρ
ΥζϜζϜϩΤϣσΜχΥם

üϘθʺ Ộּיχ ₯ʾ ᶊ₯τϢμο⌠Ộ◒ Υ ΦΨӰσϥάρϜ
άχỘᵦτΣΪϥ Φσ χԁνπΚϥάρΥ

יּ╣ πχ
ṓ Φ

教材作成3

【実施事項/ 成果】

¸AIϬ Μθᵓ ἷễ∙Τν ▀Ộ χϋρνπΚϥРиϼз˔ИрϽỘτ ᴟΰθễ∙
ˮτϕϭέΜϧψ˯χ⌠

¸⌠ ΰθễ∙Ϭם∑τРиϼз˔ИрϽϬ“ΞḼỘτЕжϱϯиρΰοᾁ ϬẸ ϬӢ

【ポイント】

ḧπי4ּ¸ ὀβϥ   ΰʺḼỘᾝ Ϭ♪╔ΰʺ日本人・外国人双方にヒアリングを実施

¸他の事業においてもAIを用いた教材を開発していることΥʺ₈ᵕχễ∙ᵫ χ ῞τ‟ᾅ

＜AIを用いた会話型日本語学習教材の使い方＞

VḼỘΥᴞṜχ Ϭ βϥễ∙Ϭ ΰʺḼỘ π Ψᵰ⁯ יּ
Υễ∙Ϭ Μοꜛ︠ᶘ Ϭ“ΞϜχ

üⱲḧϞ τρϣϩϦγʺІЫ˔ЕТ϶рπ ᶘ ᴦ

ü ῎ᶘ χ╥ Ϭ╥―τΰθ 

ü100 χᶎ ГІЕρᵓ Ϭ Ӫ

üḚ יּ πᶘ ệϬ Ӄᴦ

üAIΥ ῎έρχ ᴝϬ ᴣΰʺКϱГϰУτựΜꜛ σ ᴝϬ
◙βάρΥᴦ ˢꜛ χ ›τ›ϩδοᵓ Ϭ“Μʺ Ⱳ
σТϰ˔ЖНАϼϬ ϥάρΥπΦϥθϛʺễԌΥ Ⱳᶘ τיּ
Φ Ξ ΥσΜˣ

ᶘ χꜛᶘיּ

V月に1度、日本語教育機関の日本語教員による対面講習を実施

ü„ ϬԏΦ Ϊϥ ῎ễӾṐḩψḼỘΤϣ Ϭᶍ׃

üAIϬ Μθễ∙πꜛᶘϬ“μοΣϤԁ χᵓ χΚϥᶘ יּ
τ ΰο „ Ϭ“Ξ ΥΚϥάρΤϣʺễԌχ◙ ᴻψ
χ „ ϢϤϜ Μρ―ΠϣϦϥ τʺễԌψᶘ χ
ὓϞ‰ σ◙ τϢϤ ΨχⱲḧϬ οϥάρΥᴦ ρσϤʺ
ễӾχלχΰ τϜṄ βϥρ ╔

῎ễӾṐḩ
τϢϥˮ„ ˯

就労者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 参照枠A2～B1
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＜教材のイメージ図＞

一般社団法人
全日本教育研究会

Vᶘ ψϼϱЇἹ꜠πᶘיּ ϬβϥάρΥπΦʺAIΥ Ϭ ᴣβϥάρπʺΜνπϜʺςάπ
ϜʺІЫ˔ЕТ϶рπᵓ Ϭΰ βϥάρΥᴦ

就労者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 参照枠A2～B1
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スケジュール

連携体制の構築

企業へのヒアリング

教材作成3

2

1

8月 9月 10月 11月 12月 1月

＜次年度以降の展開＞

V ⱧỘϬ αο⌠ ΰθễ∙ψ ῎ễӾṐḩτϢϥ „ χ „Ϭ

Vⱳ ӟ‭ψʺ ὀ χЬАЖз˔Э ῎ᶘ ӟᵰχ ῎ễӾṐḩπϜʺ⌠ ễ∙Ϭ Μ

θ „ Ϭ“ΞάρπʺРиЮрГЗрІḼỘΥ ῎ễӾṐḩ ϒ ⱢϬβϥάρϬ

VІϺ˔Э ψᴞṜχ Ϥ

連携体制を
構築

ヒアリング実施

教材作成

一般社団法人
全日本教育研究会

実証

就労者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 参照枠A2～B1
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学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

実施主体名 ：学校法人北工学園 東川国際文化福祉専門学校

代表者 ：磯田 憲一

所在地 ：北海道上川郡東川町進化台

職員・従業員数 ：58名（2025年10月現在）

主な事業 ：日本語学科と介護福祉科等を併設する福祉系専門学校で、日本語教育から
専門職教育、地域定着まで一貫して担う人材育成機関。人材不足に直面して
いる介護分野において、自治体/ 福祉施設/ 海外機関と連携し人材ニーズに応
える質の高い外国人の安定的な育成/ 供給体制、地域定住や地域貢献を構築

本事業での役割 ：来日前教育プログラムを行う他、企業/ 東川町/ 卒業生に対してふるさと納
税等を活用した投資を募る

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：北海道東川町

所在地 ：˔

連携先の主な事業： “

本取組への期待 ： ᶘ χ ᴥτϢϥ χᶨ ᴟϞʺ“ χΰ

本事業での役割 ：ḼỘ ώϥήρ χ֫ ϞṄ χ ʺẉό

連携先２ ：インドネシア ガルト県

所在地 ：˔

連携先の主な事業：ᾉ“ ˢϹиЕᾉ χ σᶘ χ ᶘ◦כϬḯϚˣ

本取組への期待 ： σᶘ χⱱ σ◦כʺẉόӗ ΰοᶘ πΦϥḕẽϒχ Ϥ ΰ

本事業での役割 ： ᶘ χ ʺẉό Ϥ ΰ

連携先３ ：ふるさと納税を活用した企業12社

所在地 ：˔ˢ ⁯ˣ

連携先の主な事業：˔

本取組への期待 ： ⱧỘχ︡ ᴣ Ϭ ᵔʻḼỘχCSRʝ χ

本事業での役割 ：ḼỘ ώϥήρ Ϭᶨ ΰθ Ɫ

留学生

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

体制構築

プログラム開発
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体制の全体像

背景・目的

取組概要

学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

日

インドネシアガルト県

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

ふるさと納税
活用の依頼

ふるさと納税

ᵤ ψ ◓‰ ᴟ ├χθϛτᵒῐ ∙Ϭᶎ βϥάρΥẍ ʻάΞΰθ ʺ
῎ễӾṐḩπΚϤᵒῐ ∙Ӿ Ϭ Ξ ⁯∑ ᴟ ♅ ᶘ ψʺ ῎ᶘᴬρᵒῐ ♅ᶘ
ᴬχ ρΜΞếϙϬ Τΰοʺ ᶘ χ ῎ χ Τϣᵒῐ ♅●Ɫᶊ︡ ϘπԁḤΰ
θ◦כϬếᴟβϥάρϬ τʺϱрЖКЄϯχϹиЕᾉ ρ ὀΰθϱрЖКЄϯ χᶘ
ΰΪ ῎ễӾχ  Ϭ“ΞʻϘθʺάϦϣ ⁯∑χᶨ χ σϥ τΰΪοʺḼỘם ώ
ϥήρ χᶨ τ︡Ϥ Ϛʻ

学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

北海道東川町

本校の事業に関心のある企業

投

福祉人材育成事業
として拠出

本校に留学予定の
インドネシア留学生

協定

留学先の紹介/
送り出し

Å来日しての短期教育の
提供（夏季）
Åオンライン来日前日本語教育の

提供（冬季）

体制構築
ˮ ρ ὀΰθḼỘ ώϥήρ χᶨ ρ◦יּכχᵫ ˯ρΰοʺӟᴞχ2ν
χ︡ Ϭ“Ξʻ

アプローチ先のリストアップˢ ⇔ψP.72Ϭ╥ ˣ1

¸Ṍ χ︡ԏ ḼỘϞ χО˔ЕЗ˔ḼỘϬ τϯФк˔Ў Ϭ

企業・団体に対するアプローチˢ ⇔ψP.72˙P.74Ϭ╥ ˣ2

¸約80χḼỘʺẉό τ ΰοʺḼỘ ώϥήρ Ϭᶨ ΰθ ⱢˢṄ ˣϬӛ

インドネシアガルト県との連携体制構築ˢ ⇔ψP.75Ϭ╥ ˣ1

¸ϱрЖКЄϯϹиЕᾉρẸ Ϭ Ὣ

具体的なカリキュラムの作成ˢ ⇔ψP.75˙P.77Ϭ╥ ˣ2

¸ ᶘ τ ΰο ᾓβϥ ᾓ ᶘФкϽжЭρʺ χϷржϱр ῎„ Ϭ 

入学体験プログラムの実施（夏季）ˢ ⇔ψP.77Ϭ╥ ˣ3

τϱрЖКЄϯ∑ם¸ ᶘ Ϭ Ϊ Ϧʺ ῎ễӾẉόᶆ ᴟ ᾓϬם☼

プログラム
開発

ˮϱрЖКЄϯ χᶘ Ϭ ρΰθ ῇχ ῎ễӾϸзϺвжЭχᵫ ˯ρ
ΰοʺӟᴞχ4νχ︡ Ϭ“Ξʻ

来日前オンライン日本語教育の実施（冬季）ˢ ⇔ψP.78Ϭ╥ ˣ4

¸ϱрЖКЄϯ ᶘ τ ΰοʺϷржϱрπ ῎ễӾϬם☼

留学生

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

体制構築

プログラム開発
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学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

アプローチ先のリストアップ1

【実施事項/ 成果】

¸ ⱧỘӟ ΤϣϜ  χ τẶḇϬⱱμθḼỘΤϣṄ ϬΜθιΜθם ψΚϥΥʺ ο
σṄ ᶍ τ ϘμοΜθθϛ ӗ σ ρσμοΜθʻζάπ׃ ⱧỘτΣΜοψʺ
τḼỘϞ ΤϣχṄ Ϭ ϥθϛτʺ本校から企業や団体に対して、東川町の企業

版ふるさと納税対象事業である「日本福祉人材育成事業」のうち「東川国際文化福祉専門学
校など福祉人材育成環境の整備」に対する寄附を直接呼びかけϥάρτὨ ʻ ρΰο
Ϝ ӽχ ∙ τᴿ ḇϬⱱμοΜθθϛʺ ∙Ӿ τ ΜϣϦϥⱢỲ ϛχ︣ ρΰο
χḼỘ βϥήρ χᶨ τʺ ΰΦπΚϤʺ︡ ψᴥ ΰθ

¸Ϙγʺ  ρӟ ϢϤ Φ›ΜϞ︡ԏם χΚϥḼỘʾ ʺẉό Υ ὀΰοΜϥ
О˔ЕЗ˔ḼỘ ʺ 80χḼỘʾ ϬзІЕϯАФΰθ

企業・団体に対するアプローチ2

【実施事項/ 成果】

¸ˮ ϯФк˔Ў χзІЕϯАФ˯τϢμο ΰθḼỘτ ΰοʺӟᴞχ2νχϯФк˔Ў
Ϭם☼

ü東川町とパートナーシップ協定を締結している企業に対して、企業版ふるさと納税の活用
を募るメールを送付ʻζχ∑ʺ  ρ π2023 τ Ὣΰθˮ ξΨϤτḩβϥ
Ẹ ˯Ϭ

üḼỘʾ Υ  τ ΰθ∑ʺϘθψ  ΥḼỘϬ βϥ∑ʺ本校の理念や取組の説
明、及び企業版ふるさと納税の活用の依頼を実施ʻḼỘʾ Υ  τ βϥ∑ψʺ
  Ⱨ ϢϤ ῖ Ϭם☼

¸ ṜϯФк˔ЎϬ“μθὫᴮʺ12χḼỘʾ ϢϤ ῎ễӾ◦כẉό ᴟẶ ʾ ∙Ӿ
χּזᵓ ӪṰϒχẶḇϬ ϣϦʺḼỘ ώϥήρ Ϭᶨ ΰθṄ Ϭ θʻἇ τψʺ

ḼỘ ώϥήρ Ϭᶨ ΰθ ῎ễӾ◦כ χ寄附金額が約500万円ρσϤʺⱳ ӟ
‭ϜὋ σ ⱢΥṍ πΦϥ Ϭ  ΰθ

「東川町と連携した企業版ふるさと納税の活用と支援者の
開拓」

体制構築

取組の詳細

¸ϘθʺḼỘ ώϥήρ χὫᴮϬ ϘΠʺⱳ χ ῎ễԌχ Ἆᵠ Ϭᾋ ΠθⱧỘ
ὓᵊ Ϭ⌠ ΰʺἇ σṄ ᶛϬ ϛϥάρΥπΦθʻ ῎ễԌχ ỡẚ Ϭ5%
ϯАФήδϥὓᵊπΚϥʻἇ σⱧỘὓᵊ ψⱳ χ ϤπΚϥ

留学生

取組分類対象者

ー

日本語レベル

体制構築

プログラム開発
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学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

＜処遇改善に向けた事業計画書＞

ÅḼỘ ώϥήρ χṄ ỲᶛΥ 500 ⱳʺד ӟ‭100 χד ⱢϬЦ˔Іρΰο
ᶘ ễӾḕẽϬ χ‰ΜễӾχלʺήδם ằτϢϥᶘ ᶎ Ϭ“Μʺ Ԍχ Ἆᵠ ρ
ΰο Ԍẚ χ ḧ5%ϯАФϬὓᵊ

ÅḼỘ ώϥήρ π ϣϦθⱢỲϬ ễԌχ Ἆᵠ τ βϥχπψσΨʺᶘ ḕẽ
χᶈ Ϭ“Μʺᶘ χ ρễӾ χלϬΰ ήδʺӗ ΰθᶘ χᶎ τϢϥ
Ἆᵠ ΥΩϜⱱ πΚϥρ

【ポイント】

＜企業・団体の意思決定を促進する際のポイント＞

¸Ю˔иχ χ σ︣ ιΪπσΨʺ本校訪問者に対するダイレクト依頼や意見交
換を積極的に行うάρτϢϤʺ  χ ῎ễӾχּזᵓ ᴣ ϞӪṰϬ ΠϥάρΥπ
ΦʺẶḇρ Ϭ ϞβΤμθʻϘθʺ企業・団体のトップに直接働きかけるάρπʺ Ɫ
ϒχӪ◘Ὠ χⱲḧΥ ήϦʺІЭ˔Їτ Υ ϭι

¸ϘθʺḼỘʾ ρΩ τЀрЌϼЕβϥ∑ʺ東川町と東川国際が連携して企業版ふるさと
納税を行っていることを示す「未来づくりに関する協定書」を提示βϥάρπʺˮ ρ
ὀΰᵒῐ ∙Ӿ τΰΪοḼỘ ώϥήρ Ϭᶨ βϥ˯ρΜΞ︡ χ῝Ặ Ϭꜘβά
ρΥπΦʺḼỘΤϣχ Ϭ ϞβΤμθ

留学生

取組分類対象者

ー

日本語レベル

体制構築

プログラム開発
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学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

＜未来づくりに関する協定書＞

Å Ẹ πψʺᵒῐ ♅ ∙χӾ τνΜο ṜήϦοΣϤʺ Ɫ χ τψ  Τϣ
χώϥήρ ᶨ χ ӛ ϜṜ∏ήϦοΜϥ

＜企業に投資を依頼する際のポイント＞

¸ḼỘʾ ΥṄ ϬβϥЮзАЕτϜᾠẉΰʺ ⱢϬ ΰθʻἇ τψʺ社会貢献に重点
を置いている企業・団体に対しては、「企業版ふるさと納税の活用が企業のCSR活動への貢
献になる点」を強調ΰο ʺ人材不足に悩んでいる企業・団体に対しては「日本語教育機
関に投資をすることで、質の高い外国人材を育成でき、将来的に即戦力になる点」を強調ΰ
ο ΰθʻάϦτϢϤʺḼỘχ ⱢӪ Ϭΰ ήδϥάρΥπΦθ

スケジュール

アプローチ先の
リストアップ

企業・団体に
対する

アプローチ
2

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

アプローチ実施

アプローチ
方針策定

リスト作成

寄附状況の確認/ 継続アプローチ

留学生

取組分類対象者

ー

日本語レベル

体制構築

プログラム開発
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学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

【実施事項/ 成果】

¸ σ ᶘ Ϭӗ τᶎ βϥάρʺ ῇễӾϬІЭ˔Їτ“ΞάρϬ τʺϱр
ЖКЄϯχϹиЕᾉρẸ Ϭ Ὣ

¸Ẹ χ ρΰοψʺϹиЕᾉ ⱧΥ βϥ学生20名ϬὋ τ  π ᶘ ρΰο Ϊ
ϦϥρΜΞϜχπΚϥʻζχ∑χ ᶘ τνΜοψʺ  χ ῎ᶘᴬϘπχ χ ›

ψ ᶛϬ Υ ΰʺ▪Ϥχ ᶛψꜛᾪ ʻ  χᵒῐ ♅ᶘᴬϘπ βϥ ›ψʺ
ᶛϬ Υ

¸ϹиЕᾉρΰοψʺˮӗ τלχ‰Μᶘ τ ᶘ Ϭ Ϥ δϥ˯ρΜΞЮзАЕΥ ∕ʻ
ԁ ʺ  ρΰοϜˮӗ τ ᶘּיϬᶎ πΦϥ˯ρΜΞЮзАЕΥΚϥθϛʺẸ ϬὫ
ϐάρτσμθ

具体的なカリキュラムの作成2

「インドネシア等の学生を対象とした来日前後の日本語教
育カリキュラムの開発」

プログラム
構築

取組の詳細（再掲）

インドネシアのガルト県との連携体制構築1

【実施事項/ 成果】

＜入学体験プログラムの構築＞

¸ ᶘῇχЬІЫАЎϬ ρΰθ ᶘ χ ᶘּיϬᾚ ήδʺᶘ χ Ϭΰ ήδϥά
ρϬ ρΰθ ṍ σˮ ᶘ ᾓФкϽжЭˢ2 ḧ ˣ˯χ  Ϭὓᵊʻάχ ᶘ ᾓ
ФкϽжЭπψ ᶘῇχᶘ / ᶨϱЮ˔ЅϬἇ τ ᶘ τⱱμοϜϣΞάρϬיּ ☿
ρΰοΜϥθϛʺ実際に来日してもらい本校が持つ「日本語学科」「介護福祉科」の授業体
験に加え、書道体験等の文化体験を実施

¸ Ộ ᾓχ τνΜοψʺϱрЖКЄϯϹиЕᾉτПϯзрϽϬ“Μʺ「ネイティブの日
本人とできるだけ会話する機会を設けてほしい」という日本語教育のニーズϬᶎ ΰʺФк
ϽжЭχ τ ֳ

¸ἇ τψʺⱳ χϢΞσФкϽжЭϬ 

留学生

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

体制構築

プログラム開発
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学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

＜入学体験プログラム＞

Vṍḧ ʿ2025 7Ὦ26 ˙8Ὦ10Ὦˢ 2 ḧˣ

V ʿϱрЖКЄϯϹиЕᾉχ יּ ᶘ 12 ˢ参照枠A2～B1йЦиˣ

V  ʿ ⁯∑ ᴟ ♅ ᶘ 

Vᶘ  ʿЀЬвИϾ˔Єдр ῎χ / ᴟχ ᵔ

Vᶘ  ʿ ⁯∑χ ῎ᶘᴬ/ᵒῐ ♅ᶘᴬχễԌτϢϥ Ộ

VϸзϺвжЭʿễ∙ψˮπΦϥ ῎˯Ϭᶨ ΰʺЀЬвИϾ˔Єдрτ ᴟ

V ᴟ ᾓ ʿ‰ ☼יּ ˮψϦχϋ˯πχῖ ʾם ʺ ᾓʺ∕  ρχ℅ ᵓ

＜オンライン日本語講習の構築＞

¸ ΰθ ᶘּיχ ∕τᴥΠʺ  ψ ᶘ χ ᶘⱲ πχ ῎ τϜᴿ ḇϬⱱμο
ΜϥθϛʺˮϷржϱр ῎„ ˯Ϭ  ʻάχϷржϱр ῎„ πψ ᶘⱲ πχ
ᶘ χ ῎ χΰ Ϭ ☿ρΰοΜϥθϛʺ῎ᶘᶘ τТ϶˔ϸІΰθ π⌠

¸ϱрЖКЄϯχ送り出し機関であるJapan Study Pass にヒアリングを行い、「文法は現地イ
ンドネシアでも教えているが、会話の練習が追い付いていない」という日本語教育のニーズ
Ϭᶎ ΰФкϽжЭχ τ ֳʻϘθʺϹиЕᾉτᾝ ΰʺϷржϱрḕẽϬᶎ

¸ἇ τψʺᴞṜχϢΞσϷржϱр ῎„ Ϭ 

留学生

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

体制構築

プログラム開発
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学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

＜オンライン日本語講習＞

Vṍḧ ʿ2025 11Ὦ˙2026 3Ὦ
 ˢ2025 ψ τ1ᵕʺ2026 ӟ‭ψ τ2ᵕᵫ„ˣ

V ʿϱрЖКЄϯϹиЕᾉχ יּ ᶘ 17
 ˢ参照枠A2～B1йЦиˣ

V  ʿϷржϱр
 ˢ ψיּ„ Ϟ Ϥ ΰṐḩχᵓṳעʺꜛ π „ˣ

Vᶘ  ʿ来日前に日常会話が理解できる

Vᶘ  ʿ ⁯∑χ ῎ễԌτϢϥϷржϱр Ộ

VϸзϺвжЭʿễ∙ψЀЬвИϾ˔Єдрτ ᴟΰθϷзЅЗиễ∙Ϭ►

【ポイント】

＜来日前後の日本語カリキュラム開発におけるポイント＞

¸₈ᵕψ ῇễӾχᵫ πΚμθθϛʺᾝ χ ρχ σ ὀΥ πΚμθʻ留学生
を取りまとめている自治体や、現地送り出し機関にヒアリングϬβϥάρπʺˮЀЬвИ
Ͼ˔Єдрτ ᴟΰθễӾϬ☼ΰοϕΰΜ˯ρΜΞ ῎ễӾИ˔ЇϬ︡ πΦʺФкϽж
Эτ ֳβϥάρΥπΦθ

¸Ϙθʺ文法は現地の日本語教員が教え、会話は日本語ネイティブである東川国際の日本語教
員が担当βϥʺρΜΞ ᶤ Ϭ ᶎτ“Ξάρπʺ῟ σϸзϺвжЭϬ  πΦθ

＜オンライン教育におけるポイント＞

¸ϱрЖКЄϯτ ΰʺϱрЖКЄϯ ΤϣϷржϱр ễӾχ ◓ϬḢ╔βϥάρπʺ
יּ„ π ỘϬ ᴣβϥάρΥπΦʺễӾ Ϭᵠ βϥάρΥπΦθ

【実施事項/ 成果】

¸2025 7Ὦ26 ˢ ˣ˙2025 8Ὦ10 ˢ ˣτΤΪοʺϱрЖКЄϯϹиЕᾉχᶘ 12
τ ΰο ᾓ ᶘФкϽжЭϬם☼

¸ τФй˔ІЮрЕГІЕϬם☼ΰʺ ỘχйЦиḇϬ

¸ ᾓ ᶘФкϽжЭχΩ τʺᶘ τПϯзрϽϬ“ΜʺᴞṜχϢΞσФкϽжЭϒχḇ
Ϭ Ӄ

入学体験プログラムの実施（夏季）3

＜体験者の声＞

V τ ϥ ψʺ ϛοχ πΚϥθϛ ΰοΜθΥʺἋṓψ
Ϻйϱπʺ ϜӬΰΨʺϜμρ Ψ τΜθΜρ◘μθ

V χ Υ ΤϤϞβΨʺ͎ ḧπ τˮ Ψ˯ˮ β˯
Υΰ ΰθρ◘Ξ

V ᾠσςʺễᴬ τψ∏μοΜσΜάρϜʺ₈ῇᶘϭπΜΦθΜ
ρ◘μθ

留学生

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

体制構築

プログラム開発
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学校法人北工学園
東川国際文化福祉専門学校

【実施事項/ 成果】

¸2025 11ὮΤϣ2026 3ὮτΤΪοʺϱрЖКЄϯϹиЕᾉχᶘ 17 τ ΰοϷржϱр
῎„ Ϭם☼

¸ ḧ ᴣρΰοʺ2026 1Ὦτ Ϥ ΰṐḩρᶘ יּ τ ΰοϯрϾ˔ЕϬם☼ʻ Ϥ
ΰṐḩʺᶘ ρϜτˮיּ ῎ễӾχ ˯τḩβϥ Υ‰ΜάρϬᶎ ʻԁ ʺԁ
χᶘ ΤϣˮϷржϱрḕẽ˯τνΜοᵠיּ ΰοϕΰΜρΜΞ Υ ΥμοΜϥ

＜学習者からの評価＞

V Ộ τνΜοʺ76.7%ΥˮροϜ Τμθ˯ρᵕ ʻ
Ϙθʺ χ τνΜοʺ70.6%Υˮ ΤϤϞβΤμθ˯ρᵕ

Vԁ ʺϱрЌ˔КАЕχνσΥϤτνΜοʺ17.8%Υ
ˮ ΨσΤμθ˯ρᵕ

来日前オンライン日本語講習の実施（冬季）4

インドネシア
ガルト県との
連携体制構築

具体的なカリ
キュラムの作成

入学体験プログ
ラムの実施

来日前オンライ
ン日本語教育の

実施

実施/
アンケート

実施/ アンケート

3

2

4

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

ガルト県
ヒアリング

送り出し
機関

ヒアリング

ガルト県と
調印締結ガルト県と打ち合わせ

事前準備

現地
オンライン
環境確認

スケジュール

留学生

取組分類対象者

参照枠A2～B1

日本語レベル

体制構築

プログラム開発

＜送り出し機関からの評価＞

V ⁯ ễӾϸзϺвжЭτνΜοʺϯрϾ˔Е ρΰθβϓοχ
Ϥ ΰṐḩˢ4ṐḩˣΥˮ πΚϥ˯ρᵕ ΰʺ₈ῇϜ
Ϸржϱр ῎„ Ϭ“ΜθΜρᵕ

Vᶘ χיּ ῎ τνΜοʺ75%Υˮ χΰ Ϭ τḇαϥ˯
ρᵕ
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株式会社アイ・シー・エイ

実施主体名 ：株式会社アイ・シー・エイ

代表者 ：杉多 保昭

所在地 ：東京都豊島区西池袋3-31-8 池袋ウエストビル2階

職員・従業員数 ：95名（2025年10月現在）

主な事業 ：日本語教育を専門とする教育機関。主に外国人留学生を対象に、日本語の
習得を支援し、文化理解を深める教育を提供。また、企業向けの出張授業
サービスも開始し、ビジネス現場での日本語教育にも対応

本事業での役割 ：留学生向けにマニュアル開発や説明会、フォローの実施、佐賀県嬉野市企
業に向けて中間支援の連携先と連携し企業開拓を行う

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：株式会社イノベーションパートナーズ

所在地 ： Ằ  Ỹ 1-6-30

連携先の主な事業：ῲ⁮ Ộ

本取組への期待 ： ︣ Υᴿ πΚϥ₪ᵎᾉṃ ◕τ ΰο▀Ộχ Μ︣ρσϥ ᶘ Ϭ
Ϊ Ϧϥ Ἱ

本事業での役割 ：₪ᵎᾉṃ ◕τΣΪϥϱрЌ˔рЄАФ ϦḼỘχᵫ

連携先２ ：株式会社和多屋別荘

所在地 ：₪ᵎᾉṃ ◕ṃ ᴞ ᴗ738

連携先の主な事業： ḬỘ

本取組への期待 ： ︣ Υᴿ πΚϥ₪ᵎᾉṃ ◕τ ΰο▀Ộχ Μ︣ρσϥ ᶘ Ϭ
Ϊ Ϧϥ Ἱ

本事業での役割 ：₪ᵎᾉṃ ◕τΣΪϥϱрЌ˔рЄАФ ϦḼỘχᵫ ʺẉόϱрЌ˔
рЄАФχ Ϧ

連携先３ ：佐賀県嬉野市の現地企業（6社）

所在地 ：˔ˢ₪ᵎᾉṃ ◕τ ∕ˣ

連携先の主な事業： ḬỘϞ

本取組への期待 ： ︣ χᴿ ᵔὨ├ρσϥᵰ⁯ ∙ ϦτΰΪθʺϱрЌ˔рЄАФ
τϢϥ ᶘ χ Ϧ χ 

本事業での役割 ：ϱрЌ˔рЄАФχ Ϧ

プログラム開発留学生

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2～B1
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体制の全体像

背景・目的

取組概要

プログラム
開発

ˮ ᾕḼỘϒχ Ϭ ◙βᵰ⁯ ᶘ Ϭ ρΰθϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭ
χᵫ ˯ρΰοʺӟᴞχ5νχ︡ Ϭ“Ξʻ

株式会社アイ・
シー・エイ

日
株式会社イノベーションパートナーズ

アイ・シー・エイで学ぶ留学生
佐賀県嬉野市の現地企業6社

※和多屋別荘を含む

投

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

再委託

連携先企業の紹介

株式会社アイ・シー・エイ

職場日本語を含む
就職のための
日本語教育の提供

株式会社和多屋別荘

取りまとめ
インターン生
として参加

対価

学生と企業のマッチング支援

῎ễӾṐḩϒχ ᶘ χ τψʺ πχ ϬϛίβּיϜ ΨʺϱрЌ˔рϬ αθ
ᾓχИ˔ЇΥ‰Μʻԁ ʺ ᾕḼỘψάϦϘπᵰ⁯ ∙χᶨ ṐᵓΥ ΰΨʺ⅜ τ

ớ ʻζάπʺ ︡ πψʺ ᾕḼỘχᵰ⁯ ∙χ ᵔ ρΚϩδοʺ ᾕḼỘϒχ ᶘ
ϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭϬ ὓʾם βϥʻ

嬉野市内の企業へのアプローチˢ ⇔ψP.81˙P.82Ϭ╥ ˣ1

¸ϱрЌ˔рЄАФχ Ϧ ḼỘχ ἕτΰΪʺ43ּזχḼỘτ ΰο ΥΪ Ϭם☼

インターンシッププログラム構築ˢ ⇔ψP.82˙P.83Ϭ╥ ˣ2

¸ ὀ ḼỘχ ϬПϯзрϽΰʺϱрЌ˔рЄАФ╥ᴥ τ ᶘ Υ ΪϥễӾФкϽжЭ
ϞʺϱрЌ˔рЄАФχ Ϭ ὓ

学生・企業マッチング支援ˢ ⇔ψP.83Ϭ╥ ˣ3

¸ϱрЌ˔рЄАФם☼ τʺ ᶘ ΰΪχḼỘ ᵓϞḼỘᾋᶘϬם☼ʻᶘ ʾḼỘ χṆ
Ϭ ₰ΰϱрЌ˔р ϬЫАЎрϽ

インターンシッププログラムの運用ˢ ⇔ψP.84Ϭ╥ ˣ4

¸ЫАЎрϽΥ ΰθᶘ τễӾФкϽжЭϬם☼ΰθ πʺϱрЌ˔рЄАФϬם☼

インターンシッププログラムの再構築ˢ ⇔ψP.84˙P.85Ϭ╥ ˣ5

¸ϱрЌ˔рЄАФם☼ῇτᶘ /ḼỘ χḇ Ϭᵕ ΰʺФкϽжЭϬУжАЄвϯАФ

プログラム開発留学生

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2～B1
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株式会社アイ・シー・エイ

【実施事項/ 成果】

¸ ᶨ ᴟϬ ρΰθ ῎ᶘ  Ϭᾁ βϥτΚθϤʺϘγϯϱʾЄ˔ʾϵϱχ ᵓ
πΚϥзрϼІЌАТϢϤ₪ᵎᾉזּ τ ΰʺ ӽρςχϢΞσἹπ ὀϬ ϛϥάρΥᴦ
ΤτνΜο Ϭם☼ʻζχᵃ πʺ σ ӽᶨ ᴟχ︡ Ϭ ϛοΜϥṃ ◕Ϭ
ᵒήϦʺṃ ◕χ︠ ḼỘπΚϥ ᴒ ʺẉό ḧ◦כṐḩπΚϥϱЛЦ˔ЄдрО˔
ЕЗ˔Їρχ ὀΥ ʻ ᴒ ψʺ ᶨ ρσμοΜϥẁעϞחᵓ Ϭᶨ ΰʺITḼ
Ộ χḼỘ Ϭ“Ξ ʺ θσ ӽᶨ ᴟЯДиτ︡Ϥ ϭπΣϤʺζχְ֫ʾ Ϭϱ
ЛЦ˔ЄдрО˔ЕЗ˔ЇΥ μοΜϥ

¸ ᴒ ʺϱЛЦ˔ЄдрО˔ЕЗ˔ЇρẸṳϬΰθὫᴮʺṃ ◕ χḼỘτΣΜο ∙
Υ ⁭ᴟΰοΜϥם Ϭ Ӄʻζάπʺ「嬉野市の地方活性化」という同じ理念を持つ、

本校・和多屋別荘・イノベーションパートナーズによって、嬉野市内の外国人材育成・確保
を目的とした「インターンシッププログラム」の実施に向けた取組Ϭᵫ◐

¸ Ṝ ὂπ ὀΰθ ᴒ ʺẉόϱЛЦ˔ЄдрО˔ЕЗ˔ЇρϱрЌ˔рЄАФФк
ϽжЭτνΜοẸṳϬ“Μʺ ὀ Ῑ ḼỘχзІЕϯАФʺЬ˔ГϰрϽϬם☼ʻ合計43
社τ ΰοʺϱрЌ˔рЄАФχם ϒχ╥ᴥϬ ʻ最終的に6社Τϣ₈ χϱрЌ˔р
ЄАФФкϽжЭϒχẸ Ϭ ϣϦʺ4社から来年度以降の協力の確約Ϭ ϥ

＜インターンシップ受入れ企業一覧＞

Vṃ ᴛ ᴒ ˢ Ộˣ

Vṃ ᴛ ᴒˢ Ộˣ

Vṃ ᴛ ˢה Ộˣ

V Ḭṷ ᴒˢ Ộˣ

V224 porcelainˢ Ộˣ

Vᶴ꜠ᵓּזϼϷзГϰ˔Ḽᵊˢ Ộˣ

＜企業アプローチに用いた資料＞

嬉野市内の企業へのアプローチ1

「地元企業への就職を目指す外国人留学生を対象としたイ
ンターンシッププログラムの開発」

プログラム
開発

取組の詳細

プログラム開発留学生

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2～B1
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株式会社アイ・シー・エイ

【ポイント】

＜連携先の企業を発掘するためのポイント＞

¸ ᾕχ ḬπΚϥ ᴒ Ϟʺ ӽḼỘρχКАЕм˔ϼϬ βϥϱЛЦ˔Єдр
О˔ЕЗ˔Ї ʺ ᾕτ₢ ΜοΜϥ ρ ὀβϥάρπʺϱрЌ˔рЄАФχ Ϧ
ḼỘϬ ἕβϥ∑ʺӟᴞχϢΞσЮзАЕϬ ϣϦθ

ü「地元の信頼のできる団体からの紹介」という安心感Υ ϘϦʺϱрЌ˔рЄАФ
χ Ϭ“Ξᵓṳχ ΥІЭ˔Їτ☼ם/ ϭι

üϘθʺᵓṳ ψ ḧ◦כṐḩπΚϥϱЛЦ˔ЄдрО˔ЕЗ˔ЇϢϤ χ ☿Ϟ֫
τνΜο ΰοϜϣΞάρπʺ Ϧ ᵬΤϣ ᵔΥ ϘϤʺᾁ Υἇ

ᴟήϦθ

ü τʺ ϦῇχЕжУи ⱲτϜ πΦϥḩἰ χ  τνσΥϤʺ受入れ企業
にとって「一過性ではない支援体制がある」という認識を形成πΦθ

＜企業の留学生受入れハードルを下げるためのポイント＞

¸ᵰ⁯ ∙Ϭ Ϊ ϦθὊᾓΥσΜḼỘτ ΰοψʺ Ϧ ПϯзрϽϞ ϦῇχТ϶
к˔ ῢχ ʺ︣ῡΜ◦כΥΚϥάρϬЎжЄϬ Μο Πϥάρπ Ϭ  πΦθ

¸ ᴒ τΣΪϥϱрЌ˔рЄАФχ “ Ⱨ Ϭʺ χ ӽḼỘτ ΰο ớ τẶ
ΰθάρπʺˮṌτ ӽ πם☼ήϦʺם ΥΚϥ︡ πΚϥ˯ρΜΞ ꜡ΥῲΥϤʺ
τ βϥ М˔ЖиϬᴞΫϥ῟ᴮΥΚμθʻ τʺ外国人材の受入れに不安を抱く企

業にとって、同一地域・同業種に近い企業の実例は、制度の実現可能性を具体的にイメージ
するための重要な判断材料ρσμθʻẶ τΚθμοψʺ σϥ τρςϘϣγʺỘ

ʺ Ϧ ʺⱧ ῇχᴿ☼םʺ Ϟᵠ ʺḼỘ χ ᴣ Ϭ ΰʺם τ
ΰθ ρΰο ằΰθʻάϦτϢϤʺ ϦϬᾁ βϥḼỘψʺꜛּזπ ΰθ ›χ

֫ ϱЮ˔ЅϬⱱκϞβΨσϤʺᾁ ᵬΤϣἇ σ ϒρ ϙϞβΨσμθ

インターンシッププログラム構築2

【実施事項/ 成果】

¸ϱрЌ˔рЄАФ ϦḼỘϒχПϯзрϽϬם☼ΰʺᶆỘ τ βϥτΚθϤ ρή
Ϧϥ ῎Ϟ Ộи˔иϬ Ӄʻ Ӄΰθ τṁξΦˮᶘ ỘЫИвϯи˯Ϭ⌠

¸ϘθʺПϯзрϽπ ϣϦθИ˔ЇτṁξΦʺϱрЌ˔рЄАФ χ  τϢϥЂЪ˔Е
ϬὨ

¸ ṜϬ ϘΠʺ「『学生就業マニュアル』を用いてインターンに必要な日本語や日本文化を
本校が教えた学生をインターン生として企業に送り出し、インターンシップ期間中も本校に
よって随時サポートを行う」というインターンシッププログラムϬᵫ

¸ˮᶘ ỘЫИвϯи˯ρˮ  ЂЪ˔Е˯χ ⇔ ψⱳ χ Ϥ

プログラム開発留学生

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2～B1



83

株式会社アイ・シー・エイ

＜学生就業マニュアル＞

V πϢΨ►ϩϦϥˮΣψϢΞέίΜϘβ˯Ϟʺ ỘτΣΜο σˮϕΞϦϭζΞˢ
⁮ʾ ʾ ˯χᵵ τνΜοⱧ τᶘϓϥЫИвϯиϬ⌠

Vζχ ˮ ὩḇϬ νθϛ Ϭζϥ ΥΚϥ˯ˮ  ϬνΪοψΜΪσΜ˯ ʺ π
Ộβϥ π ρσϥԁ ꜡τνΜοϜ ϛễ

ー就業マニュアルの例ー

＜本校サポート＞

VϱрЌ˔рЄАФם☼ṍḧ τΣΪϥḼỘΤϣχέӪᾋϞϼй˔Эτ τ ᴂβϥˮЕж
Уи ᴂ ῢ˯Ϭ ΰʺ ϦḼỘχ Ϭὖᾚ

üe.g.x ˮ ⁭Ⱳχ ΥσΜ˯ χ χ ᴟτṞԍβϥ ꜡χӸΜτνΜοᶘ
ϒχᾤ ◙ Ϭם☼

üe.g.x ẁỘτΣΜο ρσϥˮ Ὡḇ˯τνΜοʺ  χ► ϬΏΠϥ ʺᶆ
         πẐϛϣϦϥṁ ρχβϤ›ϩδϬ“Μʺᾤ ◙ Ϭם☼

Vᶘ Τϣχ Ϭ ΪϥˮТ϶к˔ ῢ˯Ϭ ΰʺᶘ χϱрЌ˔рЄАФϬТ϶к˔ʻ

üe.g.x ḼỘρЄТЕχ Ϭ“ΞЂЪ˔ЕϬΰʺ χσΜϱрЌ˔рЄАФϬםᾝ

学生・企業マッチング支援3

【実施事項/ 成果】

¸企業向けの日本語学校見学ツアーを1回実施しʺ ᶘ χᶘ ϞḕẽϬḼỘ τ ᵔΰο
ΜθιΦʺϱрЌ˔рЄАФ Ϧᾁ τ σ Ϭ ằ

¸学生向け企業説明会を2回開催し、インターンシップ受入れ企業がどのような学生や業務を求め
ているのかを学生に周知

¸ḼỘ Ϭ Μθ πᶘ τṆ ₰Ϭם☼ʻṆ ₰τ›ϩδοʺם∑τḼỘτ▲ΜỘ
χ ◓Ϭᶎ βϥḼỘᾋᶘ ϬЫАЎрϽ

¸学生の企業見学実施後、企業・学生双方から感想を回収ʻḼỘ ΥϱрЌ˔рЄАФ ρΰο
Ϊ ϦθΜρ◘ΜʺΤνᶘ ΥϱрЌ˔рЄАФρΰο ỘΰοϙθΜρ◘μθ ›ʺ

ϱрЌ˔рЄАФ ρΰοᶎ

プログラム開発留学生

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2～B1
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株式会社アイ・シー・エイ

インターンシッププログラムの運用4

【実施事項/ 成果】

¸ˮ ϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭ  ˯π  ΰθインターンシッププログラムを6社に対し
て実施。学生38名のうち、 27名が本プログラムに参加

¸ἇ τψʺӟᴞχϢΞσϱрЌ˔рЄАФϬם☼

＜和多屋別荘でのインターンシップの事例＞

V︠σỘ

ü ʾẁעʾẶ τΣΪϥ Ộ ϒχ╥ᵊˢ ʺ ʺ ⌠Ộ ˣϬ αθʺ
Ḭְ֫ χỘ ᵔ

üỘ ︣ χᶎ ʺ◙ꜘ χ ᵔʺỘ ῇχ ⁮ ʺ ЀЬвИϾ˔Єдрχם

ü־ Ḛ ʾӗ Ḛ τḩβϥи˔иχ ᵔẉό ︢

üỠ ⱲḧḚ ʺ ιΰσϙʺ ἎЫЗ˔ ʺ χ τΣΪϥṁ σ Ộ◒ χ

ü σ Ộ ᶈ Ϭᾋ ΠθʺỘ ᵠ Ϟ⌠Ộ῟ ᴟϒχӪ꜡ξΪ

V1 χ Ϧˢ ˣ

教育プログラムの再構築5

【実施事項/ 成果】

¸ϱрЌ˔рЄАФ ῇʺḼỘʾᶘ χ Τϣḇ Ϭᵕ ʻ῎ᶘ Ϟ ᶨ ʺ Ộτ
σᶘόϬ ₰ΰʺ ῎ᶘ ễӾФкϽжЭʺẉόЂЪ˔Е Ϭ™ 

¸ἇ τψʺⱳ χϢΞσḼỘχ ʺᶘ χ Ϭ︡

出勤・準備 食器洗浄業務 調理補助業務 ホール業務 片付け・終礼

(17:00-17:15) (17:15-18:00) (18:00-19:00) (19:00-20:45) (20:45-21:00)

Å ʺ
ιΰσϙᶎ

Å

ʺ╕ϒχҼיּ
χ ᶎ

ÅỘ χẶ

Åᴞ ήϦθ
Ṁχ▫ Ϊ

Å Ṁϒχ
ʾ

Å Φ Ϋʺ

Å־ Ḛ χᶎ

Å ∙χḛ σ
ᴞ ˢ Ϥ
Ϊ ʺ
ϸАЕ ˣ

Å ʺ ∂χ

Å πχ
ΥΪʺ ὀ

Å ʺᴞ

ÅΣẁ ϒχḛ
σӛ

ÅЖзрϼ ằ

Åḛ σ ẁ
ᴂ

Å ʺ

Å1 χ Ϥ
Ϥ

Å Τϣχיּ
Тϰ˔ЖНА
ϼ

プログラム開発留学生

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2～B1
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株式会社アイ・シー・エイ

＜学生の声＞

V学校で学んだ日本語を実際の業務で使うことで、自分の日本語力の不足点に気づき、今後の学
習意欲が高まった

VΩ ψ ӗιμθΥʺּזԌχ ˑτ τ◙ ΰοΜθιΦʺΩῇϘπϞϤ ΫϥάρΥπ
Φθʻ

VⱲḧḚ χ ϬếΨםḇΰθʻ ›ⱲḧϞỘ ᵫ◐Ⱳḧτ ϬϜμο“ βϥ Υ
Κϥρᶘϭιʻ

＜再構築した点＞

VϱрЌ˔рЄАФ χⱧ ◙ τΣΜοʺϢϤם τựΜк˔иФйϱˢ ẁʾ ᴂ ʾ
ˣϬếᴟβϥ

VỘᵦ χ ῎Ϟᾝ χ ᾝτνΜοʺⱧ ᶘ χṐᵓϬ Ϊϥ

V国ごとの習慣や価値観の違いにより、時間感覚や報連相のタイミング、職場でのコミュニケー
ション方法に差が見られるθϛʺ χ ᴟτνΜοχⱧ ◙ ϬϢϤếᴟβϥ

VḼỘ τϜ ᶘ χ ᴟ ὂϬẶ ΰʺ ῀ ᵔϬ βϥ Ϭ Πϥ

¸ Ṝχ Ϭ ϘΠʺ τ ᴥᴣ Ϭ‰ϛϥθϛτʺӟᴞχ Ϭ ʻ

＜企業の声＞

V τ πʺインターンシップ終了後に実際に就職した場合も、真面目に業務を取り組んで
くれると思う

V τזּ οΜϥᶘ ψʺᵧʺ πϘαϛπβʻ ϜΚϤʺ ϭπ άΞρβϥӪ Ϝᾋ
ο︡ϦϘβʻᶐΠϜ Ψʺ ρσμοΨϦοΜϥ

Vᾝ ψỠ ⱲḧχḩἰπβϓοχỘ τὀϩϥάρΥπΦοΜσΜθϛʺԁ ϤχỘ Ϭᶐ
ΠοΜθιΦʺΤν管理者となれるような方がいればぜひ雇用したい

Vᶘ πχ2 ḧπ ῎ʺỘᵦ ῎ʺ χ◘ Ϭᶘ βϥχψ ṦΤρ◘ΜϘβ
χπʺ ΰθṁ ᶘ ρᵓ τ Ϭ Μθᴿ ϬΣḻΜΰθΜ

プログラム開発留学生

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2～B1



86

株式会社アイ・シー・エイ

嬉野市内の企業
へのアプローチ

インターンシッ
ププログラム

構築

学生・企業
マッチング支援

インターンシッ
ププログラムの

運用

企業説明会/ 希望
調査

インターンシップ

3

2

4

1

感想回収/
再構築

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

ヒアリング

企業見学/
感想回収

インターンシッ
ププログラムの

再構築
5

連携構築
リスト作成
/MTG 実施

プログラム
作成

スケジュール

プログラム開発留学生

取組分類対象者 日本語レベル

参照枠A2～B1
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実施主体名 ：学校法人千駄ヶ谷教育学園 千駄ヶ谷外語学院

代表者 ：冲永 寛子

所在地 ：東京都豊島区駒込1-13-11

職員・従業委員数：16名（2026年2月現在）

主な事業 ：日本語教育において約50年の歴史を有する千駄ヶ谷日本語教育研究所グ
ループに属する認定日本語教育機関。定員100名の就職課程を設置し、業務
遂行に必要な情報把握力と発信力を養う日本語教育を展開

本事業での役割 ：ビジネス日本語に特化したe-Learning 教材の開発及び教材学習者の就職支
援も見据えた企業との交流イベントの企画

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：帝京平成大学

所在地 ： Ằ Ỹ 2-51-4 ˢ ˣ

連携先の主な事業：♆ ᶘ

本取組への期待 ： ᶘ ΥḼỘτ βϥθϛτ σễ∙χ⌠

本事業での役割 ： у ᵰ῎ᶘԚτ βϥ ᶘ χИ˔Ї ằ

連携先２ ：経済団体

所在地 ： Ằ

連携先の主な事業： Ằ χὊↄ

本取組への期待 ： ∙ᶍ τḩ χΚϥḼỘχ ᶘ ⅜

本事業での役割 ：ḼỘϒχПϯзрϽẉόϯрϾ˔Е◦כ

連携先３ ：企業・大学

所在地 ： ί

連携先の主な事業：ˢᶆּזᶆ τϢϤӰσϥˣ

本取組への期待 ：ḼỘψ ῎ Υ ήϦθᵰ⁯ χ⅜

ᶘψ ᶘ χ כ◦

本事業での役割 ：ḼỘ χИ˔Їẉό ᶘ χИ˔Їχ ằ

学校法人千駄ヶ谷教育学園
千駄ヶ谷外語学院 留学生

取組分類対象者

参照枠B2

日本語レベル

プログラム開発
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体制の全体像

背景・目的

取組概要

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

 ψʺ у ῎ễӾᾆẕ Ͻи˔Фχ πʺ ᶘ τ βϥ ᴿ Ϭ βϥṐḩ
πΚϤʺ ӟ ʺ ˑσ ᶘ ˢ︠τᵤᵰχ ᶘϬ Ộΰʺ πχ ϬṆ ΰοʺ
у ᵰ῎ᶘԚτ ᶘβϥᶘ ˣχ πχ Ϭ◦כΰοΦθΥʺ ᶘ Υ ᶘ πРЅК
І ῎Ϭᶘϐễ∙Υ ΰοΜϥάρʺẉόʺḼỘρ ᶘ χḧπ χ ΥΚϥά
ρτᴿ ϬḇαοΜθʻ

άΞΰθᴿ τ ᴂβϓΨʺ AIϬᶨ ΰθРЅКІ ῎τ ᴟΰθe-Learningễ∙χ⌠
ẉό ễ∙πᶘϭι ᶘ χḼỘϒχ Ϭᾋ ΠθϱЦрЕχḼᵊϬם☼ʻ

ˮРЅКІ ῎τ ᴟΰθe-Learningễ∙χᵫ ẉόễ∙ᶘ χיּ ρ˯כ◦
ΰοʺᴞṜ︡ Ϭם☼ʻ

大学側のニーズ確認ˢ ⇔ψP.89Ϭ╥ ˣ1

¸  ẉό ᶘπᶨ βϥάρΥπΦϥễ∙⌠ χθϛʺ ᶘ χИ˔ЇϬ ӃβϥθϛχПϯ
зрϽϬם☼

ビジネス日本語に特化したe-Learning 教材作成ˢ ⇔ψP.90Ϭ╥ ˣ2

¸ ᶘ χИ˔ЇϬ ϘΠʺ Ằ ᶘρ τ ὀΰσΥϣʺἇ χễ∙Ϭ⌠

プログラム
開発

ビジネス日本語を身に付けた留学生と企業との交流イベントの企画ˢ ⇔ψP.91˙P.94Ϭ╥ ˣ3

学校法人千駄ヶ谷教育学園
千駄ヶ谷外語学院 留学生

取組分類対象者

参照枠B2

日本語レベル

プログラム開発

千駄ヶ谷外語学院

日 投ヒアリング/ アンケート

民間企業
経済団体

ヒアリング

帝京平成大学

¸e-Learningễ∙χᶘ Ϭḁ ΰʺРЅКІ ῎Ϭ τ Ϊθ ᶘ ΥʺІЭ˔ЇτḼỘτ
βϥάρϬ◦כβϓΨʺ ᶘ ρḼỘρχḧχῖ ϱЦрЕϬḼᵊ

¸ḼᵊτΚθμοʺḼỘϒχПϯзрϽϞϯрϾ˔ЕϬם☼

相談

首都圏内の大学

eラーニング教材の共同開発

ヒアリング/ アンケート

投
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【実施事項/ 成果】

¸  ρ αΨ Ằ ᶘϽи˔Фτ βϥ Ằ ᶘρχḧπ ṍ σ κ›ϩδϬם☼β
ϥρρϜτʺ  ρχḧπ◙   χḩἰ Ϭ βϥ ᶘτ ΰοϜПϯзрϽϬם☼
βϥάρπʺ大学側のニーズを把握

¸ χ ᶘΤϣ ᶘ χРЅКІ ῎ ΰ τⱢβϥễ∙ Ϭᶎ ΰοΣϤʺⱳ
ӟ‭ʺ₈ ⌠ ΰθễ∙χ ᵫ Υṍ

大学側のニーズ確認1

ビジネス日本語に特化したe-Learning 教材の開発及び

教材学習者の就職支援

プログラム
開発

取組の詳細

＜ビジネス日本語に特化したe-Learning 教材の位置づけ＞

＜大学側のニーズ（生の声）及びニーズへの対応＞

Å ῎ễӾχϙσϣγʺᵰ⁯ ᶘ ψ χ Ⱨ ϞḼỘ ᴟτνΜοχ
꜡Υ ΰΥκπΚϥθϛʺζϦϣχ Ϭ Πϥễ∙Υ ϘΰΜʻ

♆ ᶘχ
ᶘ כ◦ יּ

Åᵰ⁯ ᶘ χ ῎ ψԁ πψσΜΥʺ ḼỘπ ΪϥйЦиχ
῎ Υ τνΨễ∙Υ ϘΰΜʻ

ÅІЫ˔ЕТ϶рϬ►Ξ ʺ ḧⱲḧϬᶨ πΦϥϢΞσễ∙Υᶘ χИ˔Ї
τ› ʻ

Åᶘ χᶘ χ ệϬᶎ ΰθΜʻ

VРЅКІ ῎τ ᴟΰθe-Learningễ∙ψʺ  τ∕ βϥ ᶘ Υ► βϥχϙσϣγʺ

ᶘ χ χễӾṐḩτ∕ βϥ ᶘ Ϝᶘ πΦϥϢΞσễ∙Ϭ ◙ΰθϜχˢễ∙χ

ψⱳЧ˔Ѕ╥ ˣ

V  ρΰοψʺ ᶘ χ χễӾṐḩτễ∙χ ϬḼ

V Ằ ᶘρχḧπ ṍ σ κ›ϩδẉό ᶘϒχПϯзрϽχὫᴮʺ ᶘ χᴞ

ṜχϢΞσ¬ χ ºϬᶎ

V  ρΰοψʺ Ṝχ¬ χ ºτ ᴂβϥϓΨʺễ∙ᵫ Ϭ“ΞτΚθϤʺ ῎ ӟᵰ

χ Ϭ ϦϥάρΥḟ ρ―Πθ

üᵓ ʺ Ⱨ ϞḼỘ ᴟτḩβϥ ʺ ᶑ σ♪ ΤϣЀрГрБϬ

üễ∙ᶘ ϒχЀрГрБ῝ᵫⱲṍיּ ʺ βϥ ᶘχṆ τ›ϩδο τ ᴂ

♆ ᶘχ
ᶘ כ◦ יּ

学校法人千駄ヶ谷教育学園
千駄ヶ谷外語学院 留学生

取組分類対象者

参照枠B2

日本語レベル

プログラム開発
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【実施事項/ 成果】

¸ ᶘ χИ˔Їẉόῇ βϥῖ ϱЦрЕχḼᵊτΣΜο ӃΰθḼỘИ˔ЇϬ ϘΠννʺ
e-Learning 教材の作成に成功

ビジネス日本語に特化したe-Learning 教材作成2

＜ビジネス日本語に特化したe-Learning 教材の主な特徴＞

V ᶘ Υ︠ τᶘϐτΚθϤʺAIρᵓ Ϭ“ΞάρΥᴦ

Vᵓ ψAIτϢϤ ᴣήϦʺᵓ χꜛ ήϞʺϢϤ σ ῎χ ӛΥσήϦϥὺ Ϊ

V χḼỘ ᴟẉό ḈϬᶘϐЀрГрБϜ

V ḼỘϒχ τḩβϥ ꜡Ϭ ϥЀрГрБϜ

. ꜛ χ⁯ρ ϓο―ΠϘΰϡΞʻ

͍ʽΚσθχ⁯πψʺᵓṳχ◐ϘϥⱲḧρ ϩϥⱲḧϬςχΨϣΜ ᶎτ︢ϤϘβΤʻ

͎ʽ χⱲḧτ ϦθρΦʺςχϢΞτ ᴂΰϘβΤʻ

. ―ΠοϙϘΰϡΞʻ

Κσθψ χᵓּזπ Ψ Ԍπβʻזּ 9ⱲτЬ˔ГϰрϽΥΚμθχπʺ9Ⱳ

κϡΞςτᵓṳעτ“ΦϘΰθʻΰΤΰʺ χּזԌψβπτ ԌζϧμοΜϘΰθʻ

άχρΦʺΚσθψςΞ◘ΜϘβΤʻᵓṳעτ μθⱲʺςχϢΞσ“ ϬρϦωϢ

ΜπΰϡΞΤʻ

＜教材イメージ＞

＜文化・商慣習を学ぶ問題の一例＞

学校法人千駄ヶ谷教育学園
千駄ヶ谷外語学院 留学生

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 参照枠B2
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【実施事項/ 成果】

¸e-Learningễ∙χᶘ Ϭḁ ΰʺРЅКІ ῎Ϭ τ Ϊθ ᶘ ΥʺІЭ˔ЇτḼỘτ
βϥάρϬ◦כβϓΨʺ ᶘ ρḼỘρχḧχῖ ϱЦрЕϬḼᵊ

¸ḼᵊτΚθμοʺḼỘϒχϯрϾ˔ЕϞПϯзрϽϬם☼

üϯрϾ˔ЕὫᴮτϢϥρʺ職場の同僚との対面でのコミュニケーションに関する日本語力向
上のニーズが特に高いάρΥ

ü χḼỘτПϯзрϽϬΰθράϧʺ ῎ễӾχϙσϣγʺ留学生の採用や定着に関
する知見の提供ニーズが高いάρΥ

¸ χḼỘΤϣψʺⱳ ӟ‭χϱЦрЕτ ΰοʺ20万円程度の出展料を支払ってでもイ
ベントに参加したいという意向Ϭᶎ

ビジネス日本語を身に付けた留学生と企業との交流イベントの企画3

＜イベント企画案（1/2 ）＞

VϱЦрЕψ ṛ πᵫ℗ΰʺḼỘΤϣχ Ϭ ϥϜχ

項目 内容

╥ᴥḼỘ
ˢ ˣ

Å外国人材の採用実績がある、または、今後採用したいと考えている中堅・中小企業

Å╥ᴥḼỘ ʿ›ὓπ5社Ϭ

ÅỘ ʾ ʿᴦ πΚϦωʺ ᶘ χ ◗ Υ ΜỘᵦˢ ʿ Ộ ˣ

ΚϥΜψṆ Ϭ ΰοΜϥḼỘ

╥ᴥ
ᶘ

Å ᶘ χ ʿ
χ ᶘπᶘϭπΜϥᵰ⁯ ᶘ

ᵤᵰχ ᶘϬ Ộΰ у ῎ễӾᾆẕ Ͻи˔ФπᶘϭπΜϥᵰ⁯
῎ᶘ 

Å ᶘ χ ῎ ʿ⌠ ễ∙πビジネス日本語を学習済みˢ╥ B2йЦиˣ

Å ʿ50名Ϭ ˢ╥ᴥḼỘ ˷5˙10 χ σᵰ⁯ ᶘ ˣ
χ ᶘπᶘϭπΜϥᵰ⁯ ᶘ ˢ30 ˣ

ᵤᵰ ᶘϬ Ộΰ у ῎ễӾᾆẕ Ͻи˔Фτ Ξᵰ⁯ ῎ᶘ 
ˢ20 ˣ

Å企業は出展料を支出ˢ⅜ ЀІЕᾋ›Μˣ

Å ᶘ ψ╥ᴥ

/ Åⱳ ӟ‭χם☼χ∑τ τὨ

【ポイント】

¸ḼỘΤϣϱЦрЕχ╥ᴥӪΰϬԏΦ β∑τψʺḼỘ χИ˔ЇˢϯрϾ˔ЕὫᴮ/Пϯзр
ϽὫᴮˣϬ ϘΠο「日本語教育機関の提供する価値」を整理することが重要

¸ϘθϱЦрЕḼᵊχ∑ψ「類似イベントとの競争優位性」を整理した上で提示

学校法人千駄ヶ谷教育学園
千駄ヶ谷外語学院 留学生

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 参照枠B2
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＜アンケート結果＞

V2025 10ὮΤϣϯрϾ˔Еᵫ◐ΰʺ Τϣᵕז32ּ ΚϤ

VϯрϾ˔ЕτϢϥρʺ「留学生採用において課題や不安に感じていること」として、「日本

語でのコミュニケーション（聞く・話す）」及び「職場や日本企業文化への適応」Υ Μ

Vἇ τḇαοΜϥᴿ ρΰοΩϜᵕ Υ ΜϜχψ「職場の同僚との対面でのコミュニケー

ション」

アンケート項目（抜粋）

Å ᶘ χ⅜

Å ᶘ χ⅜ ם

Å ᶘ χ⅜

Å⅜ ⱲτẐϛϥ ῎

Å⅜ ΰθΜ ᶘ χ ⁯

Å⅜ ΰθΜ ᶘ χὊ

Å ᶘ ⅜ τΣΜοᴿ Ϟ
ӗτḇαοΜϥάρ

Åἇ τḇαοΜϥ ᶘ
χ ῎τḩβϥᴿ

ÅРЅКІ ῎ Ϭ τ
Ϊθ ᶘ ρχῖ ϱЦ
рЕτΣΜοṍ βϥάρ

ÅϱЦрЕχᵫ℗ⱲṍχṆ

ÅϱЦрЕχ╥ᴥӪΰẉόζ
χ

ÅϱЦрЕϒ╥ᴥήϦϥ ›
χỲᶛ

ÅϱЦрЕӟᵰπ ῎ễӾ
Ṑḩτṍ βϥάρ

アンケート回答（抜粋）

具体的に感じている留学生の日本語に関する課題（複数選択）

ὁ῎χ►Μ

ᴂ

РЅКІЫЗ˔ˢ ▼ῖḊʺҼ╕ ˣ

Ю˔и⌠

⁮ ʾⱢ ⌠

ᵓṳπχ ᾠʾᴂ

χ ρχ πχЀЬвИϾ˔Єдр

Ɫ χ ϙ︡Ϥʾ ᵔ

ζχ

留学生採用において課題や不安に感じていること（複数選択）

῎πχЀЬвИϾ˔Єдр( Ψʾ β)

῎χ ϙ Φ

Ϟ ḼỘ ᴟϒχ ᴂ

РЃʾ∕ Ɫᶊ︣ Φ

ʾ зІϼ

זּ Ϧ

ζϜζϜ ΥϩΤϣσΜ

τᴿ Ϟ ӗψσΜ

学校法人千駄ヶ谷教育学園
千駄ヶ谷外語学院 留学生

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発

＜イベント企画案（2/2 ）＞

VϱЦрЕχᵫ℗ ʾᵫ℗ ʾᵫ℗ῇτ у ᵰ῎ᶘԚΥТ϶к˔Ϭם☼

Å╥ᴥḼỘτ ΰοʺ у ᵰ῎ᶘԚΥʺ事前に留学生採用の基礎情報（在留資格、雇
用手続き）や、留学生の接し方のポイントについて説明を実施

Å ᵓῇτʺ①企業と留学生がコミュニケーションを取り続ける場ʺ②企業同士の交流の
場ʺ③大学と企業との交流の場χいずれかを提供βϥάρϬᾁ

ÅḼỘρ ᶘ χḧπЀЬвИϾ˔Єдрτ₉μοΜϥ ›ʺ у ᵰ῎ᶘԚχスタッ
フがフォローϬם☼

ᵫ℗

ᵫ℗

ᵫ℗ῇ

参照枠B2
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学校法人千駄ヶ谷教育学園
千駄ヶ谷外語学院 留学生

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発

＜企業の生の声＞

VϯрϾ˔ЕϬם☼βϥχϙσϣγʺ π ḼỘτПϯзрϽϬם☼ΰθράϧʺᴞṜ

χϢΞσ¬ χ ºϬᶎ

Å ᶘ Ϭ⅜ ΰθΜρ◘μοΜϥΥʺζϜζϜ⅜ ϞРЃχ σςϜ
ϢΨϩΤμοΣϣγʺ ῎ ϬςΞβϥΤχ τʺ ᶘ χ⅜ Ϟ
τνΜο ῎ễӾṐḩχ ἻϬּסϤθΜʻ

ḼỘὊְּי

Åάχ χϱЦрЕψ χϜχΥ χ τψθΨήϭΚϥΥʺ Ϭ Μθρ
άϧˮ ῎ Υ ήϦοΜϥ ᶘ Υ╥ᴥβϥ˯ρΜΞάρπӗ ḇ
ΥΚϥʻᵈΥּזψ ᶘ ⅜ Ϭ ớ τΰοΜϥΥʺ ῎ Υᴿ π
ΚμθθϛʺάχϱЦрЕπΚϦω20万円以上を払って参加する価値がある
と感じた。

ḼỘ Ⱨ יּ

＜日本語教育機関の提供する価値＞

質の高い日本語教育

の提供

V₈ᵕχϯрϾ˔Е ₰ẉόПϯзрϽϬ ϘΠʺ ῎ễӾṐḩΥḼỘτ ΰο ằβϥᴣ

Ϭӟᴞχ Ϥ

Å ᶘ χ ῎ τὼ Ϟ ӗϬ ΜοΜϥḼỘτ ΰʺ

質の高い日本語教育を行っていることをアピールすることが

企業との交渉上有用

外国人の接し方の

プロフェッショナル

としての知見の提供

Å ῎ễӾṐḩψ ˑᵰ⁯ ρ ΰοΣϤʺ⁯ ʾ ễ χ

ӸΜϬ ϘΠθ ᴂχ Ӫ ϞРЃ τḩβϥ Ϝ

ÅάΞΰθ ᾋχ ằτ βϥḼỘ ψ‰Μḩ ΥΚϥθϛʺ

日本語教育機関は、日本語教育を提供するのみならず、外国

人対応の専門的知見を提供することも価値であると認識し、

その提供価値を企業に対して打ち出すことも重要

参照枠B2
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スケジュール

9月 10月 11月 12月 1月

大学側のニーズ確認

ビジネス日本語に特化したe-
Learning 教材作成

ビジネス日本語を身に付けた留学生と
企業との交流イベントの企画

帝京平成大学との定期的な打ち合わせ

3

2

1

8月

複数の大学へのヒアリング

コンテンツ作成

ヒアリングを踏まえたブラッシュアップ

素案企画

企画の
ブラッシュアップ

アンケート
作成

アンケート実施

ヒアリング実施

学校法人千駄ヶ谷教育学園
千駄ヶ谷外語学院 留学生

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発

＜イベントの競争優位性＞

V ῎ễӾṐḩχ ằᴣ Ϭ ϘΠϥρρϜτʺ ⱨχϱЦрЕρ ᶓβϥρʺ₈ᵕχϱЦр

Еψӟᴞχẵ ӡ ΥΚϥϜχρΰο ΰʺḼỘρχῖ Ϭם☼

参加留学生の

高い日本語能力

ÅḼỘψ ᶘ χ ῎ τ ӗϬᶐΠοΜϥάρΥ

Åԁ ʺ ϱЦрЕτ╥ᴥβϥ ᶘ ψe-Learningễ∙χᶘ Ϭ

ḁ ΰοΜϥάρΤϣʺ ᶘ χРЅКІ ῎ Υ

企業ー留学生の

ミスマッチの少なさ

Å ᶘ Ϭ⅜ βϥḼỘψʺ⅜ ῇχЬІЫАЎ Ϭ ρΰ

θ зІϼτὼ Ϭ ΜοΜϥ ệ

Åԁ ʺ  ψϋρϤϋρϤχ ᶘ χӪΰ Ϭ ӃΰοΜϥ

θϛʺ ᶘ χӪΰτ ΰθϢΞσϱЦрЕ ὓτσϤτΨ

ΨʺḼỘρ ᶘ χϻаАФΥ ϘϦτΨΜ  Ϭםᾝᴦ

小規模開催故の

手厚いサポート

Å ṛ ᵫ℗πΚϥθϛʺḼỘΥ ᶘ ρχḧπЀЬвИϾ˔

Єдрτ₉ϥάρΥΚϦωʺ  Υ ṨЂЪ˔Еτ ϥάρ

Υᴦ πΚϤʺ ᶘ ⅜ Ϭψαϛο“ΞḼỘτρμοӗ

ḇΥΚϥ ὓ

Å  ΥḼᵊβϥϱЦрЕψʺ ῎ễӾṐḩΥТ϶к˔βϥ

ρσμοΣϤʺ╥ᴥᶘ χ ӗḇϬὖᾚβϥάρΥᴦ πΚ

ϤʺάΞΰθϱЦрЕτḈϦοΜσΜ ᶘ χ╥ᴥϬῇᴃΰβ

ϥϢΞσ ὓ

参照枠B2
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実施主体名 ：公益財団法人名古屋YWCA

代表者 ：加藤 佐紀子

所在地 ：愛知県名古屋市中区新栄町2-3

職員・従業員数 ：15名（2026年1月現在）

主な事業 ：「キリスト教の基盤に立ち、女性及び青少年のリーダーシップを育て、持
続可能な社会を創造し、すべての人にとっての正義と平和を実現すること」
を目的とし、日本語学校の運営や日本語教師の養成等を行う

本事業での役割 ：インターンシッププログラムへの協力企業の開拓及び外国ルーツの高校生
を対象としたインターンシッププログラムの開発 

取組主体（採択団体）の概要

公益財団法人名古屋YWCA

主な連携先の概要

連携先１ ：Ibis 株式会社
所在地 ：һ ᾉ ᾥᴒ◕ Ỹ₪ᾥ 11-15 ЍϱУІϼϵϯ2,3ᵬ

連携先の主な事業：ᵰ⁯ ∙χ ʾכ◦ ẉόḼỘΰΪכ◦ ∙ ᵒ

本取組への期待 ：ᵰ⁯ ∙χ םϞḼỘρχЫАЎрϽτḩβϥכ◦ ᾋϬ ⱧỘτ
ᶨΤβάρπʺ ῎ễӾρ Υכ◦ Ṑ τνσΥϥЯДиϬ  ΰʺ
ᵰ⁯ ∙χ ρḼỘ χ Ϧ χל ΰ τṄ βϥάρϬṍ ʻ

本事業での役割 ：ᵰ⁯ ∙χễӾϒχ︡ τӪ ϬⱱμοΜϥḼỘ χ ᵒʻ

ФкϽжЭ ʺḼỘἪ︡ϤϘρϛ

連携先２ ：NPO法人ボラみみより情報局

所在地 ：һ ᾉ ᾥᴒ◕ Ỹ ֵ 2-3 YWCAРи6ᵬ

連携先の主な事業：ЩжрГϰϯ ЂϱЕ χְ֫Ϭ αοʺЩжрГϰϯϬΰθΜ ρḼ
ỘϞʺ ϬνσΧʺ ӽχ◕ ᶨ ╥ᴥϬ βϥ◦כ

本取組への期待 ：ЩжрГϰϯ τΣΪϥ σКАЕм˔ϼϬᶨΤΰʺ ⱧỘχ︡ Ϭ
ӽּזᵓτῲΨ Πʺ ӽχᴣ ᴟχ τṄ βϥάρϬṍ ʻ

本事業での役割 ：ФкϽжЭ ᵓ‟ᾅτӪזּʺ ϬⱱμοΜϥḼỘ χ ᵒ

連携先３ ：地元経済団体、企業等

所在地 ：һ ᾉ

連携先の主な事業：ḼỘᶨ ʺὊְ◦כᶨ ʺ⁯∑ ὀʾῖ

本取組への期待 ： ᵒḼỘΥᵰ⁯ χיּ Ώ ρΜμθḼỘ τνσΥϥ׃ ›ʺ
χ ΰ τνσΥϤʺ ωϦϥ ӽχ  τṄ

本事業での役割 ʿᵰ⁯ ∙χễӾϒχ︡ τӪ ϬⱱμοΜϥḼỘ χ ᵒʻ

生活者

取組分類対象者

ー

日本語レベル

プログラム開発
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体制の全体像

背景・目的

取組概要

凡例 資金の流れ日 日本語教育機関 投 投資元 連携先

ὀ ‰ ρ ὀβϥάρπʺᵰ⁯и˔Бχ Υ ῎ᶘ ρ‰  ỘⱢᶊϬ Ⱳτ︡ π

ΦϥЂЪ˔Е ˢNYAIC̞1ˣϬְ֫ΰοΜϥ ᾥᴒYWCAψʺԁ σ χ‰  ρ ΰθᵰ⁯

и˔Бχ◓ςϜχ ᶘ Ϟ τ Φσ₯τ Ӫ꜡ϬⱱμοΜϥʻ ᾥᴒYWCAψʺ外国ルーツ

の子どもたちが夢や希望を持って生きていける社会作りϬ ◙ΰʺ ⁯‰ χЯДиϬ╥―τᵰ⁯

τи˔БϬⱱν‰  Υ τԁ ʺḼỘπ ΦσΥϣᶘϐễӾ ϱрЌ˔р Ϭᵫ ʻϘθʺⱳ

ӟ‭χϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭχם τΰΪθⱧ ˢ ϒχⱧ ᾆ ˣϬ“Ξʻ

̞1ˣNYAICˢNagoya YWCA Academy International  Courseˣʿ ᾥᴒYWCA‰ ᶘԚ⁯∑Ѐ˔І

ˮᵰ⁯и˔Бχ‰  Ϭ ρΰθϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭχᵫ ˯ρΰοʺ
ӟᴞχ4νχ︡ Ϭ“Ξʻ

自治体及び地域経済団体への紹介依頼、企業との具体的な協議ˢ ⇔ψP.97˙P.98Ϭ╥ ˣ1

¸ꜛⱵ ẉό ӽὊↄ τ ΰʺ企業紹介を依頼

¸ ᵒϬ ΪθḼỘρἇ σ協議Ϭם☼

インターンシッププログラムの開発ˢ ⇔ψP.101Ϭ╥ ˣ3

¸ϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭχ全体像・基本方針・研修内容を開発

米国クリスト・レイ・スクール/ 企業の事前調査/ 視察ˢ ⇔ψP.99˙P.100Ϭ╥ ˣ2

¸ϼзІЕʾйϱʾІϼ˔и χ Ϥ κʺᵵ ʺ ὀḼỘ Ϭ調査

¸米国クリスト・レイ・ネットワーク及び提携企業を訪問ΰʺḼỘϱрЌ˔рЄАФЯДиχ
ᵔΰ χθϛχ意見交換Ϭם☼

プログラム
開発

NYAIC 生徒

日

名古屋
YWCA

インターンシッププログラム前の研修の実施（ ⇔ψP.102˙P.103Ϭ╥ ˣ4

¸ᵰ „◖Ϭ ΰʺビジネスマナー研修Ϭם☼

公益財団法人名古屋YWCA

投

企業等

自治体/ 経済団体

ḼỘ ᵒ

Ṅ

ḼỘ ρχיּ ʺϱрЌ˔рְ֫

ΰ ϱрЌ˔р

生活者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 ー

ИаϱАϼ
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【実施事項/ 成果】

¸ϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭϒχẸ Ϭ ϥθϛτʺһ ᾉϞˢԁּזˣ Ὂↄ ›ᵓʺһ
ᾉὊְּיẸᵓʺ ᾥᴒ Ῥᵓṳ τ ΰοʺḼỘ χ ᵒϬӢ

¸ ᵒϬ ΪθḼỘ τ ΰοʺϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭχᵵ ϞẸ ⱧϬ‮

¸ζχὫᴮʺ4社ΤϣϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭ♯“χ協力合意を獲得

自治体及び地域経済団体への紹介依頼、企業との具体的な協議1

「外国ルーツの高校生を対象としたインターンシップ
プログラムの開発」

プログラム
開発

取組の詳細

公益財団法人名古屋YWCA

＜インターンシッププログラムの説明をした企業等からの前向きな声＞

Vᶘ ρ βϥ ᶘΤϣψʺ子ども支援・社会貢献χθϛτʺ多文化共生社会の実現χθϛτʺ

将来的な自学への入学の一助τσϥθϛτ︡Ϥ ϙθΜρ ΰΦσ ΚϤ

VϘθʺһ ᾉ χ ỘּיΤϣψʺ地域に対する社会貢献ϬΰοΜΦθΜρΜΞ ΚϤ

Åᵰ⁯τи˔БϬϜν◓ςϜθκϒχ◦כψ πΚϤʺễӾϬ αθ ӽּזᵓχ

ήϣσϥ τṄ ΰθΜθϛʺẸ ΰθΜ

Åᵰ⁯τи˔БϬⱱνֿיּבϬˮּזᵓχ Μ︣˯ρΰοӾ βϥˮῨ ḕЯДи˯τ

ếΨẶḇΰθ

Å ϦΥᶘ χ Ϭ‰ϛʺ ᴟẶ Ϭ ᾝβϥ ΚϥễӾḕẽξΨϤτ

Ɫβϥ

Å ФкϽжЭϬ αοӪ Κϥ ρχ ϬⱱνάρΥʺ σꜛᶘϒχ

ᶘϬ βԁ τσϥρΜΞṍ ΥΚϥ

һ ᾉ
ᶘ יּ

Å ӽτ βϥּזᵓ‟ᾅϬΰοΜΦθΜρ◘μοΜϥχπʺἇ τᴡΥπΦ

ϥΤψ―ΠοΜΦθΜ һ ᾉ
Ộ יּ

生活者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 ー
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公益財団法人名古屋YWCA

＜企業との協議を通じた発見（課題、要因、対応策）＞

Vᴿ

üẸṳϬ ϛϥ πʺ ΨχḼỘΤϣˮἇ τどのような仕事を高校生にしてもらえば

いいのか˯ρΜΞ τᾭ ΜΥΚϤʺ σ ρσμοΜϥάρΥ ϣΤτσμθ

ü τʺᵰ⁯τи˔БϬⱱν‰  τ ΰοʺᾠ῎ ϞІϺи πχ ӗΤϣʺ実務へ

の組み込みイメージが具体化しにくいρΜΞᾝ ΥΚμθ

V ὂτΚϥ ԍ

ü σϥ ᾓπψσΨʺ 1ᵕχὋ σˮḼỘπχϱрЌ˔р˯ρΰοʺ生徒に責任

ある役割をどのように任せるかρΜΞ Υ ΰΜ

ü Ϧ Υ πΚϥΥᾮτʺᾝ Υיּ Ộ χ πʺ τ τ◙ꜘϬ

ΰʺ ᴣϬ“Ξθϛχ「定型業務の言語化」や「マニュアル化」が追いついていない

Vᴿ ᵔὨτΰΪθ ᴂ├

üˮ▫ⱧχОАϾ˔Ѕᴟ˯χ ꜘ

- ḼỘ δτβϥχπψσΨʺⱧ ʺὖ⌠Ộʺ ẁ ʺᵰ⁯и˔Бχ‰  Υᶨ

ΰϞβΜỘ χẶ Ϭ‮ ʾ ΰʺ「仕事の切り出しモデル」を提示βϥ

ü τϢϥכ◦ М˔Жиχ ᾚ

- ⁯χˮϼзІЕʾйϱʾІϼ˔и˯χ ᾋϬᶨΤΰʺḼỘ ᴟϞễӾᾝ χם τ

ΰθἹϒ™  βϥФкЈІτΣΜοʺˮάϦσϣ δϣϦϥ˯ρ◘Πϥ具体的な

タスクリストを共有ΰθϤʺ事前研修の充実Ϭ ϥ

ü ϞꜛⱵ ρχ ὀτϢϥ ῞Ⱨ χẶ

- “ΰο›Ӫτ♩μθⱧ ˢ ΰ Ϟᶘ ᶎ χ♪ ˣϬ╥―τΰννʺḼỘτ

ρμοϜˮ ˯πψσΨˮ ∙Ӿ ϒχ╥ᵊ˯ρΜΞЮзАЕϬםḇπΦϥỘ

ὓϬ ┤βϥ

生活者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 ー



【実施事項/ 成果】

¸ ⁯♪╔ τʺϼзІЕʾйϱʾІϼ˔иχ Ϥ κʺЀ˔Ъй˔Еʾм˔ϼʾІЌДϰʾ
ФкϽжЭχᵵ ʺ ὀḼỘ Ϭ ₰

¸米国クリスト・レイ・ネットワーク及び提携企業を訪問ΰʺḼỘϒχϱрЌ˔рЄАФФк
ϽжЭχ σЯДиχ ᵔΰ χθϛχӪᾋῖḊϬם☼

公益財団法人名古屋YWCA

米国クリスト・レイ・スクール/ 企業の事前調査・視察2

˻コーポレート・ワーク・スタディ・プログラムとは˼

VCWSPˢCorporate Work Study Program ˣψʺḼỘπχ ᾓϬ αο χᶘ
ϬὖᾚβϥρΜΞ∞ σṐ ρʺ χϺазϯτ ᴦὧσ ם ὊᾓϬ ằβϥ
ρΜΞễӾ σṐ Ϭέφ ΠθФкϽжЭ

VCWSPψʺ‰  χ ᾚϞ ᶘ ᶘ χΰ τᴥΠʺ ӽχⱵӗϞϘκξΨϤτϜῨֲố
Ϭ Πθρ ᴣήϦοΜϥ

＜米国クリスト・レイ・スクールとは＞

VϼзІЕʾйϱʾІϼ˔иψʺὊↄ τἻϘϦσΜᴪ χ τ ΰʺלχ‰Μ ᶘ ᶘ
ễӾρ σם ὊᾓϬ ϙ›ϩδθễӾϬ ằβϥϸЕзАϼὉχ♆ ‰ 

VζϦϣχ‰ Υ ϘμθКАЕм˔ϼϬ ΰοˮϼзІЕʾйϱʾКАЕм˔ϼ˯ρᾦϐ

V ₉ϞễӾᶊ₯τ βϥ‰  τʺ 1 χ ᾓϬ ΰοᶘ Ϭ ΜσΥϣּזᵓϬᶘϐ
ṐᵓϬ ằ

V1996 χЄϸЁ ϬṞ ρΰοʺ 41 χ‰ КАЕм˔ϼϬ ᵫΰʺ1.2 ӟ χ
τלχ‰ΜễӾṐᵓϬ ằʻMicrosoft ˢIT ˣϞ PwCˢᵓὓʾ ˣ ז3,000ּʺ
ӟ χḼỘО˔ЕЗ˔ρχ ὀʾ◦כτϢϤ

VễӾρ Ϭ Ṑ τὫόνΪθгИ˔ϼσЯДиρΰοʺ Τϣ Ϭ ϛοΜϥ

ˣ
https://www.cristoreyfw.org/apps/pages/index.jsp?uREC_ID=456429&type=d&termREC_ID=&pREC_ID=1070970

生活者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 ー

99
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公益財団法人名古屋YWCA

＜米国視察からの学び＞

V ᾥᴒYWCAτϢϥϱрЌ˔рЄАФФкϽжЭχ ὓτΚθμοψᴞṜ3 Ϭṁ ρΰθ

ü参加者の選定

Åᶘ Ϟ ῎ Ϭ ԁχṁ ρδγʺϼзІЕʾйϱʾІϼ˔иΥΩϜ ♪βϥʺ
ΨӪ Ϭ ―ФкЈІτ βϥ

ü事前トレーニングの義務化

Å χ ᴟ ὂϬ― ΰʺРЅКІЫЗ˔ʺ︠ σЀЬвИϾ˔Єдрʺ ⁮ʾ ʾ
ρΜμθּזᵓ ṁ Ϭ Ξθϛχ ФкϽжЭϬ ὓΰʺ╥ᴥϬṰ Ϊϥ

ü専門コーディネーターの配置

Åᶘ ʺ ʺḼỘχḧτ κʺדᶪσЀЬвИϾ˔ЄдрϬ ΰʺ Ⱳτ
τ ᴂβϥ χЀ˔ДϰК˔Ќ˔Ϭ βϥ

VḼỘᵫ ϒχϯФк˔ЎρΰοψᴞṜ2 Ϭ ♪

ü価値の共有と試行錯誤を理解できる企業の発掘

ÅϼзІЕʾйϱπχ ṍχФкϽжЭ ὓⱲψʺḼỘχ τ ΨẶḇβϥ ӽχḼỘ
ὊְּיϞ τϢϥЩжрГϰϯӦԌᵓϬיּ꜡ ΰοΜθʻ♯“┬῏ϬΰσΥϣʺễӾ
ϒχ ⱢρΜΞ―Π Ϟᴣ ḢϬẶ πΦϥ τ τϯФк˔ЎϬΰοΜΨ

ü多面的な価値の訴求

ÅϯС˔иЪϱрЕρΰοʺ σϥCSRs ḼỘχּזᵓ ˣᶨ πψσΨʺ ӽּזᵓ
ϒχ Ɫʺ σ ὂϬⱱν χ ∙Ӿ ʺ ԌχЫКЅЮрЕזּ︣בֿ ΰ
ρΜμθʺḼỘ τϜθϣήϦϥἇ Τν σᴣ Ϭ ᶎτ Ẑβϥ

＜米国視察の写真＞

生活者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 ー
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インターンシッププログラムの開発3

【実施事項/ 成果】

¸ ⁯ϼзІЕʾйϱʾІϼ˔иχϱрЌ˔рЄАФϬ╥―τʺ 1ᵕχϱрЌ˔рϞⱧ ᾆ ʺ
σЫАЎрϽχ Ϭḯϛθ ᾥᴒ χ「NYAIC Lyra Program 」（インターンシップ

プログラム）を開発

¸ ⱧỘṍḧπψⱧ ᾆ χם Ϙπ“ΞθϛʺḼỘϒχϱрЌ˔р τʺРЅКІЫЗ˔ ʺ
ϱрЌ˔рϬβϥ π σᾆ Ϭᵰ ЫЗ˔„◖ρ ʻζχὫᴮʺビジネスマナー、
言葉遣い、仕事の進め方 Ϭ3Ⱳḧ πם☼βϥάρΥᶎ

＜インターンシッププログラム開発のコツ＞

VϼзІЕʾйϱʾІϼ˔иπψʺインターンシッププログラム前の研修と企業・学生のマッ
チングを重視ΰοΜϥάρϬ♪╔π ӃʻζϦτϢϤʺḼỘρᶘ χ χ Υ‰ΜФ
кϽжЭρσϤʺ ʺχῢЀЬτϢμοיּ ӟ‭χ╥ᴥּיᶎ τϜνσΥϥᴦ

V ᾥᴒYWCAπψʺ σⱧ ᾆ Ϭ ằπΦϥϢΞʺϺазϯЀрЂиЌрЕπΚϥ
マナー講師と連携ΰοⱧ ᾆ ФкϽжЭϬᵫ

公益財団法人名古屋YWCA

< NYAIC Lyra Program のイメージ図＞

VḼỘʾ Υ ФкϽжЭτ╥ᵊβϥάρπʺᵰ⁯ χᵰ⁯ ρ ӽχ ΥρϜτ ϣ
ΰϞβΜẶ ᾝϬםᵓχזּ ◙β

生活者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 ー

ニャイック ライラ プログラム



102

【実施事項/ 成果】

¸ЫЗ˔„◖Ϭ ΰʺⱳ ӟ‭ϬḯϛοϱрЌ˔рτ╥ᴥ χ‰ 2 8 τ ΰοʺР
ЅКІЫЗ˔ʺ︠ σЀЬвИϾ˔Єдрʺ ⁮ʾ ʾ ρΜμθּזᵓ ṁ Ϭ Ξ
θϛχ σⱧ ᾆ Ϭם☼ʻὫᴮψӟᴞχ Ϥ

ü „ ψᾤ χ ιΪπσΨʺ ӤρẸ ΰο Ϭ βϥ Ϭ ᵔΰθ

üˮΣΰϝϦ˯ρˮ ιΰσϙ˯χӸΜϬ ꜡ΰʺ πχНжрІϬӪ꜡βϥ Ϭᶘ

üҼ╕Ϟ ▼ῖḊ χם σᾆ τϜ ớ τ︡Ϥ Ϛ◒ ΥᾋϣϦʺ₈ῇχ σϥ Υ
ṍ ήϦϥ

＜事前研修の実施概要＞

＜事前研修の様子＞

Ⱳ 2026 1Ὦ23 ˢỲˣ9ʿ00˙12ʿ00

╥ᴥּי
Å ᾥᴒYWCA‰ ᶘԚ⁯∑Ѐ˔І2 8

ˢІзжрϸ1 ʺТϰзСр2 ʺЦЕЗЭ1 ʺУжЅи2 ʺОϺІЌр2 ˣ

„◖
Å ỏᴤ◓♃

ˢ ᾥᴒYWCAᶘԚ ῎ᶘ  Ỡ„◖ʺ ῎ễԌʺϺазϯЀрЂиЌрЕˣ

Å‰  ΥḼỘχԁԌρΰο Ψθϛτʺṁ σРЅКІЫЗ˔Ϭ βϥ

Åּזᵓ ṁ Ϭ ΞθϛχᴞṜχϢΞσ σᾆ Ϭם☼
ü ϷзϵрГ˔Єдрˢ ρḼỘ χӸΜ/РЅКІЫЗ˔χ ˣ
ü ԁԊ ˢ ιΰσϙ/ /◒ /Ҽ╕ˣ
ü ▼ῖḊˢ ▼ῖḊ/ᵓּז / ⱳˣ
ü ᾠ ᾏΜρ ΰ ˢὁ῎/РЅКІχ πχᾠ ᾏΜ/ḇαχ Μ ΰ ˣ
ü ▫Ⱨχ ϛ ˢPDSЂϱϼи/ ⁮ʾ ʾ /◙ꜘχ Ϊ ρ ⁮χ▫

/▫ⱧπṓϬ Ϊϥ5νχάρˣ

公益財団法人名古屋YWCA

インターンシッププログラム前の研修の実施4

生活者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発 ー

▼ῖḊχ ◓Ҽ╕χ ◓
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公益財団法人名古屋YWCA
生活者

取組分類対象者 日本語レベル

プログラム開発

自治体及び地域
経済団体への紹
介依頼、企業と
の具体的な協議

米国クリスト・
レイ・スクール/

企業の
事前調査・視察

インターンシッ
ププログラムの

策定
3

2

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

自治体及び地域経済団体
への紹介依頼

視察先の検討・調整

インターンシッププログラムの
企画・策定

実証先の
選定・確定

インターンシッ
ププログラム前
の研修の実施

4
事前研修の
企画・調整

実
施

視
察

視察結果
の取り纏

め事前調査

企業等への説明・協議

スケジュール

ー

＜研修講師の声＞

V ρḼỘ ρχӸΜτḩΰοʺ ᴣχϱЮ˔ЅΥ ΦτΨΤμθϢΞπΚϥΥʺꜛ ԁ π
ḹ ϥάρˢᾤ χ ˣιΪΥ ᴣήϦϥϩΪπψσΨʺᵓּז χ χθϛτʺ周
囲と協力して成果を上げることが評価につながることをイメージしてもらうことができたʻ

V ιΰσϙτνΜοʺ ΰ ν χІ˔БϬ ΰοΜϥ „ ΥΜθʻˮΣΰϝϦ˯ρ
ˮ ιΰσϙ˯χӸΜψ ᵔΰοΜθχπʺ₈ῇψˮ ӤρχНжрІ˯ϬήϣτӪ꜡ΰοʺ
πχ όϬβϥρϢΜʻ

VҼ╕χ ψʺ ΥϢΨ οΜοʺϯϱЀрЌϼЕϜΰμΤϤ︡ϦοΜοϢΤμθʻθιʺ
ꜛᾪ ᵒπᶘ  ΥΰμΤϤᾠΠσΜ Υ Τμθθϛʺ Υ ʻ

V ▼ῖḊψʺ Ϊ︡μθῇʺβΩτ︣ϬᴞϧΰοΰϘΞσςʺ丁寧さに⽋けるため、練習が必要ʻ

Vᾆ Ϭ αοʺ ϞЧϯπχ ΰ›ΜσςτϜ ớ τ︡Ϥ ϭπΣϤʺ „ χ ΰ
ΦήϞʺ ₇ΤϣχЀЬвИϾ˔Єдрχ ήΥḇαϣϦθʻ

＜企業と生徒とのマッチング時の工夫＞

VḼỘΤϣϱрЌ˔рπӢ βϥ τ ΰθ ∙ϬПϯзрϽβϥ

Vヒアリング結果と、生徒の将来の夢やスキル、言語レベルとを勘案してマッチングϬם☼ʻ
ἇ τψӟᴞχ Ϥ

ü CAṆ π ᶘ ᶘṆ χ ˢN3ˣ
̰Ỳ ᶘԚ ᶘˢᾉ πΩϜ ΨχCAϬ ΰοΜϥ ᶘˣ

üῲ⁮Ộᵦτḩ Ϭⱱν ˢN3ˣ
̰ᶴ꜠ᵓּזϵІϾϱм˔ЖˢWeb ⌠ʺḼỘУжрДϰрϽ χϼзϵϱГϰУḼỘˣ

ü Ὁ ᶘπITᵫ ϬᶘόθΜ ˢN2ˣ
̰ЀІЯІ⁯∑ Ẩ Ⱨ ˢṪ χ Ẩ Ϭ⁯ ᵰπ“μοΜϥⱧ ˣ

üὺ Ϟ☼ῬḚ τḩ Ϭⱱν ˢN2ˣ
̰ꜟ ὺ ›Ḛ ᶴ꜠ᵓּזˢꜟ ὺ Ͻи˔Фχὺ Ḛ ḼỘˣ
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与野学院日本語学校

実施主体名 ：与野学院日本語学校

代表者 ：谷 一郎

所在地 ：埼玉県さいたま市大宮区吉敷町4-78

教職員数 ：31名（2025年10月現在）

主な事業 ：2025年4月1日開設の認定日本語教育機関の運営。学生の定員数は320名

本事業での役割 ：さいたま市との会議体/ ボランティア専門家にも協力してもらったカリキュ
ラム開発委員会の設置の他、プレA1レベルの日本語講座の開発、及び教員
研修カリキュラムの開発を実施

主な連携先の概要

取組主体（採択団体）の概要

連携先１ ：さいたま市

所在地 ：埼玉県さいたま市

本取組への期待 ：さいたま市内の外国人の更なる増加を見越し、参照枠B1を見据えた体系的
な日本語教育の提供の第一歩となる

本事業での役割 ：市関連部署の調整、広報協力

連携先２ ：(公社)さいたま観光国際協会

所在地 ：埼玉県さいたま市浦和区東高砂町11-1 コムナーレ9階（国際交流セン
ター）

連携先の主な事業：国際交流、国際協力事業の振興、観光及びコンベンション事業

本取組への期待 ：さいたま市内の日本語教室の悩みを解消し、市内の日本語教育の連携体制
構築が可能となる

本事業での役割 ：市との調整、実証場所の確保、広報、プログラム参加者の募集、さいたま
市内の日本語教室との連絡・調整

生活者

取組分類対象者

プレA1

日本語レベル

プログラム開発
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体制の全体像

背景・目的

取組概要

与野学院日本語学校
日

さいたま市

凡例 日 日本語教育機関 予 予算提供 連携先

プ
レ
Ａ
1

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
共
同
開
発

ήΜθϘ◕τΣΪϥ∕ ᵰ⁯ ψ ᴥΰοΜϥΥʺ ᶨּיρΰοχᵰ⁯ χ ῎ễӾ◦כ
ψ ӽ ῎ễע χЩжрГϰϯ ϤτσμοΜϥάρΤϣʺ ῎ễӾṐḩτϢϥ╥
B1Ϭᾋ Πθ Ὁ σ ῎ễӾϬ ằπΦϥḕẽρʺζχễӾϬ“ΠϥễԌχӾ ΥẐϛϣ
ϦοΜϥʻϢμο ︡ πψʺṹừχᴿ πΚϥήΜθϘ◕∕ χ ᶨּיχᵰ⁯ ˢФйA1й
ЦиˣϒχЩжрГϰϯιΪτӢ ΰσΜ Ὁ Ϭⱱμθ ῎ễӾχ Ϭ τʺФ
йA1йЦиΰΪχϸзϺвжЭχ⌠ ʺẉόὊᾓχ ΜễԌϬ ρΰθᾆ ФкϽжЭχᵫ
Ϭ“Ξʻ

日本語講座の委託（実証後）

プログラム
開発（1）

ˮ ᶨּיϬ ρΰθФйA1йЦиχ ῎ễӾϸзϺвжЭχᵫ ˯ρΰοʺӟ
ᴞχ4νχ︡ Ϭ“Ξʻ

連携先との会議体の設置ˢ ⇔ψP.106Ϭ╥ ˣ1

¸ ὀ χθϛχᵓṳ ρʺϸзϺвжЭτνΜοẸṳβϥӦԌᵓϬ

ニーズ調査ˢ ⇔ψP.106˙P.107Ϭ╥ ˣ2

¸ήΜθϘ◕ χ ӽ ῎ễעτПϯзрϽϬם☼

ニーズ調査ˢ ⇔ψP.112Ϭ╥ ˣ1

¸  ∕ χὊᾓχ Μ ῎ễԌτ ΰʺᾆ ФкϽжЭτẐϛϥ ϬПϯзрϽ ₰

教員研修プログラムの開発ˢ ⇔ψP.112Ϭ╥ ˣ2

¸ПϯзрϽτṁξΜοˮὪ ϛἹ꜠χễӛ⌠ Є˔Е˯Ϭ Μθᾆ ФкϽжЭϬᵫ

教員研修プログラムの実証ˢ ⇔ψP.112˙P.113Ϭ╥ ˣ3

¸ˮὪ ϛἹ꜠χễӛ⌠ Є˔Е˯Ϭ Μθᾆ ϬʺὊᾓχ Μ ῎ễԌʺЦГжрễԌ
τ ΰם☼

プログラム
開発（2）

ˮ Ὁ σ ῎ễӾϬ“ΞθϛχễԌӾ ᾆ ФкϽжЭχᵫ ˯ρΰοʺ
ӟᴞχ3νχ︡ Ϭ“Ξʻ

与野学院日本語学校

さいたま
観光国際協会

ボランティア専門家

日
本
語
教
室
の

紹
介
依
頼

会
議
体

連絡・調整

ヒアリング

地域日本語教室

与野学院の経験の浅い
日本語教員

日本語講座カリキュラムの開発ˢ ⇔ψP.107˙P.110Ϭ╥ ˣ3

¸ϷзЅЗиχФйA1ГϺІЕʺϋϣΥσʾϸЌϸЗϯФзϬᵫ

日本語講座の実証ˢ ⇔ψP.111Ϭ╥ ˣ4

ᾓם¸ σФйA1 ῎„℅Ϭם☼ῇʺζχὊᾓϬṁτʺ⌠ ΰθϸзϺвжЭϬ Μοʺ1ΤὮ
χ ῎„℅Ϭם☼

モデリング
株式会社

アプリ開発

さいたま市在住外国人
（プレA1レベル）

研修の提供

日本語講座
の提供

生活者

取組分類対象者

プレA1

日本語レベル

プログラム開発

予

予
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「生活者を対象としたプレA1レベルの日本語教育カリキュ
ラムの開発」

プログラム
開発（1）

連携先との会議体を設置1

【実施事項/ 成果】

¸ ⱧỘϬ βϥτΚθϤẸ Ϭ θˮήΜθϘ◕˯ˮήΜθϘḢΊ⁯∑Ẹᵓ˯ˮήΜθϘ
◕ π ῎ễעϬ︠⅓ΰοΣϤʺФйA1йЦиχ ᶨּיϒχ ῎ễӾὊᾓΥ σЩж
рГϰϯ ᴪˢ3 ˣ˯ρ事業の進捗や成果を定期的に共有し連携の足並みを揃えることを
目的に、会議体（月1回程度開催）を設置ʻήΜθϘ◕ψ ⱧỘχ Ϟ ᴮϬᶎ ΰˮФй
A1 ῎„℅˯χ ▄ᴟτνΜοχᾁ Ϭ ʻήΜθϘḢΊ⁯∑Ẹᵓψ ӽ ῎ễעχ
ʾ Ϭ“ΜʺПϯзрϽ χӢ Ϭ ʻЩжрГϰϯ ᴪψ  το⌠ ΰθФ

йA1ϸзϺвжЭτ ΰТϰ˔ЖНАϼϬ“ΜʺϸзϺвжЭχУжАЄвϯАФϬ

¸8Ὦ˙11Ὦτψ︠τˮϸзϺвжЭᵫ ˯τḩβϥᵓṳϬם☼ΰʺ12Ὦӟ‭τ ם ⱧỘχ
ᴮ ⁮ϞζϦτ Ξ ▄ᴟχẸṳϬ“ΞʺρΜΞ ϘΤσ ḧІϾЅв˔иϬ├

¸ЩжрГϰϯ ᴪ3 τνΜοψʺˮ ӽ ῎ễӾˢ ᶨּיΰΪ ῎ễӾˣτ ΰο
ΜϥΤ˯ˮФйA1йЦиχ ῎ễӾτ ϥΜΤ˯χṁ π

与野学院日本語学校

【ポイント】

＜関係構築におけるポイント＞

¸ᵓṳ   τΣΜοψʺ◕ϞḢΊ⁯∑ẸᵓϜḯϛθ ₇Τϣχ ḩἰχ ΥΚϥ π
ΦοΜθάρʺ本校が早い段階で認定日本語教育機関として認定されていたことπ Υ
‰ϘμθάρΥ ԍρσϤʺІЭ˔Їτ  πΦθ

¸ τήΜθϘ◕Υ ᵓṳ τ╥ᵊΰθΦμΤΪψʺ  ΥήΜθϘ◕χᴿ Ӫ꜡Ϭ Ӄΰθ
πʺ ⱧỘϒχ╥ᴥϬ ΰθάρΥấΫϣϦϥʻήΜθϘ◕ψ ᴬ ⱧỘπΚϥˮ ӽ
῎ễӾχ › σ ξΨϤ ⱧỘ˯τ⅜ ήϦʺ › ᵓṳϬᵫ℗ʻ    ψ
› ᵓṳχӦԌρΰο╥ᴥΰοΣϤʺζχ π「さいたま市における『地域日本語教育

のあり方』ワーキンググループ」として提言の取りまとめを行い、さいたま市のニーズを把
握していたため、ニーズを踏まえた事業の提案ΥπΦθ

üσΣʺ Ṝ › ᵓṳτ╥ᴥϬ ήϦθχψʺ  Υӟ ΤϣήΜθϘ◕χ⁯∑ῖ
ⱧỘτẸ ΰοΣϤ◕ πψԁ χ ΥΚμθάρϜԁԍρ◘ϩϦϥ

取組の詳細

ニーズ調査2

【実施事項/ 成果】

¸ˮ ῎ễעπФйA1ễӾϬ“Ξ∑χᴿ ḇ˯ˮФйA1ễӾϬ“ΠοΜσΜ ˯ ʺ現状
の教育体制の課題を把握した上で新規に体系的な日本語教育プログラムを構築するάρϬ
τʺПϯзрϽϬם☼ʻ ӽ ῎ễעχ︡ϤϘρϛϬ“μοΜϥήΜθϘḢΊ⁯∑Ẹᵓ
τẸ ϬỔΧʺήΜθϘḢΊ⁯∑ẸᵓΤϣᶆ ῎ễעτПϯзрϽם☼χ☿χ

¸ήΜθϘḢΊ⁯∑ẸᵓϢϤʺˮФйA1йЦиτᴿ ḇϬϜμοΜϥ ῎ễע˯ˮ σ
︡ Ϭ“μοΜϥ ῎ễע˯Ϭὓ5 ᵒϬ ΪʺПϯзрϽϬם☼

¸ПϯзрϽὫᴮϬ ṨʺФйA1йЦиχ ῎„℅χ ὓτ ֳ

生活者

取組分類対象者

プレA1

日本語レベル

プログラム開発
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与野学院日本語学校

【ポイント】

＜ヒアリング対象の発見におけるポイント＞

¸◕ ῎ễעϒχПϯзрϽϬ“Ξ∑ʺήΜθϘḢΊ⁯∑ẸᵓΤϣПϯзрϽם☼χ☿Ϭ
ΰПϯзрϽϬם☼ΰθʻήΜθϘḢΊ⁯∑Ẹᵓψˮςχ ῎ễעΥςχϢΞσ︡

Ϭ“μοΣϤʺςχϢΞσᴿ ϬⱱμοΜζΞΤ˯ϬΚϥ ӃΰοΜθθϛʺζχ
τṁξΦ῟ Τν ᶎτПϯзрϽϬם☼βϥάρΥπΦθ

＜主なヒアリング項目＞

V Ϟṁ σ―Π
V ʾⱲḧ
Vᶘ יּ
VЩжрГϰϯ
Vᶘ יּ
Vᶘ χיּ
VЩжрГϰϯχ
Vᶨ χᶎ
Vᶨ
V ễעρχ Ặ ʾ ὀ
VЉк ẘχ Ϧ
VễΠ ʺễ∙

＜主なヒアリング結果＞

Vᶘ Υ1ᵕ/ πΚϥθϛʺ学習項目
の定着が困難

Vᵰ⁯ Υ ᵕ╥ᴥβϥΤϩΤϣσΜθϛʺ
宿題を課すのが難しい

VЩжрГϰϯχ πʺ ῎Ϭ Ψ
χ ˢФйA1йЦиˣτễΠϣϦϥ Υ
ᾢϣϦοΜϥ

V ῎Ϭ Ψ χ ˢФйA1йЦиˣ
τễΠϥχψʺ τ︣ḧΥᶝΤϥ

V χ Τϣʺ多くの受講待機者を抱
えている教室も存在

日本語講座カリキュラムの開発3

【実施事項/ 成果】

＜プレA1カリキュラムのテキスト作成＞

A)ˮ ʿИ˔Ї ₰˯χὫᴮϬ ϘΠʺᵓṳ τ╥ᴥβϥЩжрГϰϯ ᴪρ  τοФй
A1ϸзϺвжЭχГϺІЕϬ⌠ ʻ  τοГϺІЕχθθΦ /„℅π Μϥ ᴣ‮ ʾ
Ϭ⌠ ΰʺ月1回のカリキュラム開発の会議体にてボランティア専門家よりフィード

バックを受けブラッシュアップを実施

B)ᴥΠοʺさいたま観光国際協会にて行われる「はじめてのにほんごこうざ」において実験的
な日本語講座を実施

üάχםᾓ σ ῎„℅ψˮΜϧςϤ ᶨχ ῎ˢ ˣ˯Ϭễ∙ρΰο ΜοΣϤʺ
既存教材の活用の可能性や、講座体制（授業頻度や参加者の集め方等）の検討が目的π
ΚϤʺ  π⌠ ΰθˮФйA1ϸзϺвжЭχГϺІЕ˯χם ρψӰσϥ

üᴞṜχϢΞσ Υᾒ∕ᴟΰʺṌ ễ∙χᶨ ϬῬ βϥχπψσΨʺάϦϣχ ᾋ
Ϭ ֳΰο ṛτϷзЅЗиχễ∙Ϭᵫ βϥάρτΰθ

生活者

取組分類対象者

プレA1

日本語レベル

プログラム開発
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与野学院日本語学校

顕在化した問題点 修正点

¸ФйA1ΰΪχ ỘϬᵫ„ΰθϜ
χχʺプレA1レベルの学生以外
（A1レベル等）も受講生の中に
混ざってしまいʺ ΰθйЦ
иπχ ỘΥπΦσΤμθʻ
ˮψαϛοχτϕϭέάΞί˯

χЎжЄτψ йЦи
ϬṜ∏ΰοΜθΥʺζϦιΪπ
ψ῟ᴮΥσΜθϛʺ ӽχ
῎ễעΤϣχ ᵒϞʺᵰ⁯ Υ
︣ ΦβϥЌϱЬрϽπχ
῎йЦиЎϴАϼρ ῎

ᶘ ḕẽϒχ Ϭ“Ξ Υ
Κϥ

¸受講申し込みフォームを工夫し、
過去の日本語学習歴等の受講者
情報を申し込み時に収集し、講
座に適した受講者を選抜すると
ともに、講座に合わない申し込
み者に対しては、ニーズに合っ
た市内日本語教室等を案内する
ことにした

¸講座で授業を担当する講師が、
さいたま市における講座の位置
付けを正確に認識していないρʺ
„ χйЦи₯ΥΚϥ ›τʺ
ςχйЦиϬ︠σЌ˔ϿАЕρ
ΰο ỘβϥΤ τ₉ϥθϛʺ
„◖τ ΰοψ ϛ„℅χ ☿
Ϭ βϥ ΥΚϥ

¸講座の趣旨、学習項目の優先度
を整理した運営マニュアル、教
師用指導マニュアルを作成し、
担当講師に事前説明を行うこと
にした

¸ᶘ χᶘיּ Ӫ Υ γΰϜ‰
ΜϩΪπψσΨʺϘθʺᾤ
σ πẈϚᶘ ʺϜΜϥθϛיּ
モチベーションの維持の面から
プレA1レベルの学習は「短期集
中」で行うほうが効果的πΚϥ

¸地域の日本語教室に、講座の趣
旨説明を行い、適した受講者を
推薦してもらうことにした。ま
た、授業頻度を2回/ 週とし、1か
月程度で修了できるようにした

¸Ṍ χA1йЦиχễ∙ιρプレ
A1レベル以上の情報が混ざって
いるため学習者が混乱するʻζ
χθϛʺФйA1ϸзϺвжЭϬ
⌠ βϥ∑ψʺ Πϥ Ϭ
‒μο1ΤϣϸзϺвжЭϬ⌠ϥ
ϕΞΥ῟ᴮ πΚϥ

¸このレベルで練習した方が良い
内容に絞ったオリジナルプレA1
カリキュラムを作成した

受
講
者
レ
ベ
ル
に
つ
い
て

担
当
講
師
に
つ
い
て

受
講
者
の
学
習

意
欲
に
つ
い
て

教
材
の
内
容
に
つ
い
て

生活者

取組分類対象者

プレA1

日本語レベル

プログラム開発

＜前頁③B)の実験的な日本語講座で顕在化した問題点と、オリジナルカリキュラムへの修正点＞
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＜プレA1レベルカリキュラムのテキスト＞

V♯“ṍḧ ʿ2026 1Ὦ22 ˙2Ὦ19Ὦ
 ˢ1ΤὮ πʺ1 ḧτ2„℅ם☼ˣ

V♯“ ⧵ʿήΜθϘ◕τ יּ χФйA1йЦиχᵰ⁯ ˢ ˣ

V♯“  ʿJACK ẋ5F

Vᶘ  ʿʾ ῎ᶘ ϒχọ ρꜛ ϬνΪϥ

ʾϋϣΥσʾϸЌϸЗχˮ ϙ˯ˮ Φ˯Ϭ τ Ϊϥ

Vᶘ  ʿ ᶘԚχ ῎„◖τΣΪϥ Ộ

Vᶘ        ʿᴞṜχϢΞσ 10ᵕˢ♯“ψʺ 9ᵕˣχ„℅Ϭ Ӫΰʺ ᶨπ►Ξ

῎τТ϶˔ϸІΰοϋϣΥσϞϸЌϸЗχ ϙ ΦϬ βϥ

回数 各回の学習内容

1 ϋϣΥσ ͍ˢΚΜΞΠΣ˙ˣ ΚΜήνʺꜛᾪ ᵒ(αάΰϡΞΤΜ)ʺ Ⱬ(βΞα)

2 ϋϣΥσ ͎ ˮ˙ΥβΦπβ˯ʺ (θ)ϓ (Ϝχ)χάρω

3 ϋϣΥσ ͏ ˮ˙ΥϩΤϤϘβΤ˯ʺΜϧΜϧσάρω

4 ϋϣΥσ ͐ Ⱳḧ(αΤϭ)ʺ˙Ὦ(Υν)˙ (τκ)

5 ϋϣΥσ ˴ϋϣΥσГІЕ
ᴪ (ΤηΨ)ʺ˙⅞(ήΜ)ʺ˙ (τϭ)ʺ (ϢΞ
ό)

6 ϸЌϸЗ ͍ˢϯϱϳϵϷ˙ˣ
ˮΜΨϣπβΤ˯ʺˮ˙ד(Πϭ)πβ˯ʺ (ω) (
ΰϡ)χάρω

7 ϸЌϸЗ ͎
(Τ)Μ (Ϝχ)χάρωʺйІЕжрχ (κϟ
ΞϜϭ)

8 ϸЌϸЗ ͏
(Τϣι)χάρωʺ (όϡΞ)ṓ(Φ)χ ᾝ(ϋϡ
ΞΫϭ)

9 ϸЌϸЗ ͐ ϩθΰχ͍ (τκ)ˮ˙Ⱳτ˙ΰϘβ˯

10 ϸЌϸЗ ˴ϸЌϸЗГІЕ
♫ˮ˙ιΜ˯ˮ˙ϘΜ˯ˮ˙ϕϭ˯˴ᵓ ГІ

Е

¸ ᾓם σ ῎„℅χם☼ὫᴮϬ ϘΠʺᴞṜχϢΞσФйA1ϸзϺвжЭχГϺІЕ
Ϭ⌠

生活者

取組分類対象者

プレA1

日本語レベル

プログラム開発
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＜ひらがな・カタカナアプリ＞

V♯“ṍḧ ʿ2026 1Ὦ22 ˙2Ὦ19Ὦˢ1ΤὮ ˣ

V♯“ ʿ יּ ⱧỘπ  ΰθˮФйA1 ῎„℅˯Ϭ „ΰοΜϥᶘ יּ

V♯“  ʿꜛ

Vᶘ  ʿ ϙ Φχṁ ρσϥˮϋϣΥσʾϸЌϸЗ˯ϬᶐΠο►ΠϥϢΞτσϥ

Vᶘ  ʿ„℅χᶘ Ϭꜛᶘπ βϥ

Vᶘ        ʿʾ™ ήϦθϋϣΥσʾϸЌϸЗχ50ᴝϬ Φʺᴝρ ⱫϬὫόνΪϥ
   ʾϋϣΥσʾϸЌϸЗχ ϯИЮ˔ЄдрϬᾋοʺ ϬᶐΠϥ
   ʾϋϣΥσʾϸЌϸЗχϹϱЖτלμοσηϤ Φβϥ
   ʾ ῎Ϭᴝ ΰ ῏ Ϭ“Ξ
   ʾ™ ήϦθᴝ Ϭ︣ Φΰ ῏ Ϭ“Ξ
   ʾДϰϼГ˔ЄдрἹ꜠χГІЕπᶎ βϥ

V Ỳ ʿϯФзꜛ τψᴿỲΰσΜ

＜ひらがな・カタカナアプリの開発＞

¸ϯФзχ Ὧ ṰϬᾁ ΰʺϯФзᵫ χ πΚϥЯДзрϽᶴ꜠ᵓּזϒ

¸ЯДзрϽᶴ꜠ᵓּזρアプリの画面遷移、書体、テストの分量、練習用語彙リスト等につい
て調整し、要件定義を確定

¸Duns ‹︡ ʺAppleʺGoogleᵫ ϯϸϳрЕχᵫ Ϭם☼

【ポイント】

＜カリキュラム開発時のポイント＞

¸ᵓṳ χ τЩжрГϰϯ ᴪϜ╥ᴥΰθάρπʺ毎月の進捗はヒアリングから得た情報
をタイムリーに専門家に共有することができ、専門家からカリキュラムに対して適切な
フィードバックを受けることができた

¸ϷзЅЗиϸзϺвжЭϬḁ ήδϥ τ一度実験的な講座を実施したことで、発生しうる
課題や問題を事前に把握でき、より質の高いプログラムを開発することができた

生活者

取組分類対象者

プレA1

日本語レベル

プログラム開発
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日本語講座の実証4

【実施事項/ 成果】

¸ˮ ῎„℅ϸзϺвжЭχᵫ ˯π  ΰθˮФйA1йЦиϸзϺвжЭχГϺІЕ˯
ˮϋϣΥσʾϸЌϸЗϯФз˯χ῟ᴮϬᾁ βϥάρϬ τʺ14 χήΜθϘ◕∕ χᵰ
⁯ ΰΪτ ῎„℅Ϭᵫ„

¸„℅ᵫ„ῇʺϸзϺвжЭᵫ ӦԌᵓχ ᴪΥ„℅χḢ╔ΰοᶎ ʺ „ ϒχПϯзр
ϽϬ“μθ

¸ᵓṳ τΣΜοήΜθϘ◕ρ ӽᵰ⁯ ΰΪχФйA1„℅τ βϥ ▄ᴟχᴦ τνΜο
ṳΰʺ来年度予算においては、開発したカリキュラムの本格的な実証も兼ねて、日本語教

育機関の教員による「初期日本語教室（本事業での「プレA1日本語講座」）」の受託及び予
算（18万円）を確保するという結論τ♩μθʻ™ ӟ‭τνΜοψʺˮ ṍ ῎ễ
☼םχ˯ע ϞẤ Ϭ ϞδϥΤᾁ ΰοΜΨάρρσμθ

＜受講者の声＞

Vアプリで毎日練習しているʻ►ΜϞβΨοᶐΠϞβΜˢϱрЖКЄϯˣ

VГϺІЕχ Υ ΰβΧσΜχΥϢΜʻ日常会話が覚えられてうれしい（ ⁯ˣ

Vテキストの勉強はよく分かるʻϋϣΥσϜ ếπΦϥˢКО˔иˣ

V ếψροϜΜΜʻϢΨ ΤϥˢЬарЫ˔ˣ

スケジュール

連携先との
会議体の設置

ニーズ調査2

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

ヒアリング実施

会議体の
設置

カリキュラム開発に関する会議を実施

日本語講座
カリキュラムの

開発
3

日本語講座の
実証

4

予算化に関する会議を
実施

ヒアリング
対象選定

カリキュラムの検討アプリ
要件定義

アプリ
発注

テキスト/ アプリのブラッシュ
アップ実験的な日本語講座実施

実証

生活者

取組分類対象者

プレA1

日本語レベル

プログラム開発

＜専門家の声＞

Vḛ σϞϤ︡Ϥ πʺ日本語初習者にとってすぐに使える内容σχπϢΤμθ

V Ⱬᶘ ψʺ教室内での学びをアプリで自習することで楽しく練習でき効果的ιρḇαθ

Vᶘ χᵧήϭΥʺᶚΰζΞτᶘϭπΜϥיּ ◓ΥԊ ιμθ

VГϺІЕ⌠ ρ„◖Υ ῎ᶘ ρΜΞ πνσΥμοΜϥχπʺテキストと使用教材と
がリンクした形でPPTが作成できているχϜ Μ
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【実施事項/ 成果】

¸Ὂᾓχ ΜễԌΥςχϢΞσᾆ ϬẐϛοΜϥΤʺ τΚθϤςχϢΞσ τᴿ Ϭḇα
οΜϥχΤϬ ӃβϥάρϬ τʺ本校に在籍している経験の浅い教員に対し、日本語教
員としての研修に求める内容や、伸ばしたい能力についてヒアリングを実施ΰʺᴞṜχИ˔
ЇϬ Ӄ

与野学院日本語学校

＜主なヒアリング結果＞

V Ộ τΣΜοʺ教案作成が最も大変で負担も不安も大きい

Vễӛ⌠ Ϭβϥ∑ʺˮ Ộχ ˯Ϟˮ῟ᴮ σ ˯Ϭήδϥ Ϭ―ΠϥάρΥ ΰΜ

V Ộ τΣΪϥ「類似文型」の整理に時間を要する

教員研修プログラムの開発2

【実施事項/ 成果】

¸ПϯзрϽ τṁξΦʺᾆ ФкϽжЭϬᵫ ʻϘθʺᾆ ФкϽжЭπ ΜϥˮὪ ϛ
Ἱ꜠χễӛ⌠ Є˔Е˯Ϭ⌠

「体系的な日本語教育を行うための教員育成研修プログラ
ムの開発」

プログラム
開発（2）

取組の詳細

ニーズ調査1

＜穴埋め形式の教案作成練習シート＞

V יּ ʿ ᶘԚτ∕ ΰοΜϥʺὊᾓχ ΜễԌ

V ʿФйA1Ϭḯϛʺ╥ B1Ϭᾋ Πθ Ὁ σ ῎ễӾϬ“ΠϥễӛϬ⌠Ϧϥ
ϢΞτσϥ

Vם☼ ʿᶆꜛΥꜛ πễΠϥ Ϭ ΰθῇʺЄ˔ЕχὪ ϛϬ“Μʺ
ᵕ Є˔ЕϬ Μοꜛᾪ⅜ Ϭ“ΜσΥϣʺễӛ⌠ Ϭ τ Ϊϥ

教員研修プログラムの実証3

【実施事項/ 成果】

¸ ᶘԚτ∕ βϥὊᾓχ Μ ῎ễԌρЦГжрễԌτ ΰʺˮ ễԌᾆ ФкϽжЭ
χᵫ ˯π⌠ ΰθˮὪ ϛἹ꜠χễӛ⌠ Є˔Е˯Ϭ Μοʺᾆ Ϭם☼

¸ „ΰθễԌΤϣʺⱳ χϢΞσ Ϭ

生活者

取組分類対象者

ー

日本語レベル

プログラム開発
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＜研修プログラムを受講した経験が浅い教員の声＞

V ϦτלμοὪ ϛβϥχπʺ組み立てが明確になり、悩まないばかりか、間違えなくて済
むのがありがたい

V σ ΥϩΤϣσΜ ›τʺ注意点にヒントが書いてあると自分で考えやすい

VϱжІЕễ∙ΥΚμοʺζϦϬᾋσΥϣễӛϬ⌠ϦϥχψϱЮ˔ЅΥΰϞβΜ

V ᵔϬ ϥάρτϢμοʺ次の自分の教案を作る力が上がるので応用できて、上手になるよ
うに思う

V σ Ⱳḧχ τσϥ

V χ ΥὪ ϛτσμοΜϥχψʺᴡϬ βϦωΜΜχΤΥϩΤμοΤϣ πΦϥ
χπϩΤϤϞβΜ

スケジュール

ニーズ調査

教員研修プログ
ラムの開発

2

1

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

プログラム開発

ヒアリング

教員研修プログ
ラムの実証

3 実証

生活者

取組分類対象者

ー

日本語レベル

プログラム開発

＜ベテラン教員の声＞

VὪ ϛἹ꜠πꜛ π⌠ϥράϧϜΚϥχπʺきちんと個性が活かせる教案を作ることができ
るράϧΥΜΜ

VễΠ ϦΥσΜϢΞτσμοΜϥχπʺꜛ π ỘϬβϥ∑χ╥―ρΰοϜ τ νΰʺԁ
τЎ˔ЭϬ ϭπễΠϥ τễΠ Ϧχ ΥσΜχπ Τϥ

V Υ⌠μθễӛπễΠϥχπψ ΥσΜΥʺάϦψ教師の成長にも繋がる点が大きい
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